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北大文学研究科紀婆 112 (2004) 

西フリジア語の文法構造一一動詞 (8)一一

清水 誠

Struktuer fan it Westerlauwersk Frysk 

tiidwurd (8) 

(The Annual Relうorton Cultural Science (N o. 112). Graduate School of 

Letters. Hokkaido University. Sapporo. J apan 2004. ISSN l346司0277)

SHIMIZU Makoto (mshimizu@lit. let. hokudai. ac. jp) 

S 94 不定調 (deynfinityf， de nammefoarm) :概観

S 68 (3)で述べたように，西フリジア語には 3種類の不定詰がある r第3不

(命令形不定詞)Jは形態的には命令形と同形であり，歴史的にも関係が

あるが，命令の意味はなく，今日では不定詞の一種とみなすのが適当である。

「第2不定詞 (en-不定詰)J は「動名詞(itgerundium) J とも言い，歴史的

には変化語尾を伴った不定詞，すなわち「居折不定詰J であるが，かつて現

在分詔だ、つたものも一部で

ジア語でも同様である。第1不定詞(匂e一不定詞)と第2不定詞 (en不定詞)

の区別はブリジア語群すべてに共通しており，用法上の区分も本質的に河ー

である。これは他のゲ、ルマン語と比較して顕著な特徴と言える。語形とおお

まかな用法はS68 (3)でも述べたが，以下に繰り返す。

(a) 第 1不定詰 (e-不定詞)

① 語形

不定詞語幹十{-e/-je/-n}: siler帆走する J (e動詔)/tankjer感謝するJ
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北大文学研究科紀要

(je-動詞)/jaan i与える J (n-動詞)

② 用法

無擦の不定詞であり，辞書の見出し語でも動詞はこの語形で示される O

文中の統語的役割jを担わずに，単独で用いることがあるO

話法の助動詞， {吏役の劫動語，i-t動詞dwaan(オ.doen/ド.tun/エ.do) 
などと用いる。

名詞用法で用いるが，統語的には動詔としての性格を保っている。

19世紀の西フリジ には見出し諸に第2不定詞 (en-不定

調)の語形が用いられたことがあった。これは不定認が日nで終わるオランダ

諾やドイツ諮の影響と考えられる (Hoekstra1997: 1)。

(b) 第 2不定詞 (en-不定詞，動名詞)

①語形

不定詔語幹十{-en/-jen/ -n} : silen/tankjen/jaan 

ただし， ha/hawwe i持っている」の第2不定詰はともに hawwenであ

り，勺lanではない。

② 用法

名詞用法で用いるが，この用法では第 1不定詔よりも名詩的性質が強い。

知覚動詞構文のほかに，アスペクト動詞b1iuwe/geanなどと複合動詞的

に用いる。

不定詞環識te(オ.te/ド.zu/エ.to)を伴って種々の用法で用いるが，

te第 2不定詞は teを伴わない第2不定詞と性格を異にする点が多く，

別に扱う必要がある。また， te第 2不定詞は後述するように，すべて同

ーではなしいくつかのタイプに分かれ，統語的に多様な性格を示す。

貯第2不定詰を itgerundium i動名詞」のほかに， de doelfoarm (doel i目的」十

foarm r形式J) と呼ぶことがあるが r目的J という名称は第2不定詰の用法

の一部分を指すにすぎず，適切とはぎいがたい。

また，東部の方言では標準語のha/hawwer持っている」はhaだが，第2不

定詞の語形もつねに ha(te-第2不定詰も tehaのみ)であり， jaan r与えるJ
などの rn動調J と詞様に第1不定詞と同形である O

-2 



西ブリジア認の文法構造動詞 (8)

(c) 第 3不定詞(命令形不定詰)

① 語形

不定詞語幹十{の/-je/不規則}: syl/tankje/jou 

命令形と同じ語形を示す。

② 用法

立is1U型構文と従属型構文に分かれる。くわしくは後述。

官第2不定詞(日n不定詞)に相当する動名詞はかつてはドイツ語やオランダ誌に

も存在した。阿言語ともに，かつての動名語は与格支配の前震詞ド.zu( <ze) / 

オ.te (エ.to)に支配された動語の名詞的な格変化形である。ドイツ諮では，

古くは -enで終わる不定詞(ド.Infinitiv)にたいして，動名詞(ド.Gerundium) 

は-en(n)eで終わり，末尾音の Eが中性単数与格語尾だった。その後，さら

にあいまい母音の語末音消失が起こって eが消失し，ともに enとなって両

者の形態的区別は失われ，両者は単一の不定認に合流した。オランダ諮でも今

日，ドイツ語と間様に不定詞はすべてでnで終わる 1種類しかないが，標準諮

では無アクセント音節末の enの nは発音上，脱落して en[ョ]となるので，

m と εの区別は不可能である。したがって，第 1不定詞(ニ不定詞)と第2

不定詞(ニ動名詞)の形態的な相違は存在し得ない。

西フリジア語では，古ブリジア語以前の段階で語末音消失の結果，かつての不

定詞の末尾音 anの nが消失し，さらにな>日[討という弱化が起こって，

今日の第1不定詞 (e不定詞)に至っている。

4方，第2不定詰(en-不定詰)はニつの異なる起源にさかのぼる。まず， ドイ

ツ語とオランダ語と共通に，かつての動名調は与格支配の前置詞te(ド.zu/ 

オ.t巴/エ.to)に導かれ，ヨ長尾音 -enの-nは前置詞teに支配された名詞の中

性単数与格語尾の名残りである (-ande>-en (巴)> -en) 0 もうひとつは，古フ

リジア語の現在分諮に由来するもので， -and> -en (d) > -enという変化の結

果，動名詞と合流して現在の第2不定詞(en不定謂)になった。名詞用法やte-

不定認は前者に由来し，知覚動詞構文やアスペクト動詞bliuwe(オ.blijven/ 

ド.bleiben) /gean (オ.gaan/ド.gehen/エ.go)や hawwe(オ.hebben/ 

ド.haben/エ.have) /fine (オ.vinden/ド.finden/エ.find)などと用いる

用法は後者に由来する。

このニつの契なる起源は，今日の第2不定詞の性質を考察するヒで示唆的であ

るOかつての動名詞に由来する前者の策2不定詞は強い名詞的な性格を有し，

名詞用法において動語的性格の強い第 1不定謂と区別される。一方，現在分詞

に由来する後者の第2不定調は1;罰的性賓とは無縁で，動詞的な性質を強く示

す。したがって，知覚動詞構文やアスペクト動詞bliuwe/g巴an，それに haww巴/
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北大文学研究科紀要

fin巴などと用いる第2不定諮は，名詞用法の第2不定詔とは区別して分析する

必要がある。また，知覚動詞構文で現われる第2不定詞と話法および使役の助

動詞で現われる第l不定詰のあいだには，動語的性質の相違は本質的に存在し

ないと考えられる。問題はte-第2不定詞であり，名詞的な起源を持つが，後述

するように，いくつかの統語的に異なるタイプに分類され，すべてが名詞的性

質を強く示すとは限らない。これは伎の不定詞標識的性質とかつての前置詩

的性質の残存に関係している。

なお，刻フリジア諸には英語の動名語 (-ing)に相当する語形は存在しない。

ingは動作名詞を派生する接尾辞である (oplied日「教育する」→ opliedingr教

脊J)。商ブリジア語の第2不定詞すなわち動名詞は，英語の動名詞とは用法が

完全には一致しない。また，英語の不定詞がtoを伴わなければ名詞的に用いる

ことがほとんどない点も， i凶フリジア認の第1不定詞とは異なる。

S 95 第 1不定詞 (e-不定額， de e-ynfinityf) 

1不定諮 (e不定詞，以下省略)を話法・使役の助動詞とともに用いる

用法はS76からS79で、述べた。以下では残りの用法について説明する O

(1 ) 名詞用法

(a) 第 l不定詞単独の場合

第 l不定詞は名詞的に用いて， コプラ動詔(連結詞)の叙述語(エ.

predicate)としての統語的な役割を担う(第2不定詞との相違については，

S 96 (2)参賠)。

Jeie is hunenatuer. ，.狩りをするのは犬の習性であるJ (ULI'S， C 7: 29) 

De iennichste manier om der efter te kommen hoe't it sit is harkje en 

freegje. rそれがどうなっているかを探り出す唯一の方法は，聞き取りと

質問をすることであるJ (De Boer 1986: 44(N)変更)

It is b域geof barste. r曲がるか折れるかだ(=折れるより曲がったほう

が良い;柳に雪折れなし。ことわざ)J (Dykstra 2000: 1150) 

Better buge as bars允「折れるよりも曲がったほうが良い(榔に雪折

れなし。ことわざ)J (ib. 1150) 

g この点で西フリジア語の第 1不定詞はオランダ語やドイツ語の不定詞と似て
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商ブリジア認の文法構造動詞 (8)

いる。一方，英語の不定詞はこの用法ではtoを伴い，それ以外では一ingを付

加して動名詞として用いる必要がある。

Visser (l989b)は第 l不定詞を動詞の目的語として用いるのは好ましくないと

述べているo 本稿で収集した用併でも neamer…を…と呼ぶ」の「・と」の部

分に相当する目的補語の例しかなく，典型的な他動詞臼的語とは誘いがたいO

Rasjonaliseaη;e neamt de baas dat. r合理化と上弓はそれを呼んでいる」
(ULI'S， C 13: 13変更)

Visser (1989b)はまた，第1不定詞を前置詞の目的語として用いることはまっ

たく不可能であると述べている。本稿で収集した用例にも，この例はひとつも

ない。したがって，本稿ではこの用法を通常の用法として認めることを控える

ことにする。

以上の制限が生じる理由として， De Haan (1986)やHoekstra(1997: 9) 

は第I不定詞が名語的性質の強い第2不定詞と競合するためと説明している。

両者は Visser(1989b)の意見とは異なって，第1不定詞は原則としてどの名

詞的文成分にも用いることができるが，第2不定詞との競合によってその実現

が制限されると主張している。つまり，動詞や前置詞の活的諮として用いる場

合，不定詞単独でトは第2不定詞が可能なために，第 l不定詞はきわめて制限さ

れるが，自的語や副詔成分を伴って不定語句を形成する第2不定詞はほとんど

用いないので，第1不定調は制限を受けず，広く用いることができることにな

る。

もともと歴史的に第2不定詞は与格形に由来し，もっぱら主格以外に用いてい

た。このことから，第l不定謂を主格やコプラ動詞(連結詔)の叙述語以外に

用いにくい理由も現解できるように思われる。

(b) 第 I不定詞匂を形成する場合

第 1不定認は目的語や副詞成分などを伴って不定詞句([ J)で示す)を

形成する場合にも，名詩句相当の文成分として用いる。

① 主語・コプラ動詞(連結詞)の叙述語

[Heit wurdeJ is in geunst， [heit wezeJ in hiele keunst. r父親になるこ

とは天の恵みであり，父親であることは大変な技である J (Zantema 

1984: 387) 

[Nei in dokter ta geanJ betsjut meastentiids earst in skoft yn de 

wachtkeamer sitte. r医者にかかることは，たいていまずしばらく持合

い室でトすわっていることを意味するJ (ULI'S， C 6: 28) 

[Nei Mokerheide feJ角rreJis in minne saak. rモーケルハイデに船で

S 
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行くのは良くないことだJ (Popkema 1987: 52) 

次の文は表面的には動詞 1S ←wezeI…であるJ) を欠いている。

Better [twa kear freegjeJ as [ien kear bjuster reiぬifelI一度道そ間

違えるよりも二度たずねるほうが良い(ことわざ)J (Beintema 1990: 19) 

② 動詰の昌的語

Nei in dokter ta gean betsjut meastentiids [earst in skoft yn de 

wachtkeamer sitteJ. I医者にかかることは，たいていまずしばらく待合

い室ですわっていることを意味するJ (ULI'S， C 6: 28) 

Ik kin [moarns betiid in kalde dus nimmeJ net ien oanriede. I私は朝，

冷たいシャワーを浴びることは人に勧められなしり(動諮の目的語)

(Hoekstra 1997: 9) 

③ 前龍語の自的語

Ik haw it mier oan [moarns betiid in kalde dus nimmeJ. I私は朝，

冷たいシャワーを浴びることには辞易(へきえき)するJ(前置詞の臼的語)

(ib. 10) 

(c) 枠越え

前置詞句が「枠越えJを起こして第1不定詰が先頭に誼かれることもある。

[Reizgje mei it iepenbier ferfier yn FryslanJ betsjut hjoeddedei [reizgje 

mei trein of busJ. I公共の交通手段でフリースラントを旅行することは，今

日では列車かパスで旅行することを意味するJ (ULI'S， C 18: 7) 

(2) その他の用法

(a) 単独での用法

第1不定詞(句)は文中での統語的な役割を担わずに，単独で、発話するとき

にも用いる。

日y: Ik ha in protte freonen en freondinnen. Ik soe gjin feste relaaシ

je mear ha wolle leau'k. Derfoar ha 'k al te lang frijgesel west. 

Sy : Mar altyd allinne， al1inne i仏 allinnesliepe'" 

Hy : Dat ha 'k net sein' 

6 



西フリジア語の文法構造ー動詞 (8)

彼 Iぼくには男の友人も女の友人もたくさんいるからね。身を固め

たいと思うことはもうないと思うよ。それにはもう独身生活が長

すぎた」

彼女 Iでも，いつもひとりで，ひとりで食事をして，ひとりで寝て…」

彼 Iそう言ったわけじゃないけど…J(Bangma 19932: 10) 

Fan in buorren is yn Beets neat te finen. De Beetsters wenje 

ferspraat troch it fjild， w色r'tit wurk is: turf meitsje. r村の中心と

いうものは何もベーツでは見られない。ベーツの住民は仕事ーすなわち，

泥炭を掘ること がある野原一帯に散在して鹿住しているJ (ULI'S， 

B 2: 15) 

(b) 主文棺当の発話文と発話内効力

このほかに，第1不定詞(句)は主文に相当する発話文として用いることが

ある。この場合，命令・疑問・感嘆などの発話内効力(エ.illocutionary force) 

をもっ。なお，以下の用例で人称代名詞主格形 (dor君，おまえJ，ik r私J)

は義務的ではなしなくてもかまわない。

Thuskomme sa't jim fuortgean! r酔っ払って帰ってくるんじゃないよ

(おまえたちはでかけるときと同じように帰宅するんだよ。親が若者に

向かつて)J (Zantema 1984: 1045) 

“Do hoechst dyn sean aai ek net tink?" “日0，ho，のちliuwedo. Der 

moat ik my noch op beriede oft ik dy nim of net." rあなたはゆで卵も

いらないんでしょうねJrえ一，ちょっと待ってよ Oもらうかどうかちょっ

と考えてみないとねJ(Bangma 19932: 128) 

Jun! Sjonge do ek yn 'e kroech， Klaas? Ja， do hast it no wol oan 

tiid! rゃあ(今晩は)。おまえも飲み屋で歌うのか，クラース。そうだ，

おまえは今，時間があるよなJ (ULI'S， C 13: 14) 

Do autoride?! rおまえが主主の運転をするんだって?!J(Hoekstra 1997: 3 

変更)

Werom ik in paraplu meinimme? rなんでおれが傘，持っていかなきゃ

だめなんだJ (ib. 3) 

7 



北大文学研究科紀要

'te十en第2不定詞」にも同様の用法があるが，この場合は人称代名詞主格形

を用いることはできない。

いDo/の}dat skoander芭jildsamar wei te griemen! 'おまえがあの大金をスっ
ちまうとはねえJ Ob. 3) 

Werom {*ik/の}in parap!u mei te nimmω? 'なんでおれが傘，持っていか
なきゃだめなんだJ Ob. 3) 

(c) 話題化と代動詞dwaan

話法の助動詞(客観的用法， ド.subjektiver Gebrauch， root modaI)に

支配された第I不定詔は，言語使用上の理由で前域に移動して話題化するこ

とカぎて、きるO

Riηne kinne se net mear， altyd mar fytse. '歩くことは彼らはもうでき

ない，いつでも自転車に乗ることだけだJ (ULI'S， A 18: 8) 

第 1不定詞は「する」という一般的な動作の意味を表わす代動詞dwaan

(オ.doen/ド.tun/エ.do) き換えることができる。

Reedride mochtst ek sa graach dwaan. 'スケートも君はするのがとっ

ても好きだったよねJ (ULI'S， A 19: 7) 

代動詞dwaanを定動語にして第 1不定誌を前域に置けば，話法の助動謂

がなくても，前域に移動した第1不定詞の意味を引き継いだ話題化の表現に

することができる。

Ite dogge wy alle dagen. r食べることは私たちは毎日しますJ (ULI'S， 

C 3: 14変更)

Hearre docht men mei de earen. Prate docht men mei de mule. r聞

くのは耳でする。話すのは口でする J (Bangma 19932: 56) 

Leze docht elkenien dy't lezen leard hat，むfyn in boekらfyn in krante 

むfop 'e televyzje. r読むのは，本か新聞かテレビかで読むことを習った

人はだれでもするJ (ULI'S， B 16: 9変更)

Sliepe dogge se yn in soarte fan bakken mei strie. r寝るのは人々は棄

が入った一種の捕の中でしますJ (ULI'S， B 2: 15) 

dwaanは第 1不定謂が動作主を前提とする意図的な動作の意味でなくて

も用いることができる。したがって rーするJ だけでなく r…になる」と

-8-



jilijフリジア語の文法構造一動詞 (8)

訳される場合もある。

Him feJプ'eledie er nea. i退屈するのは彼はなった(=した)ことがな

いJ(Bosma-Banning 198F: 39) 

第1不定詞は dwaanとともに次のような強調表現の構文 (dat従属文)で

も用いる。

Flokke， dat er die.iあいつは悪口を言ったことったらなんのJ(Zantema 

1984: 209) 

dwaanは「動詞十en十dwaanJのように動語と並列させて強調表現として

用いることもある (s78 (2)(i)) 0 
It reint en docht de hiele dei. i一日中，雨が降りしきっている」

(Zantema 1984: 209) 

dwaanは第1不定詞だけでなく，第1不定詰勾を代用することもできる。

[Nei Amsterdam ta geanJ docht er net alIe dagen. iアムステノレ夕、ムに

行くのは，彼は毎日するわけではない」

この場合，話法の助動詰(客観的用法)とは違って， dwaanで代用する第

1不定詰そのものは省略できない。

[Nei Amsterdam taのJkin er net alIe dagen. iアムステノレダムに行く

のは，彼は毎日できるわけではない」

* [Nei Amsterdam taのJdocht er net alIe dagen. i向上」

dwaanは前域の第1不定謂(または第1不定詞匂)を代揺するのであって，

第l不定詰を支配する話法の助動詞とは性格が異なる o

日ykin net alle dagen [nei・Amsterdam仰のJ.i彼は毎日アムステル

ダムに行けるわけではない」

キHydocht net alIe dagen [nei Amsterdam似のJ.i彼は毎日アムステ

ル夕、ムに行くわけではない」

dwaanは第1不定詞を代用するだけにとどまり，省略された第1不定詞を

修復するような積極的な意味的役割は持たない。客観的用法の話法の助動詔

は義務・可能・許可・意志などの国有の意味によって，実現されるべき動作

を想定させる積極的な役割を果たすことができる (s97(10))。
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(d) 指示代名詞による第1不定詞(匂)の指示

第I不定詰を指示代名詞dat(S 41 (2)(a))などで指して，代動詞dwaanの

日的語とする用法がある O

As jonge koest ek wol aardich tekenje en skilderje. Dochst dat ek 

noch wol? r子供の頃，君は上手にデッサンをしたり絵をかいたりできた

だろう。今でもそれをするのかいJ CULI'S， A 19: 8) 

En swimme， diest' dat ek? rそれに水泳は，君はそれもやったのかJ

CULI'S， A 19: 7) 

第 1不定詞を枠構造の左側(前)に外置(deekstraposysje/エ.extraposi-

tion)して話題化し，指示代名詞datでそれを指示することがある。外置した

第1不定詞は目的語や磁詞成分を伴って不定詞句を形成することもある。

[5a 'n bern mei in skeψ mes boart.宅jelitteJ， dat docht men doch net! 

「そんな子供に尖ったナイフを持たせて遊ばせるなんて，それはいけませ

んよJ(Dykstra 1996: 72) 

代動詞dwaan以外についても河様の表現が可能であるO

Reizgje， dat hoecht fan my net. r旅行，そいつはおれはごめんだ」

(ULI'S， A 19: 7) 

Ite， dat is mar in oanwenst， sei de boer， mar doe wie er sed. r食べる

こと，それはたんなる悪癖さ，と ったが，そのとき彼は満腹だ、つ

た(成句)J (Beintema 1990: 67変更)

外置した第1不定詞と前域を占める指示代名詞datは，その間に間投詞な

どが入って分離することがある。

U抑nhuzje，nee， dat liket my neat. r外泊か，いや，それは私は好きで

はないJ CULI'S， A 19・7)

外置した第1不定詞そアクセントをもっ「代名詫の derJ(…蔀震詞)(s 55 
(l)(b)) で指示することもある。

Ja， ferkeaρ>je wolle， der tinke sokken allinne mar om. rそうだ，売り

たい，そのことだけをそのような人たちは考えているんだJ(Bangma 

19932: 29) 
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illiブリジア語の文法構造動詞 (8)

En [dagen yn沿autositteJ， der wurdst sa lebichβzn. 'それに，何日

も主主の中にすわっているのは，それはいやになるよ J(Bangma 19932: 174 

変更)

S 96 第2不定調 (en-不定観， de en-ynfinityf， it gerundium) 

第2不定詰はオランダ語やドイツ語には見られず，西フリジア語(あるい

はブリジア語群)に特徴的であり，用法も広い。以下ではまず，名詞句相当

の文成分としてはたらく名詞用法について第1不定認との共通点と相違点を

述べ，続いて他の用法を解説する o 'te第2不定詞」はS97で扱う。

(1 ) 第 2不定詞の名詞用法・第 1不定詞との共通点と相違点

第2不定詞は第 1不定諮と河様に名詞的に用いる。これはとくに名詞句目

的語や爵詞匂を伴わない場合にあてはまる O この場合，第 1不定詰と第2不

定詞は主語・コプラ動部(連結語)の叙述語としての統語的役割において，

ともに名詞用法が可能で、ある。

{Fersinnel Fersinnen} is minsklik.'潤違えるのは人間的だ、(ことわざ)J

(第1不定詞/第2不定詞) (Dykstra 2000: 1150変更)

Utjanhuzje， nee， dat liket my neat. '外泊か，いや，それは私は好きで

はないJ (第l不定詞) (ULI'S， A 19: 7) 

Utjanhuzjen is neat foar my. '外泊は私には向いていないJ (第2不定

詞) (ULI'S， A 19: 19) 

以下にいくつか第2不定詞の沼例を挙げる O

Sprekken is sulver， swijen is goud. '話すことは銀であり，黙っている

ことは金である(=沈黙は金なり。ことわざ)J (Dykstra 2000: 1152) 

Sizzen is neat maar dwaan is in ding. '言うことは価値がない(=何で

もない)が，実行することは価値がある(=ひとつの事柄だ)(ことわざ)J

Ob. 1152) 

As dwaan net doocht， is litten better. 'なすすべが無い(ェ行なうこと

ができない)ときには，放っておくほうが良い(ニ人生あきらめが肝心。

11 
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ことわざ)J (Beintema 1990: 30) 

Der is gjin minder wurk as neat dωααn. i伺もしないことよりも悪い仕

事はないJ (ULI'S， C 13・13)

Iten eη drinken haldt lichem en siel byinoar. i食べることと飲むこと

は両方で体と心のバランスを保つ(=物事は片方だけではうまくいかな

い。ことわざ)J (Beintema 1990: 68) 

Hawwen is hawwen en krijen is de keunst. i持っていることは持って

いることにすぎないが，得ることには技安要する(技である)J (Dyk-

stra 2000: 1151) 

第 1不定詞と第2不定詞には名詞用法で相違点もある。

(a) 動詞の目的語

照)。

l不定詞ではこの用例はほとんど見られない (s95 (lXa)， (b)②と注を参

Boargjen docht soaなjen.i信金は苦労の種/金を貸すのは心配のもと

(ことわざ)J (Beintema 1990: 20) 

Ik fyn aaisykj，ωmoai. i私は野鳥の卵探しはすてきだと思う J (ULI'S， 

B 7: 21変更)

(b) 前置詞の目的語

第 2不定諮は前置諮の自的語として用いることができる O 一方，第 1不定

詞ではこの用例はほとんど見られない (S95(l)設)。

Dy wize)加 reizgjenwie in kolossale ferbettering. iこの旅行方法

は格段の進歩だ、ったJ (ULI'S， B 18: 7) 

Nei ko万edrinkengeane se in eintsje te farren. iコーヒーを飲んだ後で

彼らは少し船に乗りに行く J (ULI'S， B 18: 11) 

Yn 'e rin fan 'e jierren ha in protte minsken har yn 'e sted nei 

wenj<ω2 set. i何年もの関にたくさんの人々が都市に移住した(ニ都市に

住むように移動した)J (ULI'S， C 11: 2) 

De 10ft stiet nei reinen. i雨が降りそうな空模様だ(=空は雨が降りそ

うだ)J (Zantema 1984: 645) 
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西フリジア認の文法構造動詞 (8)

Ik haw no gjin sin oaηfytsen. '私は今，自転車に乗ろうという気持ち

はないJ (Van der Veen/Oldenhof 1990: 46) 

Doe't er by de twadde bocht stie te sjen， krige er ynienen sin oan 

swimmen.'二つ目のカーブした場所を(立って)見ていると，彼は突然，

泳ぎたい気持ちになったJ (Bosma-Banning 198F: 61) 

Yn 'e ungetiid komme boeren en arbeiders amper oan sliepen ta. '千

し草作りの時期には農夫と出様ぎ労働者はほとんど寝る暇がない」

(Zantema 1984: 1115) 

次の文は?貫用句fanhearren (en) sizzen '噂でJ (エ.from hearsay)の

例である。

Fan hearren en sizzen liicht men it meast. '開き覚えで人はいちばん

嘘をつくものだ(ことわざわ (Zantema1984: 382) 

(c) 名語句との並列

一殻に名詞用法では第2不定詞は第1不定詞よりも名認がjな性格が強い。

(b)で示したように，前置詞が名詞匂を支配するのもこのことを示している。

また，次の文では第2不定詰と名詞匂が並列されており，第2不定詞が名語

句と対等で、あることがわかる。

ιifanhuzjen en sterk iおmoattebeide net te lang duorje. '外i白と囲い
氷は両方とも必然的に長くは続かない(=喜びは長続きしない。ことわ

ざわ CBeintema1990: 137) 

一方，第 1不定詞は名詞匂と対等であるほど名詩的な性格が強くない。た

とえば，上の初めの文で第2不定詞utfanhuzjen'外治(すること)Jを第1

不定詞utfa凶luzjeで置き換えるのは不自然という判定がある。

(フ)【Jifanhuzjeen sterkおmoattebeide net te lang duorje. '向上J

次の文では，動作名詞の派生接尾辞 ingによる名認を含む名詞句と第2不

定詞が対等に並列されている(第2不定詞は定冠詞itを伴っている)。

Hy is it sjen， de J告nuunderingen it harkj仰 ferleard.'彼は見ること

と，驚くこと，そして関くことを忘れてしまったJ (ULI'S， C 9: 7) 

13 



北大文学研究科紀要

(d) 目的語名詞匂・副詞匂の有無

第2不定認が第1不定詞よりも名詞的性質が強いことは，動詩的性質が弱

いということである。第1不定詞は名語句自的語や副詞成分などを伴って不

定詞句を形成するのにたいして，第2不定詞ではそれがほとんど見られない。

目的語に相当する成分は (e)で示すように I限定詰(中性定冠詞itなど)十第

2不定詞→一前置詞匂」のように前置詞句で表現する。

* Segaren smoken is ferkeard. I葉巻を吸うのは良くないJ (Hoekstra 

1997: 10) 

次の形容詞fakerIより頻繁なJ (faakの比較級)は副詞用法ではなく，設

定用法である O

By faker lezen fynt men iderkear der wer dingen yn， dy't earder oer 

de holle sjoen waarden. I何回も読むと(頻読な読書のさいに)，その

たひやに以前は気づかなかった事柄をその中に発見する J(Stienstra 1982: 

127変更)0

このことは次の文で副語altydiいつも」を用いることができないことから

もわかる。

* Altyd smoken is ferkeard. iいつも喫煙することは良くないJ (Hoek-

stra 1997: 10) 

なお， (2)で述べる「限定詞十第2不定詞」で、は i名詞勾+第2不定詞J (動

詞匂型)も「名詔抱合を伴う第2 「第2不定詞十前置詞句J (名詞句

型)もともに可能であることに注意 (datiあの(指示代名詞)Jを定冠詞itで

き換えても同様(Hoektra1997: 101))。

① 名詞句十第2不定詔(動語勾型)

Dat seg.αren smoken is ferkeard. iあの喫煙は良くないJ (ib. 10) 

② 名詞抱合を伴う第2不定詰(名詞匂型)

Dat segaarsmoken Is ferkeard. i向上J (ib. 10) 

③ 第 2不定詞十前霞詞句(名詞句型)

Dat smoken)匂nsegaren Is ferkeard. i向上J (ib. 10) 
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(2) r限定詞÷第 2不定爵」と名誤勾型構文/動詞句型構文

(a) 限定詞(定冠詞itなど)十第2不定詞

第2不定詰には限定詞(エ.determiner)がつくことがある。限定詞とし

てもっとも一般的なのは定冠詞中性単数形itであるO 第 2不定詞に定冠詞it

がつくと，名詞が既知の物事を示すのと同様に既知の動作を表わすが，名詞

の場合と同様にそのニュアンスは微妙で、ある。第I不定詞は設定詞を伴うこ

とはできない。

De bern leare op skoalle {rekkenjen/it rekkenjen/*it rekkenje} en 

{lezen!it lezen/ * it leze}. r子供たちは学校で計算と読みかたを習う J

(Bosma-Banning 198P: 56変更)

以下，①~③では定冠詔itを伴った例を示す。

① 主語・コプラ動詞(連結詞)の叙述語

It ba結問 hatsyn leafde net. rパンを焼くことは彼の意に添わない」

(Stienstra 1982: 71変更)

Itρraten giet har maklik of. i話をするのは彼女には簡単だ(簡単に

f子く)J (Van der Veen/Oldenhof 1990・47)

It reinen haldt mar oan. r雨降りが続いている J (Stienstra 1982: 92) 

② 動詞の目的語

De duwel hat it freegjen utfun. r悪魔がたずねることを発明した(相

手がうんざりするほどしつこく質問する人にたいして冗談交じりに言う

慣用匂)J (Beintema 1990: 30) 

Do moatst it smoken oerjaan. r君はタバコ(ェ喫煙すること)をやめ

なければいけませんJ (Zantema 1984: 683) 

③ 前置詞の自的語

By 't aaisykjen fun ik in nest mei in stientsje. r野鳥の卵探しをしてい

るときに，私は石の入った巣を見つけたJ (ULI'S， B 8: 13) 

De boer en boerinne hawwe it drok mei 't melken. r農夫は男も女

も乳しぼりに忙しいJ (ULI'S， A 7: 8) 

Ik wol net in wike ferskite troch it reizgjen. i私は旅行で1週間と
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もむだにしたくないJ (Bangma 19932: 174) 

次例では第2不定詞が形容詞修飾語を伴っている O

W y klagen oer it lange wachtsje凡「私たちは長く持つこと(長いウ

ェイティング)に不平を言ったJ (]ang I長いJ) (ULI'S， C 14: 15) 

第2不定詞は定冠詞(指示代名詞)以外の限定詞そ伴うことがあるO 以下，

④~⑥では所有代名詞，不定冠詫in，否定冠詞gjinを伴った併を示す。

@所有代名詞

所有代名詞は第2不定詞の主語に相当し，動作主の意味を表わす。

Syn learen wol net bot. I彼の勉強ははかどらないJ (Bosma-Banning 

19812: 56) 

Hy krige tefolle oanslach mei synβskjeη， dat ik koe der fierder net 

op ynfreegje. I彼は自分の漁で手一杯になったので，私はそれ以上その

ことについて関い正すことができなかったJ (ib. 101) 

N ei myn trouwen bin ik hjir kommen te wenjen. I結婚してから(二二私

の結婚の後)，私はここに移り住んだJ (ULI'S， C 15: 18) 

It berjocht fan Arne 5.μnter syn jerstjerren kaam foar syn 

freonen en kollega's under de frisisten en germanisten folslein 

unferwachts. Iアルネ・スベンテルの死の知らせはフリジア語学者とゲ

ルマニストの間で、彼の友人や間僚たちにまったく予期せずして届いた」

(Arhammar/Hoekema 1979: 9) 

⑤ 不定冠詞in

Foar in beskriuwing fan 'e distribusje fan 'e perfektive helptiid-

wurden yn it Hollansk ferwiis ik nei Kern (1912) en ANS (1984， 

517-525) en foar in besykjen ta in ferklearring d紅白nnei Hoek-

stra (1984)， Honselaar (1987) en Vikner & Sprouse (1998). I完了の助

動詞の分布の記述についてはKern(1912) とANS(1984， 517-525)， 

その説明への試みについては Hoekstra(1984)， Honselaar (1987)それ

にVikner& Sprouse(1998)を参照することを私は勧めますJ(Hoekstra 

1997: 54) 
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⑥ 否定冠詞gjin

Dat is gjin dwaan. rそれはするべきではないJ (京市T4/1987: 204) 

Der is gjin dwaaηmei him te hawwen. 彼とは付き合えない・やって

いけないJ (ib. 205) 

(b) 名詩句型構文 r定冠詞it十第2不定詞十前童詩句」

定冠詞itは第2不定調が後続する前題詞句を伴う場合([ Jで示す)にも

っしこれはふつうの名詔の場合と同様であり r名詞句型構文」と呼ぶ、こと

にする。前置認は fan(オ.van/ド.von/エ.of)が多く，目的語や主語な

どに相当する。

① 主語・コプラ動詞(連結詞)の叙述語

[It fallen fan de snieJ is in moai gesicht. r雪が降るのは美しい光景だ」

(ULI'S， C 15: 17) 

[I，βt skreωα u似仰uωveω仰?ηzfan de f臼ugelsJklin叫ιkt

) の鳴き声は;夜夜には限りなく物悲しく開こえるJ (UL口I'S，B 20仕:15ω 

[It waaおenfan de beantsjesJ giet mar hurd. r豆が大きくなるのはす

こぶる速し玉J (ULI'S， C 15: 17) 

De untfolking fan it plattelan [troch it weromrinnen fan de wurk-

gelegenheid yn'e lanbouJ wie ta stilstan kommen. r農業における雇用

機会の後退による田舎の人口減少は止まったJ (ULI'S， B 8: 7) 

It deryn slagjen is dfhinklik [jan it oanslaan fan harren wurk by de 

minskenJ. rそれが成功するかは，彼らの仕事が人々の心をとらえるか

にかかっているJ (ULI'S， C 19: 22) 

② 動詞・前置詞の目的語

[It kwytreitsjen fan 'e autoJ is noch net sa maklik. r告動車を駐車する

(始末する)のはまだそれほど簡単で、はないJ (ULI'S， A 4: 11) 

[Foar it j討bouwenfan in husJ moat de gemeente tastimming jaan. 

「家の改築には自治体が認可を与えなければならないJ (ULI'S， C 8: 5) 

Der is soms gans ferskil [yn it weJブωnfan de feitenJ. r事実の再現に

はときには大きな違いがあるJ (ULI'S， C 20: 5変更)
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Der wurdt dan ek in soad jild stutsen [yn it sykjen fan nije 

medisinen] en [yn it ルrbetterjenfan al besteande]. rそれからまた

新薬の開発と現行の薬品の改良に大金が投入されるJ (ULI'S， C 6: 9) 

Allinne de skuonmakker hat it drok [mei it meitsjen fan haken en 

teanlearen]. rただ靴屋だけがかかとと靴ひもの製作に忙しいJ (ULI'S， 

B 5: 10) 

Wilens giet mem fierder [mei it ree meitsjen fan 'e iterstafelJ. rそう

している間に母は食事のしたくを続けるJ (ULI'S， A 3・10)

次の文は前置詞がfan以外の例である O

[It skriuwen yn kranten] is net wurk fan elkenien. r新開に書くのは

だれでもできること(=万人の仕事)ではないJ (ULI'S， C 15: 28) 

Plichten brocht [it wenjen op in doarp] ek mei. r村に住むことは義

務もまたもたらしたJ (ULI'S， C 11: 2) 

(c) 動詞句製構文 r定冠語it十名詞句ート第2不定語」

第2不定詞が前置詞匂自的語のかわりに，ふつうの動認の場合と同様に護

前に名詞匂自的語や前置詞匂呂的語を伴うことがある。これを「動詞句型構

文J と呼ぶことにする。

[It deryn slagjen] is ofhinklik fan it oanslaan fan harren wurk by de 

minsken. rそれが成功するかは，披らの仕事が人々の心をとらえるかに

カユカユっている J (ULI'S， C 19: 22) 

[It under 'e brus aria's sjongen] is syn wille en tier. rシャワーを浴び

ながらアリアを歌うのは彼の熱烈な快感だJ (Hoekstra 1994: 526) 

Hoekstra (1997 : 10)は次例のように r限定詰 (dat)+第2不定詞」では

動詞匂型構文と名詞句型構文がともに可能であるとしている。

Dat smokeη [jan stoψsegareη] pp is ferkeard. rあの日部〉葉巻を吸う

こと]は良くないJ (名詞匂型) (Hoekstra 1997: 10) 

。Dat[stoefe segaren]NP smoken is ferkeard. rあの[強い葉巻の喫煙]
は良くないJ (動詞匂型) (ib. 10) 

Dat sto約 smokenis ferkeard. rあの[激しい喫煙]は良くないJ (名

18 



間フリジア語の文法構造動詞 (8)

詞句型;stoef i激ししりは形容詞の限定用法) (ib. 10) 

。Datstoef smoken is ferkeard. iあの[激しく喫煙すること]は良く
ないJ) (動詞句型;stoef i激しく」は形容誌の副詞馬法) (ib. 10) 

つまり，名詞用法では動詩的性格を示す第 1不定認にたいして，第2不定

詞は強い名詞的性格を示すが i限定詰十第2不定詞」は名詞的性格と動詞的

性格をともに示すことになる O

ただし，本稿で収集した用慨には動詞匂型はあまり見られない。これは動詞的

性質の強い第 l不定詞との競合から i限定詞十第2不定詰」が動詞的性質を示

す動詞句裂を取ることは稀であるためと判断される (s95 (l)(a)注)0 

(d) 第 2不定詰と同形の中性名詞

名詞用法の第2不定詞に名語的性格が強いことは，第2不定詞と問形の中

性名詞があることからもわかる。この中性名詞の語形は第2不定詞に限られ，

第1不定詞や第3不定詞(命令形不定詞)と同形であることはない。たとえ

ば， iten i食事」という中性名詞(ititen， ド.das Essen)はitei食べるJ

の第2不定詞iten(te iten， ド.zu essen)と向形であり，第l不定詞 iteや

3不定詞(命令形不定詞)ytとは語形的に異なる O 以下，定冠詞 itをつけ

て示す。

it bestean i存在J(bestean i存在するJ)

it betinken 考えJ(betinke i考える，熟考するJ)

it fuortbestean i存続J(fuortbestean i存続するJ)

it neiiten iデザートJ(neiite iデザートとして食べるJ)

it oansjen i外観:尊敬，尊葉J(oansjen i見つめる，尊敬・尊重するJ)

it halden en dragen i態度J(jin halde en drage i接る舞う，態度を取

るJ)

対応、する動誌の第2不定詞を欠く中性名詞もある。

it omtinken 考慮J(*omtinkeは存在しない)

it moarnsiten i朝食J/it middeisiten i昼食J/it jun(s)iten i夕食」

(行noarnsite/*middeisite/ * junstiteという動詞は存在しない)

Yn 1988 fierde de Fryske Akademy [it fyftichjierrich besteanJ. i1988 
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年にフリスケ・アカデミーは創立50周年記念(ニ50年目の存続)を祝っ

たJ CDykstra 2000: 49変更)

It juortbestean fan de skoalle stiet net mear yn 'e kiif troch de nije 

bern. r学校の存続は新しく入って来る子供たちのおかげで C=新しい子
供たちによって)もはや危機的な状況にはなしり CULI'S，B 8: 15) 

It iten smal王ketmy net. r私は食事がおいしくないJ CBosma-Banning 

198F: 56) 

Op in fjoer yn 'e midden wurdt troch ien fan harren iten makke 

「中央にある火の上でその人たちの中のひとりによって食事が作られる」

CULI'S， B 2・15)

It iteηfan de earme Fr色sbestie yn dy tiid ut brij en bdle fan hjouwer 

mei wetter. r貧しいブリジア人の食事は当時，カラスムギに水を混ぜた

お粥とパンから成っていたJ CULI'S， B 3: 11変更)

Yn koarte tiid hat dat it oansjen fan us provinsje gans feroare 

「短い時間の簡にそのことは私たちの州の姿をまったく変えたJ CULI'S， 

B 9: 13) 

As neii・tenwaard der faak supenmoallenbrij brukt. rデザートにはよ

く穀物入りの脱脂粉乳の粥が用いられた CULI'S，B 3: 11f変更)

nei myn betinken r私の考えではJ

Ik bin fan betinken dat"¥「私は…という考えですJ

康史的には，上記の名詞は第2不定詞のいくつかが使用頻度や他との語形

との競合などの要因によって，語桑的に中性名詞として固定したものである。

両者の区別は意味的なものであり，動作の意味が認められるときには第2不

定詞，物事の意味では中性名詞と解釈できる O

用慨によっては両者の区別が困難な場合もある。たとえば，次の用例では

第2不定詞か中性名詞かの判定がはっきりしない。中性名詞itenr食事」は

食事の内容，つまり，料理そのものを意味するほかに，食事という行為自体

を意味することがあり， ite r食べる」という動詞の第2不定詰とも解釈でき

るからである。
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Ik drink kofje by it iten. r私は食事のときにコーヒーを飲みますJ

(ULI'S， A 3: 27) 

Nei iten giet Klaas nei de hoeke om te sjen oft heit en mem der al 

oankomme.r食事が終わると，クラースはお父さんとお母さんがもうそ

こへ着いているか確認するために納屋へ行きますJ (ULI'S， B 18: 11) 

次の用例では *junsiter夕食を食べるJという動詞は存在しないので，中性

名詞jun(s)itenr夕食」と解釈できる。 byit moarnsiten r朝食のときに」

(Bangma 19932: 127) も同様である。

Up woansdeitejun nei 't junsiteηkomt mem mei in utstel. r水曜日の

晩，夕食の後に母はある提案を持ってやって来るJ (ULI'S， A 4: 8) 

オラン夕、議とドイツ語でも不定詞と同形の中性名詔が存在する。両言語には不

定詞は I穣類しかないので，語形的には区別がない。

ブ.it iten r食事J(jte r食べるJ)

オ.het eten r河上J(eten r河上J)

ド.das Essen r開上J(essen I向上J)

フ.it moarnsiten r朝食J/itmiddeisiten r昼食J!itjunsiten r夕食J(それぞ

れ語形的に対応する動読は存在しない)

オ.なし (hetontbijt r向上J)/het middageten (de lunch) r向上J/hetavond-

eten r河b

ド. なし (dasFruhstucl王「向上J)/ das Mi ttagessen r詞ーとJ/ das Abendessen 

「開上」

( e) 前置詞の残留

前霞詞の主主(~ 61 (6))で述べたように，酉フリジア語ではオランダ語(代

名詞の daar) と違って，代名詞の dêr(~ 55)を介さずに，前置詞の残留によっ

て第2不定詞が蔀域に分離して現われることがある O これは限定認の有無と

は無関係に起こる O

① 定冠詞itを{半わない周例

Loaiterjen kin de skoarstien net J初 rikje.r怠けていては(怠けるこ

とで)煙突から煙りは出ない(ことわざ)J CBeintema 1990: 88) 

件 Fanloaiterjen kin de skoarstien net rikje. r向上J(Zantema 1984: 

582) 

21-



北大文学研究科紀要

Kloklieden hie er gjin nocht oan. r鐘突きには彼は愛着がなかった」

(ULI'S， B 12: 7) 

② 定冠詞itを伴う用例

[It utjaan fan Fryske boekenJ is noait immen miljoner fan wurden. 

「フリジア語書籍の出版で大金持ちになった人はいないJ (ULI'S， B 16: 

10変更)

③ 所有代名詞を伴う用例

S戸1jaan is nimmen fet fan wur・den.r彼の施しで金持ちになった人は

いない(ニ彼はケチだ)J (Zantema 1984: 453) 

第2不定詰以外に第1不定詰が現われることもある (Tiersma19992: 115， 

De Haan 1986， De Haan 1992， Visser 1989b)。

{Praten/ Prate} hald ik net J匂n rおしゃべりは私は好きではなしユ」

そのf也の用例。

[uer sokke underwerpenρrateJ hald ik net fan. rそんな話題について

話すのは私は好きではないJ (Popkema 1987: 52) 

(3) 知覚動詞構文 (ACI一構文)

第2不定認は「…がーするのを{見る/間く/感じる}Jという意味の知覚動

詞による「知覚動詔構文」で用いる。これは知覚動詞が第2不定詞とその主

語にあたる名詞句目的語を伴って r名詞句目的語十第2不定詰十知覚動詞」

という rACI構文J (ラ.accusativus cum infinitivo)を形成することを指

す。知覚動詞構文では英語のように現在分詞Hn討を用いることはなく，第

1不定詞を用いることもない。歴史的にこの第2不定詔が現在分詞に由来す

ることは， S 94の注で述べた。
(a) 知覚動詞の種類

① sjen r見る，見える」

Hy sjocht it skip J匂rren.r彼には船が航行するのが見えるJ (ULI'S， C 

15: 17) 

Ik sjoch de wolkens driuwen. r私は雲が漂うのを見ているJ (ULI'S， C 
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15: 18変更)

W y seagen de bus oankommen. i私たちにはパスが到着するのが見え

たJ (ULI'S， C 18: 23) 

Ik seach har swimmen. i私は彼女が泳ぐのを見たJ (Van der Veen/ 

Oldenhof 1990: 47) 

② hearre i関心聞こえる」

Ik hear de fuge!s sjongen. i私は鳥たちが歌うのが間こえるJ (ULI'S， 

C 15: 18変更)

Hy hearde jo ropρen. i彼はあなたが呼ぶのを聞いたJ (Bosma-Banning 

19812: 56変更)

Wy heard，仰 harby de trep delkommen. i私たちには彼女が階段を降り

てくる音が聞こえたJ (Boersma/Van der W oude 19802: 75変更)

③ fiele i感じる」

Wyβelden de flier tri万en.i私たちは床が振動するのを感じたJ (uLI'S， 

C 15: 17変更)

Wy fielden it hus skodzjen. i私たちは家が揺れるのを感じた」

Ik fiel de spin kr秒en.i私はクモが這っているような感じがするJ

(Sitenstra 1982: 92) 

Ik fielde de bui oankommen. i私はにわか雨になる(ニにわか雨が到着

する)のを感じたJ Ob. 75) 

Ik fielde de miggen stekken. i私は蚊に刺された(蚊が刺した)よう

な気がしたJ (uLI'S， C 15: 18変更)

(b) 注意すべき用法

知覚動認が命令形の例もある。

Sjoch dy jonge ris draven. iあの男の子が走るのをちょっと見てみなさ

いJ (Bosma-Banning 1981": 57) 

不定詞句内の要素が話題化されて前域に置かれる例もある O

Asto in hynder hast， moatst alle dagen sturtwaskje， en datj sjoch ik 

dy j noch net dwaaη 「もし馬を飼えば，毎日，尻尾の掃訴をしな
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ければならないが，それはおまえがまだするとは私には思えない(ニお

まえがする様子は自に浮かばない)J (ULI'S， A 4: ll) 

Tink om us foardielige oanbiedings. Hjoed in blomkoal foar f 2，75. 

Ferdeald! 身 '1ha 'k I net lizzen sjoen， do? '当屈のお買い得商

品をお忘れなく。本臼はカリフラワーが2.75ギルダーでございます。

何ですって。それが置いであるとは思わなかったわ，ねえ，おまえJ

(Bangma 19932: 85) 

知覚動詞が右枠に置かれて第 2 不定詞と動詞群(~ 99)をつくると，第 2

不定詞+知覚動詞」の語JI院になる。

De bern kinne dus net mear foar skoaltiid in baarch slachぉ:jensjen. 

「子供たちは，したがって，もう登校前に豚を屠殺するのを見ることはで

きないJ (ULI'S， C 10: 7) 

1k ha him netルortgeaηsjoen.'私は彼が立ち去るのが見えなかったJ
(ULI'S， B 18: 21) 

1 ha har juster noch in stikje spyljen heard. '私は彼女が昨日，もう一

曲演奏するのを聞いたJ (Boersma/Van der W oude 19802: 75変吏)

(c) 従属文を伴う場合との;意味の相違

sjen/hearreは従属文を伴うと，知覚ではなく i把握する，理解する，わ

かる」という認識の意味になることが多い。

五mmemoatte mar ris sjen hoe't it komt. i君たちはそれがどういうこ

とになるか，ひとまず見てみる(=把握する)必要があるJ(Dykstra 2000: 

602変更)

1k sjoch no wol dat ik mis wie. '私は自分が間違っていたことが今，よ

くわかりましたJ (ib. 602変更)

Doe't de bern hearden， dat se de oare deis frij hienen， wiene se alhiel 

oeremis.'子供たちはその次の日が休みだということを開くと(=聞いて

理解すると)，皆，興奮した様子だったJ (Stienstra 1982: 23) 

(d) fernimme'感じ取る，気づく J

fernimme (オ.vernemen/ド vernehmen)は知覚動詞構文を形成するこ

24 



西ブリジア認の文法構造ー動詞 (8)

とカまあるo

Hy)告rnaamharren by de trep op kommen. r彼は彼らが階段を上がっ

て来るのに気づいたJ(Hoekstra 1999: 10変更)

日ja)告rnaamien by de reinpiip op klatteげen.r彼女はだれかが南樋を

伝つてのぼって来るような気配がしたJ(Hoekstra 1997: 33変更)

ただし，これは fernimmeが第2不定詞句に先行する場合に誤られる。fer

nimme は右枠で産前の第2不定詞と隣接する位置に現われることはできな

しユ。

*Hy seit dat [er harren by de trep delkommenJルrnaam.r彼は彼らが

階段をi繰りて来るのに気づいたと言っているJ (ib. 6変更)

fernimmeは直前の第2不定詞と動詞群を形成できず，他の知覚動詞と

味的に類似しているものの，統語的には完全な知覚動詞とは言いがたい。

(4) 第2不定額十アスペクト動罷 (bliuwe/gean) 

(a) まとめ

アスペクト(itaspekt)を表わすbliuwe(継続，エ.durative)とgean(始

発，エ.inchoative)が第2不定詞を伴って，全体で一種の複合動詞を構成す

るものがある。第2不定詞の種類には制限が強心身体的な姿勢(ポーズ)

を表わすほぽ四つの動詞， steanr立っているJ/sitterすわっているJ/lizzer横

たわっているJ/hingjer掛かっている」に限られる O これを「姿勢動諒J(エ.

postural verb)と呼ぶ。 bliuweでは libjer生きるJ/rinner歩く J/stykjer行

き詰まる，滞るJ/wenjer住む」が加わる。意味的にも， sitten bliuweには

「すわったままでいる」のほかに「留年する，遅れている， (女性が)婚期を

過ぎている」という比喰的な意味が認められるように，語重量的な酉定度が高

く，生産性は低い。歴史的にこの第2不定詞が現在分詞に由来することは，

~ 94の注で述べた。

(b) 第2不定詞十bliuwerーしたままでいる，…し続ける」

bliuwe (オ.blijven/ド.bleiben rとどまるJ)は第2不定詞のもつ状態の

意味が継続することを表わす。
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① {stean/ sitten/Iizzen/hingjen}十bliuwe

stean bliuwe I立ちどまったままでいる，立ち続ける」

sitten blim町eIすわったままでいる;留年する，遅れている， (女性が)

婚期を過ぎている」

lizzen bliuwe r横たわったままでいる，残るJ

hingjen bliuwe I掛かったままでいる，長居するJ

Toer en tsjerke moatte yn it doarp stean bliuwe. I塔と教会は村に存続

する必要があるJ (ULI'S， A 20: 12) 

Wy wiene efkes stean bleaun. I私たちはしばらく立ちどまっていた」

(ULI'S， B 18: 19) 

Der bliuwt my wat yn 'e kiel sitten. I私はのどに何かがつかえている」

(Zantema 1984: 599) 

Myn hier wol net sitten bliuwe. I私の髪はなかなか落ち着こうとしな

いJ (ib. 599) 

Dat spul bliuwt sitteηIその{牛はけりがつかないJ (ib. 871) 

Sa't de beam falt， bliuwt er lizzen. I木は倒れたままで横たわる(=人

間の運命は死とともにもはや呼び戻すことができない。ことわざ)J

(Beintema 1990: 14) 

Boppe it festelan fan Europa bliuwt wol hege druk lizzen yn it 

wykein. Iヨーロツパ大陸のと空には週末，高気圧がとどまるでしょう」

(Bangma 19932: 113) 

Der is in soad wurk lizzen bleaun. I仕事がたくさん残ってしまったJ

(Dykstra 2000: 376) 

② f也の第2不定詞十bliuwe

libjen bliuwe I生き続けるJ

rinnen bliuwe I歩き続ける」

stykjen bliuwe I止まったままでいるJ

wenjen bliuwe I住み続けるJ

Hy hope dat er noch in skoftsje libjen bliuwe mocht. I彼はもうしばら
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く生きていることを許されるようにと願ったJ CULI'S， B 20・10)

It skip bliuwt stykj，仰 r船が進まない(ニ止まっている)J CULI'S， C 15: 

17) 

Ik biηyn it ferkear stykj仰 bleaun.r私は交通渋滞に巻き込まれたJ

CDykstra 2000: 669変更)

Wy bliuwe hjir wenjen. r私たちはここに住み続けますJ CULI'S， C 15: 

17) 

Wy binne acht jier yn Frjentsjer wenjen bleaun. r私たちは8年フリエ

ンチェノレ(オ.Franeker rアラーネケルJ)に住み続けたJ CULI'S， B 11: 

22) 

(c) {stean/ sitten/lizzen/hingjen} + gean 

gean Cオ.gaan/ド.gehen/エ.go r行く J)は第2不定詞のもつ状態の意

味に至る動作および変牝を示す。

stean gean r立ち上がるJ

sitten gean rすわる，腰を下ろすJ

lizzen gean r横になる， (嵐が)おさまる」

hingjen gean rぶら下がるJ

Ik bin hjir mar stean gien， dan kin ik de skutsjes moai sjen. r私はこ

こでちょっと立ち上がってみたので，それでヨットがよく見えます」

(ULI'S， B 11: 22変更)

Sille wy sitten gean? rすわりましょうかJ CBosma-Banning 1981": 56) 

Heit giet yn in stoel sitten， skuort de sluf iepen en begjint te lezen. r父

はいすにすわり，封筒を破って読み始めるJ CULI'S， A 3: 10) 

Wy gean(e) op 'e stoel sitten. r私たちはいずにすわりますJ CULI'S， B 

15: 22) 

Wy biηne krekt foar de televyzje sitten gongen. r私たちはちょうどテ

レビの揺に腰を下ろしたJ CULI'S， B 11: 23変更)

De hun gyng lizzen. r犬は寝そべったJ (Bosma-Banning 1981": 56変

更)

-27-



北大文学研究科紀要

As er oerein giet， draait alles foar him. Hy giet mar gau wer lizzen. 

「起き上がると，彼は目の前がくらくらする(ニすべてが自分の前で回っ

ている)。彼はすぐにまた床についてしまう J (ULI'S， A 11: 6) 

De wyn gie lizzen. I風がおさまったJ(Zantema 1984: 1190変更)

De jonge giet hieltyd oan de knop fan de doar hingjen. I男の子はいつ

もドアの取っ手にぶら下がろうとするJ (uLI'S， B 15: 21) 

西フリジア語ではオランダ認と違ってパ第2)不定詞に上記以外の動詞は用い

ない。

オ.Het gaat regenen. '(もうすぐ)雨が降るだろうI(もうすぐ)雨が降りだ

すJ(Van der W oude 1971: 138) 

フ.*It giet reinen. '向上」

西フリジア語では「第l不定詞十話法の助動語silIe/wol1eJI'begjinne (オ.I 

ド.beginnenlエ.begin)ート第2不定詞」などで表現する。

ブ. It {wol I sil} reine. '陪上J

It begjint te r巴inen.'同上J(Van der W oude 1971: 138正書法変更)

It giet op in reinen. '向上J(Tamminga 1973: 54) 

次剖も間様。

オ.Ik ga eens巴巴nlekk巴rkopje koffie zetten. '私はちょっとおいしいコー

ヒーでも入れようと思います」

フ. *Ik gean ris in lekker bakje kofje setteηr河上 i

Ik sil ris in lekker bakje kofj巴sette.

Ik set ris in lekker bakje kofje. r[湾上J(Van der Veen/Oldenhof 1990: 

80; ULI'S， B 15: 13， 19， 22) 

オ.Ik ga dat boek eens lezen. r私はその本をちょっと読んでみようと思いま

すJ(Van der W oude 1971: 138) 

ブ. Ik {sitlwoZ} dat boek ris leze. '向上J(jb. 138) 

西ブリジア語では 'te-第2不定詞十geanJが「…しに行く」の意味になる (9

97 (7)(a)注)。

オ.Hij gaat trouwen. r彼はもうすぐ結婚する」

ブ.Hy {* giet trouwen/sil trouwe}. ，向上」

Hy giet te trouwen. '彼は結婚属けを出しに行くJ(Tamminga 1973: 54 

変更)

オ.Ik ga vissen. r私は釣りに行きますJ(Van der W oude 1971: 138) 

フ.Ik gean te fiskjen. r向上J(jb. 138) 

この意味にはgean'行く」を欠く rte-第2不定詞+話法の助動詞」が対応す
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ることもある (s97 (7))。

オ Gajεvandaagniet加arten?r君は今日， トランプをやりに行かなし功、J

Gb. 139) 

フ.Silst hjoed net te damjen? r向上J Gb. 138正護法変更)

オランダ語のblijvenと違って，間フリジア諮のbliuweは姿勢動詞など一部

の動詞以外に，第2不定詞をともに用いることはできない。

オ.Het blI)!t regenen. r雨が降り続けている J Gb. 1971: 141) 
ブ. *It bliuwt reinen. r向上J

bliuweにr{oant 't (または it)十第2不定詰/t巴十第2不定詞}Jを加えて表現

することもできる ((8)(e))。

ブ. *Ik bliuw noch in oerke timmerjen. r私はまだ1時聞は大工仕事をやり

続けるつもりだJ (Van dぽ Veen/Oldenhof1990: 81) 

Ik bliuw noch in oerke oan it timmeηIen. I向上J Gb. 81) 

Ik bliuw noch in oerke te timmeηen. r向上J (jb. 81) 

(d) 第 2不定詞を伴うその{也の動詞

アスペクト動詞のほかに，慣用匂の「第2不定詞十動詰」の例を挙げる。

bliken dwaan rわかる，明らかになるJ (blike r明らかに…であるJ)

immen kennen leare r…と知り合いになる J. inoar kennen leare 

いに知り合いになる」

Dat hja ryk wie docht wol bliken， want hja hie san pleatsen yn 

eigendom.r彼女が金持ちだ、ったということはよくわかる。七つ農場を所

有していたからだJ (ULI'S， B 17: 16変更)

Doe't Piter grutter waard die it bliken dat er oars wie as oare bern. 

「ピテルは大きくなったとき，ほかの子供たちとは違うということがわ

かったJ (Bosma-Banning 198F: 39) 

(5) 第2不定調+komme

(a) 第 2不定詞十kommer…しながら来る」

~ 86 (4)で述べたように，運動の様態を表わすこの構文では，第2不定詰で

現われる運動動認は分離成分としての不変化詞を伴う分離動誌であることが

多い。分離成分は oan(オ.aan/ド.an/エ.on)が多い。以下に用例を追加

する。

29 



北大文学研究科紀望書

Der kaam in fleanmasine oanfleanen. r飛行機が飛んで、来たJ (oanl-

fleane r飛んで来るJ. 分離成分の境界をつJで示す。以下同様) (WFT 

3/1986: 391) 

Dy komt mei in boekebus oaηriden. rその人は移動図書館ともに車で

やって来るJ (oan I ride r車・自転車などで乗りつける J) (ULI'S， C 16: 

26) 

Hy kaam der oanstowen. r彼は突進して来たJ (oan I stowe r突進して

来るJ) (Van der Veen/01denhof 1990: 47) 

Der初αm in sturtsee oanroljen. r大波が押し寄せて来たJ (aan I rd1je 

r(波が)うねり寄せるJ) (Ang1ade 1966: 63正書法変更)

2不定詞が分離成分。加を伴う分離動語以外の例もある O

Der ka仰 1in tongerbui 0ρsetten. r雷雨が襲来してきたJ (op I sette r現

われる，立ちのぽるJ)Cib. 7) 

Der kaam net ien opdaagj，仰 rだれも姿を現わさなかったJ (op I daagje 

「現われる，姿を見せるJ)Cib. 7) 

Hja初amta de doar ut stoarteljen. r彼女はドアの外によろめきながら

出てきたJ (stoarte1je rよろめく J) CHoekstra 1997: 7変更)

(b) [前寵詔十第2不定詞]十アスペクト動語

この表現は前置語句に第2不定詰が含まれる点が特徴的である。ほとんど

が回定した慣用句であり，継続または始発のアスペクトを表わす。ドイツ語

の機能動詞(ド.Funktionsverb)と類似点がある。以下にいくつか用例を示

す。

nei reinen stean r雨模撲だ」

oan s1iepen ta komme r寝るようになるJ

jin nei wenjen sette r移住する，転居する」

jin nei s1iepen jaan r就寝する，床に入る」

De 10ft stiet nei reiη仰 r隔が降りそうな空模様だ(二二空は雨が降りそ

うな状態にある)J (Zantema 1984: 645) 

Yn 'e rin fan 'e jierren ha in protte minskenルzryn 'e sted nei wenjen 
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set. '何年もの簡にたくさんの人々が都市に移住した(ェ都市に住むよう

に移動したわ(ULI'S，C 11: 2) 

「前置詞十第2不定詞」の部分が，(前寵詞句を支配する後置詞による)後

置詞句十第2不定詞」の例もある。

Yn 'e ungetiid komme boeren en arbeiders amper [[oan sliゆenJtaJ. 

「干し草作りの時期には，農夫と出稼ぎ労働者はほとんど寝る暇がない」

(Zantema 1984: 1115) 

「前置詞匂ート(setten)十kommeJは特定の前置詞匂を用いて固定した慣用

句である O 第2不定詰setten(←sette'置く，揺えるJにはそれほど明確な

意味がなく，なくてもかまわない (Visser1985: 358)。

{der oan (ta)/der op (ta)} (setten) komme '…に来る・出かけるJ

earne wei (setten) komme '…から来るJ

Protten minsken， eins te folle， komme der op ta setten. '多くの人々，

じつはあまりに多くが，そこへやって来るJ (ULI'S， C 9: 12) 

(6) 名詞句十{stean/sitten/lizzen/hin忌jen/rinnen}十{hawwe/fine}

hawwe'持っているJ/fine'見つける」は知覚動諒構文と陪様に「名詞句ート

第2不定詞」を伴うが，第2不定詞の種類は以上の五つに限られ，名語匂目

的語の姿勢(ポーズ)にかんする状態を表わし，…を{掛かったままで/横

たわったままで/撞いた・据えたままで/立ったままで/歩いたままで}(ある

のを){持っている/見つけるわの意味になる o hawweを用いた場合は，…

を{掛けてある/横にしてある/置いてある・据えである/立てである/歩かせ

である・走らせであるじの意味でも解釈できる O 歴史的にこの第2不定詞が

現在分詞に由来することは， ~ 94の注で述べた。

(a) hawwe'持っているJを用いた用例

Nee， dat giet hielendal mis， want hy hat de stok te fier stean en hy giet 

skean en ja， rekket yn it wetter. 'いや，これはまったく失敗です。と

いうのは，彼は棒をあまりに遠くに立てすぎている(=立ったままで持っ

ている)からで，彼は斜めに傾いて，そして，ああ，水の中に落ちてし
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まいますJ (Bangma 19932: 144変更)

Tink mar dat ien dy't de radio net oan stean hie， ek graach witte wol， 

wat der sein is. [""ラジオをつけたままにしないで、，何が言われたかを知

りたがる人がいることを考えてくださいJ (UL!'S， C 7: 21) 

Ik ha in boat by de mar lizzen. [""私はボートを湖のところに醤いである

(ニ横たわった状態で、持っている)J (Van der Veen/Oldenhof 1990: 47 

変更)

Hy hat trz;e skiep yn 't lan rinnen. [""彼は学を 3頭，牧場に放牧してい

る(歩いたままで所有している)J (Tiersma 19992: 115変更)

(b) fine [""見つける」を用いた用例

Hjaj後nhim op 'e flie sitten. [""彼女は披が床にすわっているのを見つけ

たJ (Hoekstra 1997: 7変更)

Wy j匁nenhar by de balke hingjen. [""私たちは彼女が梁(はり)で首を

吊っているのを見つけたJ (ib. 7変更)

2 不定認のかわりに te~第 2 不定詞を用いることもある。この構文は北東部

の方言に特徴的である(Hoekema1963/64， Tiersma 19992: 115)。

Fan al har 0日rbeppesizzershat s巴inloto op it kammenet te stean. [""孫、全員

の写真を彼女は飾り械の上に立ててある J (ULI'S， B 11: 6) 

かつて西フリジア語では，第2不定詞(動名諮問<巴ne)のかわりに現在分詞

( ~end < ~ende) を用いていた(以下，用例を含めて Hoekema 1963: 64正書法

変更)。

Wy hawwe d色r1在nlizzen (<第2不定詞/動名詞lizzene).'私たちはそこに

土地を持っている(ェ横たわったままで所有している)J

<Wy hawwe der lan lizzend (<現在分詞lizzende).'詞上」

このほかに，他動詞の場合には 'te(<to)十第2不定詰/動名詞」を用いる構

文があった。

W y hawwe dat lan te bruken (< to bruk巴ne).'私たちはその土地を利用す

べく所有している(利用できる，利用するのが適当である，利用する必要があ

る)J

その後，後者の構文からの類推として前者の構文でte(<to)を用いるように

なり[""名詞句十te{st四 n/lizzen}十haww巴」構文が発達し，フリースラント

州北東部で定着したと考えられる O

なお，デンマーク語などの北ゲルマン諾では現夜分詞を用いる構文が残ってい
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る。

デ.Vi har fem stole staende hj巴mme.'私たちは家にいすを5腕，持って

いるJ

方言的な表現でIkbin geande. '私は歩いている J (現在分詞geande'歩いて

いるJ)のかわりに，フリースラント州北東部では Ikbin te gean. '向上」と

言うが，これも上記の説明に準じて考えられる。

なお，商ブリジア諸では 'mei十名詞句…{hingjen/lizzenl si ttenl stean} Jで付
帯状況「…をーしたままで、持っているJという意味を表わすが，この第2不定

詞hingjen/lizzenlsittenl steanが現在分語に由来することは明らかである(第

2不定詞は省略することもある o Hoekstra 1997: 8) 0 

Mei in honkbalkneppel under it bed lizzen， fielt er him feiliger. '野球
のパットをベッドの下に横にして置いておくと，彼はより安心な気がする」

(日o巴kstra1997・8)

(7) it {is/liket} +形容詞+第2不定詞

'it {is/lil王et}十第2不定詰」構文はふつう様態の意味の形容詞を伴って，

「ーする場合にーである」という意味で非人称構文で用いる。構文の中心は

{is/liket}ート形容詞「ーであるJにあり，第2不定詞「ーする場合に」はその

添加成分(エ.adjunct)として副詞的にはたらいている O 以下の用例は「休

む場合に心地よいJ r住む場合に心地よい・心地が悪しりという意味であり，

前置詞匂byit{r色sten/wenjen}r休むときに/住む場合にJ，または副詔節at

jo {reste/wenje} r河左」でほぼ同じ意味に誼き換えられる。

N ei dien wurk is 't nofli・kresten. r仕事を終えた後は心地よく休める

(ことわざ)J (Beintema 1990:27， Dykstra 2000: 1153) 

In protte minsken meie hjir net wenje. N 0， it is hjir goed wenjen fine 

wy. rここには住みたくないという人は多い。でもまあ，ここは住み心地

がいいと私たちは思うよ J (Bangma 19932: 80) 

It liket my krap wenjen op sa'n boatsje. r私はそんなボートは住み心地

が悪いような気がする J (Bangma 19932: 80) 
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(8) oan 't+第2不定詞+weze(前置調匂進行形)

(a) 前誼詞句進行形とアスペクト

人や物事が特定の時間だけ持続する出来事の最中に存在することを示す表

現形式を進行形と呼ぶ。西フリジア語の動詞には英語の‘be十一ing'による進

行形と違って，進行中の動作か否かという(文法的)アスペクトにかんする明

確な意味的対立がない。たとえば，英語の writeには「書く」という意味しか

なく r書いている」という意味はbewritingで表わす必要がある。つまり，

英語の writeにはアスペクトにかんする示差的特徴が認められる O ところが，

西フリジア諾のskriuweには「書く」と「書いているJというアスペクトの

対立がない。これはオランダ語やドイツ語でも同様である O したがって，次

の現在形・過去形による文は現在・過去の時点に進行中の動作とも，一般的

な習慣・習性または動作を全体的にとらえた意味のどちらにも解釈できる。

Hy skriuwt in brief. r彼は手紙を(書いているところだ/書く習慣があ

る・書くわ

Hy skreau in brief. r彼は手紙を ているところだ、つ く習墳が

あった・書いた}J

r oan 't十第2不定詞十wezeJ(oanit>oan't [Jdnt]) 構文(~ 60 (2)(s)③) 

を使えば r…しているところだ」のように進仔中の動作であることが意味

的に明確になる。第2不定詰が他動語の場合，寵接昌的語名詞句は ro泊三十

第2不定詰」の左側(前)に現われ，全体で「名詩句…oanい一第2不定詞十

wezむという構文になる。 oan'tはoanitとつづることもあるが，発音は

[odnt]である。

狂yZ:ヲinbrief oan 't skriuwen. r彼は手紙 3ているところだ」

Hy wie in brief oan 't skriuwωr彼は手紙を書いているところだった」

ただし，進行中の動作であることを示す必要が高い文脈では，この構文が

ほとんど義務的になる場合がある。たとえば，次の文で、はたんに過去形を使

うだけでは不自然である O

Doe't se deryn kaam， {wie er oan 't skriuwenrskreau er}. r彼女が

入ってきたとき，彼は書いているところだ、ったJ(Ebert/Hoekstra 1996: 
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82変更)

語形的には oan'tは「前置詞oan(オ.aan/ド.an/エ.on)十定冠詰itJ

であり， r oan't十第2不定詰」は前置詩句に相当するので， r oan't十第2不

定詞十w色zeJは前置詞句構文と言える。この構文による進行形の表現を「前

置詞匂進行形J(エ.prepositional progressive) と呼ぶことにする。

なお，進行形の表現にはこれ以外に，ゲルマン語一般で「姿勢動詞構文J

による「姿勢動詞進行形」がある。西フリジア語では r{stean/ sitte/lizze/ 

hingje/rinne} 十 te-第 2 不定詞」がこれにあたる(~ 97 (4)) 0 

(b) 不定詰標識の oan't 

この構文の第2不定詞は (2)の「限定詞ート第2不定詞」と違って，名詞化(de

nominalisaasje/エ.nominalization)されていなし〉。それは第2不定詞が動

詞の結合価(ド.Valenz)を受け継いでト，名詞句目的語を伴うことからわか

る。

Hy {is / wie} in brief oan 't skriuwen. r彼は手紙を書いているところ

{だ/だ、ったじ

* H y {is / wie} oan 't skriuwen faη in brief. r問上」

2不定詞skriuwenは定冠詞it(>引を伴っているが，名詞句の護接自的

in brief r手紙」を支配しており， in brief skriuwe r手紙を書くJという

動詞匂の構造が保たれている。つまり， in brief r手紙」は oan'tの左側に置

かれているが，第2不定詞skriuwenr書く」と動詩句を形成している O これ

はinbrief te sl王riuwenr手紙を書く」という te-第2不定詞匂と同様であり，

oan 'tはteに相当すると言える。

つまり， oan'tは通常の前置謂と定冠詞の結びつきとは性格を異にする O

te-第2不定詔のte(オ.te/ド.zu/エ.to)が前景詞から「不定詰標識J(エ.

infinitival marker)に発達したのと同様に， oan (オ.aan/ド.an/エ.on) 

はもはや前置詞ではなく， teと問様に oan'tという不定詰標識としてはたら

いていると考えられる(Ebert/狂oekstra1996: 89) 0 

ただし，不定詞諜識oan'tは不定詔標識teと違って，分離動詞では分離成

分の小辞と動詞の聞に teが割り込むが (opte iten) ， oan'tは割り込まない
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(*op oan 't iten)。この点でoan'tは前震語としての性格を残しており，完

全に不定詞標識になっているとは言いがたい。

日yis in hjerring {oan 't 0ρiten/*op oan 't itenト「彼はニシンを-[Zr;:，

たいらげているところだJ (分離動詞opI itei食べ尽くす，たいらげる J)

(Ebert/Hoekstra 1996: 84変更)

。Hybesiket in hjerring {*te 0ρiten/op te iten}. i彼はニシンを一匹，
たいらげようとしている」

(c) i前罷語一ト定冠語」としての oan't 

次の用例では名語匂がoan'tの左側に置かれておらず i名語十第2不定

詔」でl語として続け書きされ，名詞抱合 (s83， 84)が起こっている。この
第2不定詞は名詞用法で， oan 'tは「前置詞十定冠語」であると言える O

Hy is oan 't bri，りもkriuweηi彼は手紙を書いているところだJ (brief-

skriuwe←brief i手紙」十skriuwei書く J)

これが名詞抱合による表現であることは， brief i手紙」に限定誌や形容認

などの修飾語をつけたり，代名詞で置き換えることができないことから明ら

かである。

*Hy is oan 't {in brief / lange brieven} skriuwen. i彼は{手紙(j単数

形)/長い手紙(複数形)}を書いているところだ」

*Hy is oan 't {{him/it}/se} skriuwen. i彼は{それ/それら}を書いて

いるところだJ ({ de/it} brief i手紙J)

名詞匂目的語の部分を ioan 't十第2不定詞J全体の左側(前)に出せば，

oan 'tは不定詞襟識としてはたらき，動詩句表現になるので需題がない。

Hy is {in brief / lange brieven} oan 't skriuwen. i彼は{手紙(単数

形)/長い手紙(複数形)}を書いているところだ」

Hy is {{ him/ it}j se} oan 't s!，riuwen. i彼はそれ(単数形/複数形)を
ているところf三」

ただし，語桑的に罰定した抱合動詞の語形はbrieveskriuweであり，おも

に「文通する」という習慣・反復を伴う特定化した意味を表わす。

次例が名認抱合によることは， han-がhan と語形的に異なることか
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ら明らかである。

De bern binne 0αn it hanwaskjen. r子供たちは手を洗っているJ(名諮

抱合han(<han r手J)十waskjer洗うJ)WLI'S， A 3: 10) 

西フリジア語の oan'tは歴史的に「前置詞+定冠詞」に由来する。今日で

もなお名詞用法の第2不定詞を伴い，名詞抱合によって他動詞の目的語を取

り込みながら前置詞匂を形成するのはそのなごりと言える。これはまた，

wurkje r働く」という動詞を用いた oan't wurkjen wezeのほかに， it wurk 

という中性名詞を用いた oanit wurk wezeもともに「仕事をしてい

るところだ」という意味になることからも理解できる。

Aul王eis yn de tun oan it wurk. rアウケは躍で仕事をしている」

Hy is oan it wurk mei in boek. r彼は本を書いているJ(Dykstra 2000: 

828) 

以上で述べたように， oan 'tは不定詞標識としての性格を持つまでに発達

し，第2不定詞が名詞句目的語を伴って動詩句型構文を形成することがある。

この意味で西フリジア語の前置語句進行形は進行形への発達途上にあり，

r oan 't十第2不定詰十wezeJ構文にはあいまいさが認められると考えられ

るO たとえば，第2不定詞が単独の自動詞の場合には，目的語を欠くために

動詞勾を形成しているかが不明確で、あり， oan 'tが不定詔標識か前壁詞かあ

いまいである。

W y wiene krekt oan 't iten， doe't er thuskaam. r彼が帰宅したときに，

私たちはちょうど食事をしている最中だ、ったJ(Van der W oude 1971: 

140正書法変更)

Ik bin oan itρraten. r私は話をしているところですJ(Van der Veen/ 

Oldenhof 1990: 47) 

Y n it petearke wie de mem oan it striken. r会話をしながら母は編み物

をしていた」

起すiJ.liフリジア諾では第2不定詰を伴う oan'tだけでなく， teも不定詰標識か前

霞謂かであいまいである (s97)。名詞抱合の有無も同様にこれと関係してい

るO 河じく進行形の表現である r{stean/ sitte/lizze/hingje/rinne}十第2不定
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詞」構文(~ 97 (4))でも同様である。

(d) 意味的制限と他の用例

r oan't十第2不定詔」構文は英語の進行形 (be十 ing) と同様に，開始・

終結を前提としない状態・性質の表現には使えない。

Kenne jim inoar? rあなたがたは知り合いですかJ (Visser 1985: 330) 

特半島:nnejim inoar 0仰 'tkennen? r向上J

Sy liket hiel bot op har mem. r彼女は母親にとてもよく似ている」

(Dykstra 2000: 370) 

。本Syis hiel bot op har mem oan 't lykfωr向上J
Ik weach 65 kilo. r私は体重が 65キロありますJ (ib. 797変更)

特 *Ikbin 65 kilo oan 't weagen. r問上J

時間を示す副詞成分を伴って動作の継続を表わす場合にも，この構文は使

えない。

*It ber・nwie twa oeren lang oan 't boα的j仰 r子供は 2時間の間，

ずっとひとりで遊んで、いたJ (Ebert/Hoekstra 1996: 90変更)

主語が動作主でない場合にもこの構文は使えない。つまり，意図的で制御

可能な動作である必要がある O

*It jonkje is oan 't slir;ρen. r男の子は眠っているJ (Ebert/Hoekstra 

1996: 82) 

ホItfamke is oan 't { laitsjen/ gulenト「女の子は{笑っている/泣いてい

る}J

*Dy studint おhimoan 't feJφlen. rその学生は退屈しているJ

*De flagge is op 'e toer oan 't waaieηr塔の上で旗がたなびいている」

*It wetter is oan 't sieden. rお湯が沸いているJ (Ebert/Hoekstra 1996: 

82) 

*It is oan 't rein仰 r雨が持っているJ Gb. 82) 

官 r{stean/ sitte/lizze/hingje/ rinn巴}十te-第2不定詞」構文は動作の継続や主語

が動作::t以外の表現にも用いることができる(~ 97 (4)参照)。ただし，姿勢の意

味と矛盾しないことが条件になる。
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( e) その他の進行形の表現

前置語匂構文による類似した進行形の表現としては， dwaande r従事して

いる，多忙な (mei'"に・で)J(392(3)(f)②)がある O

Wypke wie krekt dωaande Sytske har fuotsjes der yn te waskjen 

「ヴィプケはちょうどシツケの足をその中に入れて洗っていたJ (ULI'S， 

B 2: 13変更)

De bern binne dwaande mei hanwaskjen. r子供たちは予を洗ってい

る」

Ik bin dwaande mei wat wurk. r私はちょっと仕事をしている」

(Tamminga 1963: 178正書法変更)

オラン夕、言きではbezigzijn i従事している (met...に)，多忙な (met・-で)Jが

これに対応する。

オ.De kinderen zijn bezig hun handen te wass巴n i向上J(ULI'S， A 3: 29) 
1k ben bezig met wat werk. i陪上J(Tamminga 1963: 178) 

i oan 't十第2不定詰十w色zeJ構文でwezeのかわりに bliuwei…し続ける，

とどまる」を使うと i…しているところだ」という意味の進行形ではなく i…

し続ける」という意味の縦続アスペクトの表現になる。

Wy bliuwe noch in oerke oan it timmerjen. r私たちはまだ 1時間は大

工仕事をやり続けますJ(Van der Veen/Oldenhof 1990: 81変更)

これは te第 2不定詞で置き換えても表現できる (397(3)) 0 (4)で述べたよう

に， rbliuwe十第2不定詞」は語業的に国定しており， teが必要である。

Wy bliuwe noch in oerke {te/切}timmeげ'en.r向上J(ib. 81変更)

オランダ諮では iaan het十不定調十zijnJ構文が間フリジア語の roan 't十第

2不定詞十w色zeJ構文に対応する。不定詞標識としての aanhetと動詩句表

現 i前置詩句+定冠詞」としての aanhetと名詔抱合という対応も荷ブリジア

語と同様である O

オ.Hij schriJft {een brief/lange brieven}. i彼は{手紙(単数形)/長い手紙

(複数形)}を書く・奮いているところだ」

日ijschreef {een brief/lange brieven}. i彼は{手紙(単数形)/長い手紙
(複数形)}を書いた・書いているところだった」

Hij is {een brief/lange brieven} aan het schηiven. i彼は{手紙(単数

形)/長い手紙(複数形)}を書いているところだ」
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日ijwas {een brief/lang巴brievεn}aan het sclzrijven. '彼は{手紙(単数

形)/長い手紙(複数形)}を書いているところだ、った」

オランダ諾でも進行中の動作は直接目的語を動詞の直前に霞くことによって

表現できる。

オ.Hij is aan het brieven schrijven. '彼は手紙を書いているところだ」

(ANS 1997: 1361) 

この用例では briev巴n'手紙Jは複数形であり，正書法でも brievenとschrijven

「書く」は分かち書きする O しかし， briefは限定詞をつけたり，代名誌で置き

換えることはできない。

オ.呼lijis aan het {een brief / lange brieven} schrz;ven. '彼は{手紙(単数

形)/長い手紙(複数形)}を書いているところだ」

ネHijis aan het {lzem/ ze} schrijven. '彼はそれを(単数形/複数形)書い

ているところだJ (de brief '手紙J)

目的語の部分を 'aanhet十第2不定詰」全体の左側(前)に出せば動詞句表現

になるので問題がないことは，西フリジア語と共通している。

オ.Hij is {een brief / lange brieven} aan het schrijven. r彼は{手紙(単数

形)/長い手紙(複数形)}を警いているところだJ

日ijis {hem/ ze} aan het schrz;vωr彼はそれを書いているところだ」

このことから上記の構文は名詞抱合としての性格を備えていると言える。名詞

が複数形になるのは， boekenkast r書棚J (boek r本」十kastr戸棚，ケースJ)

のように複数形形態素は複合語の成分に用いることがあるのと詞様に，名詞抱

合においても抱合名詞を形成する形態的役割を担っているためとも考えられ

る。次慨も同様である。

オ. Hij is de aardappels aan het schillen. r彼はジャガイモの皮をむいている

ところだJ (Ebert/Hoekstra 1996: 86変吏)

日ijis aan het aardappelschiU仰 r同上J (ib. 86変更)

ただし，オランダ語では西ブリジア語と違って名詞抱合の使用範割に制限が強

く，この種の不定詞の名詞用法で名詞抱合が観察されるにすぎない。

r aan het十不定謂」構文の不定詞が名詞イじされておらず，動詞の結合価を受け

継ぐ点も西フリジア語と同様である。

オ. *Hij was aan het schrijven van een brief. r彼は手紙を書いているところ

だった」

分離動詞では分離成分の不変化諮と動詔の聞に t巴は割り込むが， aan hetは談

り込まないことも西フリジア諾と同様ある。

オ.Hij is een haring {aan het opeten/句ρaanhet eten}. r彼はニシンをー

匹，たいらげているところだJ (分離動詞oplet日nr食べ尽くす，たいらげ

るJ)
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特区ijprobeert (om) een haringいteopeten/ゆ teeten}. ，彼はニシンを一匹，
たいらげようとしている」

ゲルマン語には文法化の差が認めらるものの，ほとんどの言語に向種の「前置

詞匂進行形」が認められる。英語の be十一ingも歴史的には前置詩句進行形に由

来する(古英語beon十on十 ing)。英語と並んで文法化の度合いが高いアイス

ランド認の 'veraad (ヱ.at)十不定詰J も前置詞勾進行形のひとつである。

蔀置詞にはこのほかに北フリジア諮ブエリング方言 (F日ring)のuun(ブ.yn/ 

オ. ド.エ.in)，モーリング方言 (Mooring)および部分的にブエリング方言

のbai，ドイツ語の bei(酋ブ.by/オ.bij/エ.by)，および意味的にこのbai/

beiに相当するデンマーク語の ved(エ.with)などがある (Eb巴rt1989， Ebert/ 

Hoekstra 1996)。文法化の度合いは，

① 進行形と非進行形でのアスペクトの対立の有無

② 主語が動作主で意額約・制御可能な動詞に限られるか否か

③名詞句目的語の可否

也前置詞から不定認襟識への発達の有無

などから判断される O凶フリジア諾の前讃詞匂進行形構文は①②は満たさない

が，③④はほぼ満たすという意味で進行形としての文法化がある程度，進んで、

いると言える。ドイツ誌では '(gerade)dabei sein...zu-不定詞」と 'am十不

定詞十sell1Jがそれに相当するが，部フリジア諾の構文に近い後者は①②を満

たさず，③④も十分に満たすとは言いがたい。ただし，次の用銅のように，目

的語が代名詞である場合には③が比較的可能である。この点でこの構文にも進

行形構文としての芽生えが認められる。

ド.Das sind wir noch am Diskutieren. 'それを私たちはまだ議論していると

ころですJ (Ebert/Hoekstra 1996: 98) 

つ?Wirsind das Problem noch am Diskutieren. '私たちはその問題をま

だ議論しているところで、すJ Ob. 98) 
なお， '(gerade) dabei sein...zu不定詞」では名詞句目的語を伴う他動詞であ

ることが必要である。

ド. *Sie ist dabei zu lesen. '彼女は読んでいるところだJ (Ebert/Hoekstra 

1996: 97) 

Sie ist dabei ein Buch zu lesen. '彼女は本を読んで、いるところだJ
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S 97 te一第2不定調 (dete-ynfinityf) 

(1) te-第2不定詞の分類

第2不定誌に te(オ.te/ド.zu/エ.to)がついた te一第2不定詞は，第2

不定詞とは用法が大きく異なる o Hoekstra (1997 : 22. 84 ff.)は te-第2不

定詞を外置 (deekstraposysje/エ.extraposition)と名詔抱合(denomenyn-

korporaasje/こに.noun incorporation)の有無という基準で4種類に分類し

ている(③④は DeHaan (1987 : 65 ff.)では区別されていなかったものであ

る)。

外置名詩抱合

① te第2不定詞の動詞用法 手ゴ 無

② te一第2不定詞の形容詞用法 無 無

③ te第2不定詞の前置詞句用法 無

④ te一第2不定詞の文用法[ニ爵詞用法，筆者注] 有

① te第2不定詞の動詞用法 (de ferbale te-ynfinityf，エ.verbal te-

infinitive) 

Hy seit dat se Frysk besiket [te t1叫enJ.r彼は彼女がフリジア語を話

そうとしていると言っているj (besykje rーすることを試みる，…しよ

うとするj.prate r話すj) ((2)の用例)

② te--第2不定詞の形容認用法(deadjektivyske te-ynfinityf/こに.adjectival 

te-infinitive) 

Hy seit dat se swier [te risseη] is. r彼は披女はその気にさせにくいと

っている j (ri田enr持ち上げる，その気にさせる j) ((5)の用例)

③ te第2不定詞の前量詞匂用法 (de preposysjonele te-ynfinityf/エ.

prepositional te-infinitive) 

Hy seit dat se [te toarnbeiりがenJgiet. r彼は彼女がキイチゴを構みに

行くと言っている j (toarnbeisykje rキイチゴ摘みをするj<toarnbei 

「キイチゴ」十sykjer探すj.gean r行く j)((7)の用例)
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④ te~第 2 不定認の文用法 (de sentinsjele te~ynfinityf/こに. sentential te 

infinitive) [=副語用法，筆者注]

Hy seit dat er us helpt [te toarnbeisykjenJ. r設は彼女が私たちにキイ

チゴ摘みの手伝いをしてくれると言っている J(helper助ける J) ((2)の用

例 以上①~④， ib. 14) 

④の rte~第 2 不定詰の文用法」はオランダ語やドイツ語には存在せず，西

フリジアの特徴と言えるが，認定に問題がまったくないわけではない。また，

「文(ニCP)Jという概念もつかみにくい。「文Jよりも「副詞成分Jとして理

解するほうが容易なので，以下では rte第2不定詞の副詞用法J (de adfer-

biale te~ynfinityf/エ. adverbial te~infinitve) と言い換えて r文培法(副

詞用法)Jという名称で用いることにする(詳細は(7)(e)参照)。この4分類は

判断が困難な場合もあるが，画期的な分類であり，オラン夕、語やドイツ語と

の共通点や相違点もとらえやすい。以下の説明でも必要に応じて言及する。

ただし，以下の(2)ヘイ7)はこの 4分類のどれかと一対ーに対応するとはかぎら

ないので， を要する ((2)(h)，(3)(b)( c)， (4)(b)~(巴)， (7)(d)(e))。

(2) te-第2不定詞勾を伴う他動詞(制調動詞)

(a) 補文としてのte第2不定詞匂

te第2不定詞は名詞匂目的語や蔀置語句などの謡詔成分を伴って第 2不

定詰匂を形成し，母型文 (dematrikssin/エ.matrix sentence)の埋め込み

文(deynbede sin/エ.embedded sentence)として母型文の動詞(dematrik-

stiidwurd/エ.matrix verb) の補文を形成することがある O この用法を rte~

第2不定詰の動詞用法J (de ferbale te~ynfinityf/エ. verbal te~infinitive) 

と呼ぶ。 te第 2不定詞句の主誌は語桑的には表現されず，母型文の主語・日

的語などと同一であると意味的に解釈される(英語と違って，西フリジア語

では rfor名詞勾十to不定詞」のように主語を rfor名謂勾」として語素的

に表現することはない)。母型文の動詞の種類には， te~第 2 不定詞句を伴う他

動詞(制御動詞)と te第2不定詩句を伴う話法動詞・アスペクト動部(操り

上げ動詞)がある O このte第2不定詞は(1)で述べた動詞用法である。
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ここでは前者のte第 2不定詞句を伴う{也動詞(制御動詞)を扱う。

(b) 個々の動詞と用例

te-第 2不定詞匂の主語の解釈は，それを支配する母型文の動詞が母型文の

主語あるいは目的語と同一であることを決定することに依存する。つまり，

母型文の動詞がte-第2不定詞句の主語を制御(エ.contro])する O このよう

な動詞を「制御動詔J (エ.control verb) と呼ぶ。

① 主語と同一

belibje rーすることを経験するJ，besykje rーすることを試みる，…し

ようとするJ，ferjitte rーすることを忘れるJ，hoopje rーすることを希

望する J，oanbiede r…することを申し出るJ，sizze r…すると言う J，

unthjitte r…に…すると約束する J，witte r…することを心得ているJ

Beppe hie nea tocht， dat se nochris belibje soe， [oerbeppe te wurdenJ， 

mar no is se it al trije kear. r祖母はもう一度，曾祖母になる経験をす

るなどとはまったく思ってもみませんでしたが，これでもう 3度目です」

(belibje) WLI'S， B 1: 9) 

Juns lei er op bed te bidden， want hy leaude yn God en hoρε [al yn 'e 

himel te kommenJ. r夜になると彼はベッドに横になって祈りました。

というのは，彼は神様を信じていて，ちゃんと天国に行けるようにと願っ

ていたからで、すJ (hoopje) WLI'S， B 20: 10) 

Troch sokke maatregels hoρet er [wurkgelegenheid foar de oare 

wurknimmers halde te kinnenJ. rそのような措置によって，彼は他の

労{勤者のために仕事の機会を保持できるように願っているJ (hoopje) 

(ULI'S， C 13: 7変更)

Ik hoopje [noch hiel lang op mysels bliuwe te kiηnenJ. r私はまだず、っ

と長い間，自分でやっていけるようにと望んでいますJ(hoopje) (Bang-

ma 19932: 80) 

Ik bea oan [him te helpenJ“「私は彼に援助することを申し出ました」

(oanbiede) (Bosma但Banning19812: 126) 

It persi此aazjerespondi批endat seit [hielendal neat fan it Frysk伝
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fersteanJ is dus 0 sa lyts. rブリジア語を何も理解しないと言っている

回答者の割合は，したがって，きわめて微小である J (sizze) (Gorter et 

al. 1984: 82) 

Sy wit wol [mei minsken om te geanJ. r彼女は人と付き合う方法をよ

く心得ているJ (witte) (Zantema 1984: 1198変更)

Wy witte [de bushalte net te finenJ. r私たちはパス停が見つからない

ので、すJ (witte) (ULI'S， C 18: 5) 

② 目的語と同一

beprate r…にーするように説得するJ，ferbiede r…にーすることを禁止

するJ，freegje r…にーするように頼むJ，helpe r…に…することを手伝

うJ，hjitte/befelje r…に…することを命令するJ，oanriede r…にーす

るように忠告するJ，oerhelje r…にーすることを納得させる，…にーす

るように説得するJ，twinge r…に…することを強制する」

Se skille de dokter en j均gehim [de middeis even del te kommenl 

「彼女は匿者に電話して，昼に来てもらうように頼んだJ (freegje) 

(ULI'S， A 6: 8変更)

Hja twongen de piloat [nei Stiens te fleanenJ. r彼らはパイロットに

スティエンス(オ.Stiens rスティーンスJ)へ飛ぶ、ように強秘した」

(twinge) (ULI'S， C 5: 8) 

③ 主語・目的語と同一

同一の母型文の動詞でも，意味の相違に応じて te第 2不定詞匂の主語

が母型文の主語または目的語と同ーと解釈されることがある。

日yj均五rehar [om har hier groeie te littenJ. r設は彼女に彼女の髪を伸

ばすように(ニ伸ばしてくださいと)頼んだJ (freegje r…してほしいと

頼むニ要請するJ，自的語と何一) (Hoekstra 1997: 61変更)

日yfrege har [om syn hier groeie te litte叫 r彼は彼女に披自身の髪を

伸ばさせてくれと(二二伸ばすのを許してほしいと)頼んだJ (freegjeに

してもいいかと頼む z 許可を求めるJ，主語と同一) (ib. 61変更)
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(c) r (om---) te第2不定詔J 補文標識om

補文としての te~第 2 不定詞匂は動詞不定形の場合に用いる補文標識 om

に導かれることがある。

Wy bepraten him [om dat net te dwaanJ. r私たちは彼にそれをしない

ように説得したJ (beprate) 

1k koe him net oerhelje [om ek mei te dw仰 nJ.r私は彼にいっしょに

やることを納鐸させることができなかったJ (oerhelje) (Vledder/De 

Jager-De Boer 1991: 204変更)

この場合の omの使用は原郎として任意である。ただし，酉フリジア語では

オラン夕、語と比べて omの使用が好まれる傾向がある。 omをつけない表現

は堅苦しく，オランダ語的な印象を与えることがある(Hoekema1958: 17)。

また， on1を使用すれば， te~第 2 不定詞匂の始まる位置がはっきりする。

omを欠く用例。

Besykje [jo stanpunt sa goed mooglik te beredenemブenJ.rあなたの立

場をできるだけ主張するようにしなさい (besykje) (ULI'S， C 17: 11 

変更)

Be宅ykjedan [de tekst sa kreas mooglik te lezenJ _ rそれからテキスト

をできるだけ上手に読んでみなさしり (besykje) (ULI'S， C 9: 16) 

De man besiket [te glimkjenJ. 1s slagget net sa best. rその男性はほ

ほ笑もうとする o (しかし)あまりうまくいかないJ (besykje) (ULI'S， 

B 6: 8) 

同一の動詞でomの有無が併存する用例。

As oplossing sil besocht wω~de moatte [de minske op 'en nij yn 'e 

kunde te bringen mei de natoer om him hinneJ _ r解決策として，人間

をもう一度自分のまわりの自然に親しませることが試みられる必要があ

るだろう J (besykje) (ULI'S， C 9: 16) 

件 Yndizze advertinsje wurdt besochl [om de oandachtた lukenJ

troch de kop:‘mear as in heal miljoen kij…\「この広告では ~50 万

匹以上の乳牛…』というタイトルで詮意を引こうとしているJ (besyl心
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je) (ULI'S， B 11: 26) 

By it boadskipjen ha ik fergetten [salt te l<eapjenJ. r買い物をしたとき

に私は塩を買うのを忘れたJ(ferjitte) (Vledder/De Jager-De Boer 1991: 

85変更)

伶 Jimmefergeαtenjuster [om buorfrou mei te nimmenJ. rあなたがた

は昨日，隣のおばさんを連れて行くのを忘れたJ (ferjitte) (ULI'S， C 

13: 5) 

Ik fergeat [om de doar op slot te dwaanJ. r私はドアに鍵をかけるの

を忘れたJ (ferjitte) (Bosma-Banning 198F: 127) 

Freegje jo kursuslieder [jo sinnen te l?Ontroleaη;enJ. 講師の先生にあ

なたの文章をチェックしてもらうようにお願いしなさいJ (freegje) 

(むLI'S，B 12: 13) 

ヰキJ0 wurde frege [om in pear rigels te sl<riuweηJ. r何行か文をつづっ

てください(ニあなたは何行か文をつづることを依頼されます)J

(freegje) (ULI'S， B 20: 7変更)

Hja twoη:geη[de piloat nei Stiens te fleaηεηJ. r彼らはノfイロットにス

ティエンス(オ.StiensrスティーンスJ)へ飛ぶように強制したJ(twinge) 

(ULI'S， C 5: 8) 

件 Weromwurde de minsken op it plattelan der yn guon gefallen 

suver ta twoηgen [om in eigen auto oan te sl<affen]? rなぜ、田舎

の人々はある場合には自家用車を調達することを強いられるのだろう

かJ (twinge) (ULI'S， C 18: 17) 

r(om...)te第 2不定詞句Jが{也動詞に先行する場合には，補文標識omは

現われない(Hoekstra1997: 134)。

日yseit dat Anneke him frege [{ om/の}mei har nei Utert ta te geanJ 

「彼はアネケが彼に披女といっしょにユトレヒト(オ.Utrecht)へ行っ

てくれと頼んだと言っている」

日yseit dat Anneke him [{*om/の}mei har nei Utert ta te geanJ 

frege. r向上」
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(d) i (本om"')te--第 2不定詞匂J 補文標識om不可

補文標識omが使えない動詫もある。発言や感情・認識の意味の動詞がおも

なものである (ANS1997・1111.Hoekstra 1997: l34)。日本語では「ーであ

ると…すると…」のように.te第2不定詞匂が「…とJ と訳せるものが

多い。つまり.te~第 2 不定詞句を目的語として十分に支配しているとは言え

ず，地動詞としての性格が一被的に弱い。

freezje i…と恐れるJ，hoopje i…と希望する J. meidiele i…と伝えるJ，

miene i…と思う J. sizze i…と言う」など

Hy miende [{ * om/の}dat ferwacht.当日;ete kinnenJ. i彼はそれが期待で

きると思ったJ (miene) (De Haan 1992: 59変更)

(e) te~第 2 不定詞または第 2 不定詞を伴うもの

leare iーすることを教える・習う」はte第 2不定詩句を支配するが，目的

語のない不定詞だけの 1語の場合にはteを持わず，第2不定詞を名詞用法で

用いることがある (Eisma1989:24)。

① leare i教える」の用例

Ik learde har de wurden te staverj仰 i私は披女にそれらの語のつづり

かたを教えたJ (Eisma 1989:24変更)

特 Hongerleart de bear d;βnsjen. i空腹は熊に踊ることを教える(腹

が減つては戦(いくさ)はできぬ。ことわざJ (Beintema 1990: 62) 

② leare i習う J

De minske sil wer leare moatte te sj.仰 ，te harkjen en te fentean. i人

聞は見ることと開くことと理解することを再び学ぶ必要があるだろう」

CULI'S， C 9: 16変吏)

Moatte wy leare te libjen mei in grut tal wurkleazen? i私たちは大勢

の失業者と生きることを学ばなければならないのだろうかJ (ULI'S， C 

13: 8) 

件Itis winter en no silst riden leare. iもう冬になったのだから，お前

はスケートを習わなくてはいけないJ CULI'S， B 11: 11) 

De jonges wolle silen leare. i男の子たちはヨットを習いたいと患って

-48-



西ブリジア認の文法構造動詞 (8)

いるJ (Bosma司Banning1981": 159) 

第2不定謂が定冠謂itなどの限定詞を伴うことがある O

Do hast my it silen leard. Wist it noch? r君はぼくにヨット乗りを教

えてくれたね。覚えていたかしり (Bosma-Banning1981": 158) 

doare rあえて…するJ とhoege(hoeve) r…する必要があるJは第 1不定

詰あるいは第2不定詞を伴うことがある (977(2))。

(f)名詞句の取り出しと te第2不定詞句の外霞

① te-第2不定詞句舟の名詩句はその外に取り出すことができる O次の文は

名詞匂が主文の前域に移動した例である o

Eins wie er bang foar hynders en d，αtj besocht er [ j fuort te razenJ . 

「じつは彼は馬がこわかったが，そのことを彼は念頭から捨て去ろうとし

たJ (besykje) (ULI'S， B 12: 5変更)

ただし，補文標識omに導かれた rom te-第2不定詞匂」からの名語句

の取り出しはできない。

Datj haw ik fergetten [一一一j te dwaan l rそれを私はやり忘れた」

(Bosma-Banning 19812: 127) 

。*Datj haw ik fergetten [om一一jte dwaanl r同仁」
② te-第2不定詞匂の外置

te第2不定詞句は全体で右枠の外に枠越えし，外寵することができる O

De measte husdokters binne der wol foar， dat de minsken besyl.り'e

[wat oan harren kwaaltsjes te dwaanJ. r大部分の家庭医は人々が自分

の疾患について何かしようと試みることが良いと思っている J(ULI'S， C 

6: 34) 

It bestjoer en de direksje sil yn oerlis mei de fakbunen besykje [in 

oplossing te finen foar de wurknimmersJ. r執行部と は労働組

合と相談して，労働者のために解決策を見つけようと試みるだろう」

(ULI'S， C 13: 7変更)

(g) 第3構文(分裂不定詞句)

(f)で述べたように，目的語補文の te-第2不定詞匂は外置の有無によって
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母型文の動詞との語JI民に相違が生じる。この場合，外置を起こした用例のほ

うが好ましい印象を与えることが多い(外置を起こさず，母型文の動詞に先

行する te-第2不定詰に補文標識omがつかないことは (c)で述べた)。

① 外置:

Se sizze dat er myルrbeanhat [dat boek te !?eapjenJ.r向上J (ferbiede) 
(De Haan 1993: 122変更)

日jaseit dat er mient [dat net)告rwachtsjete !?innenJ. r向上J (miene) 

Ob. 117変更)

② 外置:無(あまり好まれない)

Se sizze dat er my [dat boek te !?eaρ'jenJ ferbean hat. r彼らはf皮がそ

の本を買うことを禁止したと言っている J (ferbiede) (De Haan 1993: 

122変更)

日jaseit dat er [dat net 戸rwachtsjete !?innenJ mient. r彼女は彼がそ

れを期持できないと思っていると言っているJ (miene) 

以上のこつに加えて， te…第2不定詞匂の目的語と te-第 2不定詞の間に母

型文の動詞が割り込んでいる語願がある。このような「分裂不定詞匂構文」

(こに split infinitival argument)を「第3構文J (オ.derde constructie/エ.

third construction) と呼ぶ。

③ 第 3;構文(分裂不定詞句構文)

Se sizze dat er my [dat boekJ ferbeaη hat [te !?eゆ'Ien].r向上」

(ferbiede) (De Haan 1993: 122変更)

Hja seit dat er [datJ mient [net ferwachtsjen te !?inneη]. r向上」

(miene) Ob. 117変更)

te第2不定詞が「第1不定詞(…)te第2不定詞」となる場合には，分裂の

しかたは[名詞匂目的語一ト第 1不定詞]…te第2不定詔」でも「名詞匂目的

語…[第1不定詞十te-第2不定詞JJでもかまわない。

i) [名詞句目的語十第1不定詞]…te第2不定詰

Hja seit dat er [dat boek !?eゆ'jeJmient [te moattenJ. r彼女は彼がそ

の本を買わなければならないと思っていると言っているJ (miene) Ob. 
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123変更)

ii)名詞句目的語…[第1不定詞+te…第2不定詞]

日jaseit dat er [dat boekJ mient [keapje te moattenJ. r向上j (miene) 

(ib. 123変更)

(h) te第2不定謂の用法

以上で述べたことと(1)で述べた te-第 2不定詞の用法との関係には注意

を要する O

Hja seit dat er us helpt [(om) de foto's yn te PlakkenJ. r彼女は彼が私

たちに写真を貼りつけるのを手伝うと言っている j ((om".}te第2不定

詞匂) (Hoekstra 1997: 92変更)

日jaseit dat er us [de foto's ynJ he似た ρlakken.r同J:j (第3構文

(分裂不定詞句)，動詞用法) (ib. 92変更)

Hja seit dat er us helpt [te jotoyゅよakkenlr同上j (名詞抱合，文用法

(副詞用法)) (ib. 92変更)

(3) te-第 2不定詩勾を伴う話法動詞・アスペクト動詞(繰り上げ動詞)

(a) まとめと用例

母型文の主語が動作主ではなく，義務・推量などの話法の助動謂 unoatte/

silIeなど)に準ずるような話法の意味や，始発・継続・習慣・終結などのア

スペクトの意味を表わす動諮がある O 前者を「話法動詞j，後者を「アスペク

ト動謂」と呼ぶ。 te第 2不定詞匂は補文標識omを伴わない。これは母型文

の動詞が動作主主語と te-第2不定詞匂自的語を要求する (2)の他動詞(制僻

動詞)とは異なる O 母型文の主語は非動作主で， te第2不定詞とひとつの命

題を構成し，そこから非動作主の主語が母型文の主語に繰り上がることで成

立する。このような動詞そ「繰り上げ動詞j (エ.raising verb) と呼ぶ。

① 話法動詞

blike r明らかに…だ、j，doare rあえて・・・するj (~77 (2))， hearre rーす

るのがふさわしいj，hoege(hoeve) rーする必要があるj (~ 77 (2))， lykje 

「…らしいj，skine r・・・らしいJ
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Op in fyts heart in skille te sitten. i自転車にはベルがあってしかるべ

きだj (hearre) (ULI'S， A 18: 5) 

De bazen fan de hunen hearre harren beesten under tafersjoch te 

halden. i犬の飼い主は自分たちの犬(ニ動物)を監損するのが当然であ

るj (hearre) (ULI'S， C 7: 21) 

It like mis te gean. iそれは失敗しそうだ、ったj (Iykje) (Dykstra 2000: 

370) 

Der skine altyd noch minsken te wezeη， dy't in bytsje skruten binne en 

stap samar yn 'e bibleteek. i図書館に遠慮なく足を踏み入れることに

少し気遅れするような人々がいまだにいるようだ、j(skine) (ULI'S， C 20: 

6変更)

② アスペクト動詞

begjinne i…し貴台めるj，bliuwe iーしたままでいるj，komme i…する

ことになるj ((5)(f)i…されるようになる」との区別に注意)， ophaldei. 

し終わるj，plichtsje/pliigje iーするのが常であるj，reitsje iーするこ

とになるJ

It begun te reinen. i雨が降りだしたj (begjinne) (ULI'S， B 1: 19変

更)

It begjint te wピzaien.i風が吹き始めますJ (begjinne) (ULI'S， B 4: 8) 

Ik kom it wol te witten. i私はそのことがわかるようになると思います」

(komme) (Bosma-Banning 198F・55)

Der komt ek noch mear wyn te stean， benammen by de kust lans en 

yn it waadgebiet. iとくに海岸沿いやヴアート地帯(=北海の海岸沿い

の干潟地帯)では，風がさらに強く吹くようになるでしょう j (komme) 

(Bangma 19932: 73) 

Der k加om枇?幻犯1Stmoa必 t，たesit能tたε仰幻 iそこなら君は暮らしやすいことになるよJ

(komme) (Visser 1985: 904) 

Der komt fansels hiel wat by te sjeηiそれにはとてもたくさん見るべ

きものが加わる(土ある)でしょう j (komme) (ULI'S， B 17: 22) 
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Syρlichte hjir gauris te komm仰 r彼女はここによく来たものだ」

(plichtsje/pliigje) (Zantema 1984: 761変更)

(b) 語JI国「話法・アスペクト動詞十te第2不定詞J とte第2不定詞の用法

この語JI債の te第 2不定詰の用法は動詫用法であり，右粋で動詞群を形成

すると， te第2不定詞は「オーヴェルディ…プ(Overdiep)の法則J (~99 (3)) 

に従って右側(後ろ)へ外置される。

Dochs binne der ut 'e dyk dolde Friezen dy't by skriftlik gebruk 

mar gjin erch yn dit hollanisme lykjeたルlwwen.rしかし，生粋の

フリジア人の中には文主主を書くときにこのオランダ語法に気がついてい

ないような人々もいる J Oykje) (Tamminga 1973: 214変更)

Les dat formulier foar't jo begjinne te skriuwen. I書き始める前に

その用紙に自を通しなさいJ (begjinne) (ULI'S， C 10: 11) 

Sadree't it begjint te w仇たが"en，wurdt der praat oer dizze Fryske 

iismaraton. I冬になるとすぐに，このフリースラントのマラソンのこと

が話題になるJ (begjinne) (ULI'S， B 5: 7) 

Der is er oan syn dea ta bleaun te wenjen. rそこで設は死ぬまで住み

続けたJ (bliuwe) (Stienstra 1982: 47) 

Dykstra frege oft der noch net ris besjoen wurde koe oft de dyk net 

noch wat fierder fan it doarp of komme koe te lizzen. rディクストラ

はその遵がもう少し村から離れたところに位置するようになることがで

きるかどうか，まだ検討される余地はないかと質問したJ (komme) 

(uLI'S， C 8: 12) 

(c) その地の詩JI民と te第2不定認の用法

上述の語順はすべての場合にあてはまるわけではない。次の用例で、はte

第2不定詰tewittenがアスペクト動詞 kommeの左側(前)に置かれてい

る。

狂yseit dat se dat te witten kaam. I彼は彼女にはそれがわかるように

なったと言っている」

この tewittenはte-第2不定詞の前置語句用法の例と言える O つまり， te 
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witten kommeは本来，動詞用法の te-第2不定詞が意味的に「わかるように

なるJ(エ.realize)という慣用匂として定着し，前置詞句用法に移行した例

と考えられる ((7)r te-第2不定詰十{gean/weze}J参照)。

'Y te witten dwaan r理解させる」も同様である O

De boargemaster die te witten dat dy saak noch net utiten wie. r市長はそ
の件がまだ片付いていないことを周知させたJ (ULI'S， C 8: 12) 

なお， De Haan (1987: 68)はtewitten komme， te witten dwaanの語順を

弧立したイディオムの場合として考察の対象から除外している O

地のアスペクト動詞でも同様でトある。 rkomme十te-第2不定詞Jの例。

Hy seit dat se by him kaam te sitten. r彼は彼女が自分のそばにすわっ

たと言っている」

この用例の第2不定詞tesittenは，厳密には動詞用法と文用法(高将司用法)

の2通りに解釈できる。動詞用法では， kommeは「…することになる」とい

う意味のアスペクト動詞で非対格動詞(能格動語，エ.unaccusative)であり，

主語は非動作主である。 byhim r彼のそばにJはsitterすわっている」と結

びつき r彼女は偶然，彼のそばにすわる (by him sitte) ことになった

(kaam) Jと解釈される。一方，文用法(嘉日語用法)では， kommeは「来る」

という意味の運動動詞(エ.verb of motion)で非能格動詔(エ.unergative) 

であり，主語は動作主である。 byhim r彼のそばに」は kommer来る」と

結びつき r彼女は意図的に，すわるために (tesitten)彼のそばに来た (by

him kaam)Jと解釈される O 次例についても同様である。

Nei myn trouwen bin ik hjir kommen te wenjen. r結婚後，私はここに

移り住みましたJ (ULI'S， C 15: 18) 

i)動器用法

kommer・-することになるJ，アスペクト動語，非対格動詞(能格動詞)， 

非動作主主語， hjir wenje rここに住むJ

「結婚後，私はここに住むようになりましたJ

ii)文用法(副詞用法)

komme r来るJ，運動動詔，非能格動詞，動作主主語， hjir komme rこ
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こに来る」

「結婚後，私は住むためにここに来ました」

同様に， bliuweも非対格動詞で主語が非動作主の場合には「ーしたままで

いる」という意味のアスペクト動詞であり， te-第2不定詞は動詞用法と解釈

される。一方，次例のように非能格動詞として用いて主語が動作主である場

合には rとどまる，滞在する」という意味のふつうの動詞になり， te-第2不

は文用法(副詞用法)と解釈されることになる。

Bliuwe se ek te iten? rあの人たちも食事をしていくので、すか」

Ik bliuw hjir jun te iten‘「私はここにいて夕食をすませますJ(ULI'S， 

B 15: 21) 

te--第2不定詞の動詞用法，前置詔勾用法，文用法(高崎可用法)は本来，互

いに異質だが，微妙な意味と諾願の差を伴って同時に見られることがある。

(4) r {stean/sitte/lizze/hingje/rinne}十te一第 2不定詞J(姿勢動詞進行形)

(a) まとめ

身体的な姿勢(ポーズ)を表わす次の五つの動詔，すなわち「姿勢動詞」

(エ.postural verb)， stean r立っているJ/sitterすわっているJ/lizze1"横に

なっているJ/hingjerぶら下がっているJ/rin配「歩いている」には，語集的

に継続アスペクト(エ.durative aspect)の意味が備わっている。この五つ

の姿勢動詞を te第2不定詰とともに用いた「姿勢動調構文」は，進行形の表

現になる。これを「姿勢動詞進行形J(エ.postural verb progressive)と呼

ぶ。これは「前置詞勾進行形J (s 96 (8))とともに西ブリジア語の代表的な進
行形表現である。

ただし，姿勢動詞はアスペクトの意味と同時に，姿勢にかんする

味を謀っている (VanderWoude1971: 141)0 たとえば， sitte rすわってい

る」を用いた次例では rすわっている」ことが条件になる O

Hy sit te skriuwen. r彼は(すわって)書いているJ (ULI'S， C 15: 17) 

この点で，上記の五つの姿勢動詞は進行形の助動詞として十分に発達して

いるとは言えない。
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以下に個々の用例を示す。

① stean十te第2不定詔

Stean der net te laitsjen. rそこで(立って)笑っているなJ (ULI'S， C 

17: 19) 

Wy steane by de bushalte te wachtsjen. r私たちはバス停のところで

(立って)待っていますJ (ULI'S， C 18: 11変更)

Wy stiene te wachtsj，ωop 'e trein. r私たちは電車を(立って)待って

いたJ (Bangma 19932: 96) 

Hy stie faak nei it silen te、町jen.r彼はよくヨット競技を(立って)見

ていた)J (Bosma.Banning 198F: 113) 

② sitte十te第 2不定詞

Efkes letter sitte se lekker te iten. rしばらくすると，彼らはおいしそ

うに(すわって)食事をしているJ (ULI'S， A 11: 3) 

日jasieten restich teρraten. r彼らは静かに(すわって)話をしていた」

(ULI'S， B 18: 7) 

Sitte jo te wachtsjen? rあなたは(すわって)待っているので、すか」

(Bosma-Banning 198F: 56) 

③ lizze十te第 2不定詞

Juns lei er op bed te bidden， want hy leaude yn God en hope al yn 'e 

himel te kommen. r夜になると彼はベッドで(横になって)祈っていま

した。というのは，彼は神様を信じていて，ちゃんと天国に行けるよう

にと願っていたからで、すJ (ULI'S， B 20: 10) 

It lange gers leit yn sweeen efter har op it lan te droegjen. r長い草は

刈り取った束になって地面に(横たえて)干しであるJ (ULI'S， C 12: 7) 

④ hingje十te第2不定詞

De druven hoηgen te J)少>jenyn ' e sinne. rブドウは日差しの中で(垂れ

下って)熟していたJ (Ebert/Hoekstra 1996: 83変更)

⑤ rinne十te第2不定詞

It jongfee rint fredich yn de achte te weidzjen. r幼い家畜が牧場での
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んきに(歩きながら)草を食べているJ (ULI'S， C 10: 21) 

「前置詞句進行形J (oan 't十te第2不定詞十weze) とは奥なって，姿勢

動詣進行形」では主語が動作主以外の表現も可能である。

It jonkje leit te slieρω ，男の子は(横になって)寝ているJ (Ebert / 

Hoekstra 1996: 84変更)

件*Itjonkje is oan 't sliψen. '男の子は寝ているJ (ib. 84変更)

It wetter stiet te sieden. 'お湯が煮立っているJ (ib. 84) 

件*Itwetter is oan 't sieden. '向上J (ib. 84) 

時間を示す副読成分がついて動作の継続を表わす場合にも，姿勢動詞進行

形」は使うことができる O

It bern siet tωa oeren lang allinnich te boartsjen. '子供は 2時間の間，

ずっとひとりで(すわって)遊んで、いたJ (ib. 90変更)

。*Itbern wie twa oeren lang allinnich oan 't boartsjen. '子供は 2時

間の間，ず、っとひとりで遊んでいたJ (ib. 90変更)

ゆヨオラン夕、語で対応するのは，{staan/ zitten/liggen/hangen/lopen}十te-第2不

である。西フリジア語とは異なって，姿勢動詞は「姿勢」の意味が簿れ

ており，アスペクトの機能を発達させている (Vander Woude 1971: 141)。

(b) 語願，steanなど十te第2不定詞」と te第2不定詞の用法

進行形表現としての上記の構文は，右枠では，{stean/ sitte/lizze/hingje/ 

rinne}十te…第2不定詞」の語!I聞になる O この場合の姿勢動詞は姿勢にかんす

る語実的意味が背景に退いており，おもにアスペクトの意味を表わす。つま

り，後述する (d)とは異なって非対格動誌であり，主言語は動作主としての性格

が薄い。

Ik ha in oere by him stien teρrateη ，私は披のところで1時間立ち話

をしていたJ (ULI'S， C 17: 19) 

Doe't er by de twadde bocht stie te sjen， krige er ynienen sin oan 

swimmen.'ニつ自のカーブした場所を見ている(立って見ている)と，

彼は突然，泳ぎたい気持ちになったJ (Bosma-Banning 198F: 61) 

孔1inskendy't suntsjes sitte teρraten as der oaren by binne， binne net 

57 



北大文学研究科紀婆

fatsoenlik. 'ほかの人たちが話の輪の中にいるときにひそひそ話をする人

は，礼儀正しくないJ (ULI'S， C 7: 12) 

これは(3)の，skine-トte-第2不定詰」などと同様に，オーヴェルディープ

の法則J (~99 (3))によって te第 2不定詞が外置された講文と考えられる。

つまり， te第 2不定詞の動語用法の例である(Hoekstra1997: 93ft.)。した

がって，名詩句目的語を伴う動詞匂型の構文を示し，名詞抱合も起こらない。

日jaseit dat er op bed de bibel lei te lezen. '彼女は彼がベッドの上で

(横になって)聖書を読んでいたと寄っている」

Hja seit dat er in brief siet te skriuw仰，披女は彼が手紙を(すわっ

て)書いていたと言っている J (狂oekstra1997: 94変更)

Hja seit dat er of stie te waskjen. '彼女は彼が(立って)皿洗いをして

いたと言っているJ (ib. 94変更)

上記の最初の用例について言えば，彼が何をしていたかと言えば，それは

ベッドの上で聖書を読んでいたということである。そのとき，彼は横になっ

ていたJという解釈になる。つまり，ベッドの上で聖書を読むJ (op bed de 

bibel te 1色zen)が中心的な意味であり，横になっていたJ (]ei)は付替動作

を副語的に添えているにすぎない。

(c) 語願 'te第2不定詰十steanなど」と te-第2不定詞の用法

これとは逆の語版が見られることもある。たとえば，次例では両方の語!領

が可能である O

Hja seit dat de wask {hoηgたdroegjen/te droegjen hong}. '彼女は洗

濯物が(掛けて)干してあったと言っている J (Hoekstra 1987: 38変更)

Hja seit dat er {lei te sliゆen/te sli，ψen lei}. '彼女は彼が(横になっ

て)寝ていたと言っているJ (ib. 38変更)

Hja seit dat er {siet te lez仰/te lezen siet}. '披女は彼が(すわって)

をしていたと言っている J (Hoekstra 1997: 93変更)

'te第 2不定詞十steanなど」の語11閣はJ慣用句に多く見られ， te droegjen 

hingje ，(洗濯物が)干しであるJ，te sliepen lizze '寝ているJ，te lezen sitte 

しているJはそれぞれ閤定した表現であり， te-第2不定詔に任意の動詞
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を用いることはできない。また，この語11聞は名詞句呂的語がない場合に限ら

れる(つまり，名詞抱合を伴わない動詞句?l!l構文は不可能である)。

Hja seit dat er fan 'e moarn yn 'e bibleteek in tydskrift {siet te lezen/ 

* t e lezen siet}. i彼女は彼が今朝，図書館で(すわって)雑誌を読んで

いたと言っているJ(日oekstra1997: 94変更)

ite第2不定詰十steanなど」の語)績のte第2不定詞は姿勢動詞と密接に

結びついており，分離動語の分離成分に似たものになっていると考えられる。

つまり， (7)の「…しに行く」という意味の ite--第2不定詞十geanJと同様に，

te第2不定詞の前置詞匂用法の例である O

(d) 語順 isteanなど十te第2不定調J(名詞抱合有)と te第2不定詞の

用法

この構文の語願には第3のタイプがある。これは (b)と同じように見える

が，本質的に異なる。なぜなら，次の例のように，話的語は名詞抱合によっ

て第2不定詔に取り込まれ，名詔勾として現われず，動詔勾型構文を形成す

ることはないからである O

Hja seit dat er op bed 似たがbellezen.i後女は彼がベッドのよで聖書

を読みながら横になっていたと言っている」

日jaseit dat er sietたbriφkriuweη 「彼女は彼が手紙を書きながらす

わっていたと言っているJ(Hoekstra 1997: 94変更)

日jaseit dat er stie te ofwaskjen. i彼女は彼が血洗いをしながら立って

いたと言っている J (ib. 94変更)

意味的にも，この場合の姿勢動詞は (c)と異なってアスペクト的意味は表わ

すが，それは姿勢動詞に固有の語業的アスペクトによる。むしろ，それより

も姿勢にかんする語棄的な意味が強く前面に出ている。つまり，非能格動詞

であり，主語は動作主である。 te-第2不定詞は副詞的にはたらいており，付

帯動作を添えるにすぎない。

上記の最初の例について言えば i披が何をしていたかと言えば，それは

ベッドの上で横になっていたということである。そのとき，彼は聖書を読ん

でいた」という解釈になる。つまり iベッドの上で横になっていたJ(op bed 
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lej)ことが中心的な意味であり， (te bibellezen)は付帯動作

を副語的に添えるにすぎない。

したがって，これは rte第2不定詞の文用法(副詞馬法)Jの例であると

える (Hoekstra1997: 93ft.) 0 te第2不定詞の teは前置詞的であり，第2不

定詞は名詞用法であって，場所を示す副詞成分 (opbed rベッドの上で、J)が

あるために姿勢動詞 Oeir横になっていたJ) と強く結びつくことができず，

副詞的に添えられるにすぎないと考えられる。

このように，第2不定詞の文用法(副詞用法)は前讃詞句用法とは本来，

異質であるが，同時に相互に関係し，さらに動詞用法とも関係が認められる。

第 2不定詰の文馬法(副謂用法)には前置詞句用法ないし動詞用法からの移

行としてとらえられる場合もあると言える。

'oan 't十te--第2不定詞十wをzeJ構文と違って， I steanなどートte第2不定詔」

構文では，動詞匂製橋文を示す場合に分離動詞はふつうに分離することができ

る。これは (996(8))で述べたように， oan'tよりも伎のほうが不定詔標識と
して発達しているためと考えられる。

Hy wie in hjerring {* op oan 't iten/oan 't opiteη}. r彼はニシンを平らげてい

るところだったJ(Ebert/Hoekstra 1996: 83変更)
Hja stie dεpanne {of te wO$kjen/ネt巴ofwaskjen}.r彼女はフライパンを(立っ

て)洗っていたJ (ib.84変更)

(e) r {stean bliuwe/ sitten geanなど}十te第2不定詔Jとte第 2不定詞の

用法

この構文は rte十第2不定詞」がsteanbliuwe r立ちどまったままでいる，

立ち続けるJ/sittengean rすわる，腰を下ろすJの付帯動作を表わし，副詞

的にはたらいている o stean bliuwe/sitten geanは非能格動詞であり，

は動作主である。次例のように， te第2不定詞は外置されており，これはte-

2不定詞の文用法(副詞的用法)の例であると言える O

De hun bliuwt hjir stean te wachtsjeηr犬はここで立って待ち続けてい

る(ニ待つために立ち続けている)J (UL!'S， B 15: 21) 

Us pake giet altyd by de kachel sitten te kran旬'en.r祖父はいつも新

聞を読むために暖炉のそばに腰を下ろすJ (UL!'S， B 15: 21) 

60 



西ブリジア諾の文法構造動詞 (8)

De skipper wie op 'e dyk stean bleaun teρraten. r船乗りは堤前の上で

話をしながら立ちどまっていたJCULI'S， B 20: 22) 

(5) rte-第 2不定調+wezeJ(受動・可能/必然)

(a) まとめと用例

この構文は受動の意味で用い，可能「…され得る」・必然「…されるべきだ」

の意味を伴う。このte第 2不定詞はw色ze(オ.zijn/ド.sein/エ.be)とと

もに述語を形成し，形容詞派生接尾辞 berI…され得るJ(オ.-baar/ P'. 

-bar/エ.-able/ -ible)で量き換えてもほぼ同じ意味になる。したがって，こ

のte第2不定認は形容詞的用法に分類される (DeHaan1987: 69ft.)。

動作主は明示されないことが多いが，不可能ではないo

Hja seit dat dit verhaal troch 丹tnet te begゆ仰 is.r彼女はこの話は

ピトによっては理解され得ないと言っているJ(De Haan 1987: 69変更)

第2不定詞には知覚・認識の意味の動詞を用いた用例が目立つ。語によっ

ては sjenr見る，理解する」一一tesjen weze r見える，わかる」一一sjenlitte 

「見せる，理解させる」のように，態(エ.voice)にかんする関連表現を形成

することもある。以下にいくつか用例を示す。

Is der fierder noch wol wat te belibjen? rそこではそのほかにまだ何か

体験できる(ェ体験され得る)ことはありますかJ(Bangma 19932: 176) 

Ek dat is wol たんrkl仰げωIそのこともたぶん説明できる(=説明さ

れ得る)だろうJ(Breuker et al. 1992: 17) 

De antwurden binne te finen op it antwurdbl色d.r解答は答のページに

出ています(見られ得る)J CULI'S， B 19: 5) 

Hja wie net mear te kennen. r彼女は面影がなかった(人が変わった

再び認識され得なかった)J (Zantema 1984: 486) 

It is noch helendal net te sizzen wa't hjir as beste utkomt. rだれが1

位になるかは，まだ全く言えないJ(Bangma 19932: 146変更)

Dat is te sjen oan de wurden dy't er brukt. rそれは彼が使っている

葉からわかる J CULI'S， B 11: 24変更)
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Yn it ferline binne noch wol spoaren fan sa'n beynfloeding te sjen. 

「過去にはまだそのような影響の痕跡が見られるJ(Breuker et al. 1992: 

17) 

Der wie net ien te sjen. 'だれも見当たらなかったJ(ULI'S， B 18: 21変

更)

Yn 'e beammen binne ek wat bisten te untdel"ken. '木々の聞には獣た

ちも何頭か見つけられるJ (ULI'S， B 7: 7) 

知覚・認識の意味以外の動詞を第2不定詞に用いた例もある。以下にその

用例を示す。

Kofjemolke is lekker yn 'e kofje， mar sa is it net te drinken. 'コー

ヒー用のミルクはコーヒーに入れればおいしいが，そのままでは飲むに

耐えなしり(ULI'S，B 10: 7) 

It is te dwaan. 'それは実行可能だJ(Zantema 1984: 208) 

Der is in protte te dwaan.'たくさんやるべきことがあるJ(Visser 1985: 

151変更)

Dat is net te dwaan. 'それはするべきではない(ふさわしくない)J

(Visser 1985: 151) 

Der is gjin hus mei jimme te halden. 'あんたたちはもうどうしようも

ないわね(ニあなたたちと保たれるべき家はない。子供に向かつて)J

(Bangma 19932: 74) 

Alle boeken dy't mei Fryslan te krijen hawwe， binne hjir te lienen. 

「フリースラントと関係があるすべての本がここで借りられる J (ULI'S， 

C 16: 22) 

Der is gjin salve oan te striken. 'それにつける軟膏は無い(=それにた

いしてはなすべきことがない)J (Zantema 1984: 842) 

オランダ語では 'te不定詞ートzijnJ，ドイツ語では rzu不定詞十seinJが対応

する。英語の rbe十to不定詞」はおもに能動態の意味になる点で異なる。

(b) 副詞用法の形容詞+te+第 2不定詰ートweze

te第 2不定詞の直前に副語的に用いた様態の意味の形容詞をつけて，可能
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性の程度を表わすことがある。これは副語用法の形容詞が後続する形容詞を

修飾するのと同様である。たとえば，次の用例で ‘…is dudlik te sjen"はっ

きりわかる」の構造は，[明確に (dudlik)理解可能 (tesjen) ]である(is)J 

であり， '* [理解する(ため/場合)には (tesjen) ]明確である(isdudlik) J 
ではない。

De gefolgen fan dy nije foarskriften binne dudlik te sjen. 'その新しい

規定の結果ははっきりわかるJ (dudlik'明確な」→「明確にJ) (ULI'S， C 

14: 13) 

It is feest yn it doarp. Dat is goed te sj，仰「村はお祭りです。その様

子はよくわかりますJ (goed '良い」→「良く J) (ULI'S， A 17: 7) 

Yn oarmans boeken is it tsjuster te lezen. '他人の本は暗くて読みにく

い(=他人の評価は慎重に。ことわざ)J (tsjuster '暗い，不明確な」→「暗

く，不明確にJ) (Beintema 1990: 20) 

(c) 叙述用法の形容詞十weze十om...te第2不定詞

注意が必要なのは，第2不定詞が補文標識の om((9)， (2)(c))を伴った「形

容詞十weze十om...te第2不定詰」の構文である。この場合，形容詞は副詔

用法ではなく，叙述用法とみなされる。つまり， 'om...te…第2不定詔」は副

詞成分としてはたらく一種の前壁詞句であると考えられ，ーするのにーであ

る」という意味である O たとえば，次の用例で ‘is"'slim om oan te learen' 

の構造は，[習得する(ため/場合)には (omoan te learen) ]困難である Os

slimわであり，ペ困難に (slim)[習得可能 (0111oan te learen) ] ]である

(is)Jではない。この omは省略できない。

De utspraak fan in frjemde taal， likefolle hokker， is slim [om oan te 

learenJ.'外隠語の発音は，どの言語だろうと，習得するのはむずかしい」

(Breuker 1984: 17) 

Dizze fioeleおgaadlik[om der sonates op te spyljenJ. 'このヴァイオ

リンは(それで)ソナタをひくのに適している J (Hoekstra 1997: 34) 

この構文は英語の 'tough構文」に相当する。

次の構文にも (s 61 (6)(d))。
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Bedoarne kofjemolke is hielendal [om fan te grizenJ. '腐ったコー

ヒ一周のミノレクはほんとうに嫌気がするJ(grize'嫌気がする(fan'"に)J

(ULI'S， B 10: 7変更)

(d) 動諮群の語11関'te第 2不定詞十wezeJ

右枠では 'te第2不定詞ートwezeJがこの語11買で動詞群(s99)を形成する。
これは「形容詞ートwezeJの語11陵と同じであり， te-第2不定詞が形容詞に相当

する形容詞用法とみなせば理解できる O この語願は「オーヴェルディープ

(Overdiep)の法員日J(599 (3))に反しているが， 'te第2不定詞十wezeJが

典型的な動詞群を構成しているのではなく，形容詞十wezeJと同等の形容詞

構文であると理解すれば説明がつく。

i) Wy sjogge alles wat der te sjen is. '私たちは見られるものはすべて見

ていますJ (ULI'S， B 16: 13) 

Dy't net te ried，仰 is，is net te helpen. '忠告できない(ニ忠告され得な

い)者は助けられない(助けられ得ない)J (Zantema 1984: 814) 

ii) Yn 'e tekst wurdt praat fan allegear dingen dy't yn Fryslan net 

maklik te finen weze sille. 'テキストではフリースラントでは簡単には

(maklik)見つからないようなものばかりが話題になっているJ(ULI'S， 

B 20: 22) 

Dat soe sjoen de lizzing hiel skoan te begripen weze. 'そのことは位置

を考慮すれば，とても良く (skoan)理解できょうJ(Breuker et al. 1992: 

17) 

(e) 分離動詞の分離:可

この構文のte第 2不定認は，右枠では (2)の制御動詞や (3)の繰り上げ動

と|司様に通常の動語句を形成し，分離動詞は分離成分と動詞の間に teが

入って分離する(名詞抱合の有無は名詞匂目的語が主語として現われるので

対象にならない)。

Wy sille in tal foarbylden jaan mar in feste regel is hast net of te 

lieden. '私たちは数多くの慨を挙げようと患いますが，確固たる規郎は

ほとんど導き出せませんJ(分離動詞dflliede'派生するJ)(ULI'S， C 5: 
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13変貰)

(f) その他の関連表現

wezeを他の動詞に置き換えた関連表現がある。コプラ動詞(連結詞)とし

てはたらく falle/stean/komme八九lurdeがその例である O とくに能動態の意

味の i{komme/stean}十te第2不定詞J ((3)(4))とは区別することが必要で

ある(語11蹟にも注意)。

① te第2不定詞十fallei…され得る，ーされるべきだ」

Dat falt net te伽 tk仰 nen.iそれは否定できない」

Der falt yn dizze lieten gans te priizgjen. iこれらの歌には称賛すべき

ことがたくさんある J (WFT 1988/5: 19正書法変更)

Elk wurd hat wol syn funksje yn de sin， mar de measten hawwe in 

nauwere， eigen relaasje mei ien of mear oare wurden yn de sin， sadat 

in sin ornaris yn groepen te ferdielenルlt.iどの語にも文中では自分の

役割があるが，ほとんどの語は文中のひとつあるいはいくつかの語とよ

り寄接な独自の関係があるので，文はふつう複数のグループに分けられ

ることになるJ (Boersma/Van der W oude 19802: 62) 

② te~第 2 不定詔十stean i…され得る，ー・されるべきだ」

Wat stiet my te dwaan? i私は何をするべきだろうか(私には何をす

るのがふさわしいのか)J (Visser 1985: 151) 

③ te第2不定詞十kommei…されるようになる」

(3)(a)②「ーすることになる」との区別に注意。

Der komt fansels hiel wat by te sjen. iその場合にはもちろんとてもた

くさん見るべきものが出てくるだろう J (ULI'S， B 17: 22) 

④ te第2不定詞十wurdei…されるようになる」

Om 1750 hinne waard de ierappel better te beteljen. (1750年頃，ジャ

ガイモがより良く貿える(=支払える)ようになったJ (ULI'S， B 3: 11) 

(g) i摂定詞十町一第2不定詔十名詞J (冠飾句)

te-第2不定詰は wezeを欠いて，形容詞の限定用法に準じて名誌を修飾す

ることができる O --eの有無は形容詞と違って自由である。
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dy net te ferJitten(e) dei 'あの忘れられない日(忘れられ得ない日)J

(Hoekstra 1994: 526) 

次の文はどれも語尾 eを伴わない用例である。

Dit binne [de te bestudeaη.仰 boekenJ.'これが研究すべき(ニ研究さ

れるべき)書物ですJ(Boersma/Van der W oude 19802: 79変更)

Jo sjogge hjir [de under de bern te ferdielen giele flachjesJ. 'あなた

はここに子供たちに配ることになっている(ニ配られるべき)黄告の小

旗が見えますねJ (ib. 79変更)

[Dy nij oan te lizzen rykswei mei fjouwer banenJ sil it doarp yn 

twaen snije.'その新しくできることになっている 4車線の国道は村を二

つに切り裂くだろう J (ULI'S， A 15: 8変更)

(6) r名詞句+te-第2不定詞十hawweJ(可能・適切・必要・義務/必然)

(a) 意味と用法

この構文では第2不定認として現われる動詞は他動読であり，名詞句はそ

の目的語としてはたらく O 「ーするべきことがある」という能動態の意味で，

「可能・適切・必要/必然」といった多様なニュアンスを表わす。たとえば，

次例は文脈によってさまざまに解釈できるO

Wy hawwe dat lan te bruken. '私たちはその土地を利用するべく所有

している(ニ利用できる，利用するのが適切である，利用する必要があ

る，利用する義務・必然性がある)J

以下にその他の用例を示す。

Do hast net folle te dwaan wol? '君はすることがそれほどないんだろ

う?J (Bosma-Banning 198F: 22) 

Ha jo noch mear te freegjen? 'あなたはまだもっと聞くことがあります

かJ (ULI'S， C 15: 18) 

Ik hie bygelyks it manfolk te meunstciブ仰，私はたとえば男の人たち

を検査しなければならなかったJ (WFT 8/1991: 178正書法変更)

Wa hat noch wat te sizzen? 'だれがまだ何か言うことがありますか」
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(Bosma-Banning 198F: 13) 

Ik haw in earnstich wurd mei dy te sprekken. '私は君と真面白な話が

あるJ (ib. 38) 

次の例では「…しなければならない」という

われている。

-必然の意味が明確に現

Hja hiene har te halden oan de tsjinstregelir宮町「彼らは勤務規定を守

らなくてはならなかったJ (ULI'S， B 18: 7変更)

次はtetankjen hawwe '…を負っている (oan…に)，…のおかげだ」と

いう慣用句の用例である O

It Hearrenfean hat syn untstean te tanl，jen oan it fean， dat fermakke 
waard ta turf.'エト・イェレンフェアン(オ.Herenveen'へーレンヴェー

ン)は泥炭に変質した、混地帯にその成立を負っている J(ULI'S， B 17: 21) 

(b) 動諮群の語JI蹟'te第2不定詞十hawweJ(名詞抱合:無)と te第 2不定

詞の用法

この構文では右枠の動詔群の謂|債は 'te-第2不定詞十hawweJとなり，名

詞抱合は起こらない。したがって，これは第2不定詞の形容詞用法と言える。

Om tsjin de bruorren en susters medisinemakkers konkurrearje te 

kinnen， is it needsaaklik， dat in fabryk wat bysunders te bieden hat. 

「同業の製薬会社たちと対抗するために，製作所は何か特別なものを提供

できることが必要だ (ULI'S，C 11: 7) 

Heit harl王emar amper nei wat Piter allegearre te sizzen hie. '父はピ

テノレの言い分(=言うべきこと)にまずほとんど耳を貸さなかった」

(ULI'S， C 11: 9) 

( c) 注意すべき表現

① te krijen hawwe '関係がある (mei…と)J

Alle boeken dy't mei Fryslan te krijen hawwe， binne hjir te lienen 

「フリースラントと関係があるすべての本がここで借りられる J (ULI'S， 

C 16: 22) 

It FLMD yn Ljouwert bewarret alles wat te krijeη hat mei de Fryske 
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skriuwerij. rリャウエト(オ.Leeuwarden rレーヴァルデンJ)のフリ

ジア語文学博物館文書館 (FLMD)はフリジア詩文献にかんするすべて

のものを所蔵しているJ (FLMD: Frysk Letterkundich Museum en 

Dokumintaasjesintrum) (ULI'S， B 16: 20) 

Rekreaasje hat te krijen mei frije tiid. rレクリエーションは自由な時

間と関係がある J (ULI'S， C 5: 7変更)

Der haωwe wy neat mei te krijen. rそのこととは私たちは{可の関係も

ないJ (Zantema 1984: 537変更)

② it te krijen hawwe rわずらう，かかわる，苦しむ (mei…を・と)J 

Hy加tit der tige mei te krijeηr彼はそのことで大いに悩んでいる」

(WFT 11/1994: 322正書法変更)

オランダ諾やドイツ諾ではよ記の構文に次のものが相当する。

ブ.名詞句十te-第2不定詞十hawwerーするべきことがある」

te krijen hawwe r関係がある (mei…と)J

オ.名詞句十te-不定詩十h巴bbenr河上」

te maken hebb日n(met ...と) I向上」

人名詞句十四一不定詞十haben

zu tun haben (mit…と) I同上J

英語のrhav巴to-不定詞」構文は不定詞として現われる動語が自動詞でもよく，

話法の助動詞mustと並んで義務・必然の意味を明確に表わす点で上記の 3言

語とは奥なる。 haveto do r関係がある (with…と)Jはこの3言語と共通し

ている O

③ 名詞句ートte第2不定詞十krijer…すべきことになる」

hawwe I持っている」を krijer得るJ Vこすれば，動作や状態の開始を示

す表現になる。

J 0 krije sels it ferhaal fan in oar te beoardieljen. rあなたは自分で

ほかのだれかの話を判定するべきことになりますJ (ULI'S， C 10: 11) 

Jo kinne puntsgewiis opskriuwe wat jo op 'e ban te hearren krije. 

「あなたはテープで耳にする(ニ聞くことを得る)ことを逐次，書き取る

ことができますJ (ULI'S， C 8: 4) 

J 0 krije de tekst yn fragminten te hearren. rあなたはテキストを断片
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的に聞くことになります(ニ開くことを得る)J (Bangma 19932: 202) 

(7) rte一第 2不定詞十{gean/weze/話法の助動詞}J

(a) 意味と用例

3種類の動詞(助動詞)によるこの構文では， te-第2不定詞が立的として

の動作を表わし，その動作を行なうために移動するという方向性を合意する

点で共通している O

① te第2不定詞十geanr…しに行く」

これは上の意味をもっとも典型的に表わす構文である。

Nei kofjedrinken geane se in eintsje te lamωrコーヒーを飲んだ後

で，私たちはちょっと船遊び、に行きますJ (UL!'S， B 18: 11) 

Do giest moam net te silen. rおまえは明日，ヨットをやりに?子くんじゃ

ありませんよ J (UL!'S， B 20・12)

Geane jimme wol gauris te sinezen dan? rそれじゃ，あなたたちは中

華料壊を食べに行ったりすることもあるの?J (Bangma 19932: 128) 

② te第 2不定詞十wezer…しに出かけている」

「…しに出かけて不在である」という能動態の意味を表わす。「行く」と

いう意味の動詞の過去分詞 (gongen/gien←gean r行く J)が省略された

ような構文と言える。

De frou wie te lisんjen.r妻は釣りに出かけていたJ (UL!'S， B 1: 19変

更)

De boer is te melk仰 r農夫は乳しぼりに出かけているJ

g オランダ語では Izijn-l不定詰」が対応する O

オ.Moeder is viss叩「母は釣りに出かけて留守ですJ (ABN 19972: 1035) 

③ te第2不定詰十話法の助動詞

話法の助動詞の種類に応じて「…しに{行ける (kinne)/行くつもりだ・

もうすぐ行く (sille)/行きたい(wolle)} Jなどの意味を表わし，①の gean

「行く J が省略された構文に相当する。

Hy sil te jiskjeηr彼は釣りに行くつもりだ(もうすぐ釣りに行く )J
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(ULI'S， B 15: 22) 

Men kin te aaisykjen， te fiskjen en te silen. r野鳥の卵捜しに行ったり，

魚釣りに行ったり，ヨット乗りに行ったりできるJ (ULI'S， A 19: 19) 

Ik sil nei hus te iten. r私は食事を取りに家に帰るつもりですJ(ULI'S， 

B 14: 10) 

Wy sille te reedriden. r私たちはスケートをしに行く予定ですJ

(Zantema 1984: 862) 

Hy wol te)おわien.r設は釣りに行きたがっているJ (ULI'S， C 15: 17) 

J a， dat wit ik wol， mar ik woe in dei te winkeljen. rええ，それはわ

かってるけど，一日，買い物に行きたいのよねJ (ULI'S， A 4: 9) 

オラン夕、、語ではgaan'行く J(ブ.gean)が現われる。しかし， te-不定詞は用

いず， teのない不定詞を用いる。

ブ.Men kin te aaisykjen， te J公kjenen te silen. '野鳥の卵捜しに行ったり，

魚、釣りに行ったり，ヨット乗りに行ったりできるJ (ULI'S， A 19: 19) 

オ.Je kunt gaan eierenzoeken， vissen en zeilen. '向上J Gb. 19) 
オランタ申請のgaanは不定詞を伴って近接未来を表わすので， 'gaan十/f'定詞J

は西フリジア認の 'te第2不定詞十silleJに意味的に対応する。この場合にも

オランダ語では t巴不定詞は用いない。

ブ. Hy sil te fishjen. '彼は釣りに行くつもりだ(もうすぐ釣りに行く )J

(ULI'S， B 15: 22) 

オ.Hij gaat vissen. '向上JGb. 19) 

フ.Wy sille te reedriden.'私たちはスケートをしに行く予定です J(Zantema 

1984・862)

オ.Wij gaan schaatsenrijden. '向上J(Bosma-Banning 19812: 13変更)

つまり，このte不定詰のm法はオランダ諮には存在しない(!i96 (4)(c)注)。

(b) 名詞抱合札分離動詞の分離:不可

この構文は「名詞匂呂的語十第2不定詞」という動詩句を形成せず， te第

2不定詞は名語会j自的語を名詞抱合によって抱合して，複合動詞になる。ま

た，分離動詔も分離しない。これはこの構文の te-第 2不定詰に動詩的性格が

弱く，名詞的性格が強いことを示している。

Hja seit dat er teρianoゆ'Yljen{giet/is/sil}. '彼女は彼はピアノ演奏に

{行く/行っている/行くつもりだ}と言っているJ(pianospylje rピアノ
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をひく」←piano'ピアノJ(op'e piano'ピアノで、J)十spylje'演奏するJ)

(De Haan 1987: 71変更)

牛中*Hjaseit dat erρiano te spyljen {giet/is/sil}. '向上J (ib. 71変更)

Ik tink dat er te 0ρreden {giet/is/sil}. '私は彼は掃除をしに{出かけ

る/出かけている/出かけるつもりだ}と思う J (oplrede'掃除をする(分

離動詞)J) (Hoekstra 1997: 86変更)

件 *1ktink dat er 0ρ te reden {giet/ is /sil}. ，向上J (ib. 86変吏)

Yn 'e maitiid geane wy nei It Amelan te aaisykjen. '春になると，私た

ちはアーメローン島(オ.Ameland'アーメラント島J)へ野鳥の卵探し

に行きますJ (aaisykje' (野鳥の)卵採しをする」←aai'卵」十sykje'課

すJ) (ULI'S， A 19: 15) 

(c) 動詔群の語願:'te-第2不定詞十{gean/weze/話法の助動詔}J

上例にもあるように，この構文のte第2不定認は(2)の制御動詞や(3)の

繰り上げ動認などとは異なって，右枠では，gean/weze/話法の助動詞」の左

側(前)に霞かれ，タト置されることはけっしてない。これもこの構文のte第

2不定詞に動詞的性格が弱く，名詞的性格が強いことを示している O

Gabe giet te aaisykjen， wylst syn frou te boadskipjen giet. '妻は買い

物に行く一方で，ガーベは野鳥の卵探しにでかけるJ (ULI'S， A 19: 19) 

Op plakken wie it wenst， dat as in jong pear te trouwen gyng， de 

freonen soargen dat it hus klear wie as hja werom kamen. '田

の村では若いカップルが結婚式を挙げると，二人が戻る頃に友人たちが

家を整えておくのが習慣だ、ったJ (ULI'S， C 14: 7) 

Hja seit dat er teの'iuaskjenis. '彼女は彼は洗浄に出かけていると百っ

ているJ (De Haan 1987: 71変車)

J uster ha wy te swimm仰 west.'昨日，私たちは泳ぎに行って来まし

たJ (ULI'S， C 10: 19) 

(d) te第 2不定詞の前誼詞句用法

この構文のte第2不定認は，意味的にも「…という動作を行なう場所へJ

(行く (gean)/出かけている (weze)/行きたい (wolle))という動作の目的と
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方向成分を合意している O つまり， te第2不定詞は geanr行く」の語業的意

味を補充しており，方向を示す前置詔や分離動詞の分離成分である不変化詞

に相当する (Tiersma19992: 127)。たとえば， te hierknippen gean r散髪

に行く J のtehierknippen r散髪に」は neiLjouwert ta gean rリャウエト

(オ.Leeuwarden rレーヴアルデンJ)へ行く」の neiLjouwert ta rリャウ

エトへ」や，分離動詞fuortI geanr立ち去る」の分離成分である不変化詞fuort
「離れて」に相当する。この 3者は geanの左側(前)に賓かれ，外寵されな

い点、で共通している(Hoekstra1997: 86) 0 

Ik tink dat er {te hierknipρω/ nei Ljouwert ta/fuort} {giet /お/sil}.r私

は援が{散髪に行く/行っている/行くつもりだ}/{リャウエトへ行く/

f子っている/行くつもりだ}/{立ち去る/立ち去っている/立ち去るつもり

だ?と思う J (hierknippe r散髪する」←hierr髪」十knipper切るJ)

*Ik tink dat er {giet/is/ sil}{ te hier.加仰ω/nei Ljouwert ta/βwrt} . 

「向上J

以上の事実はこの teが不定詞標識ではなく r…へJという方向の意味の前

(ド.zu/エ.to)であることを示している。この第2不定詞は名詞用法

であり，前置詞teに支配され r前霞詞te十名詞用法の第2不定詞」という

構造になっていると解釈できる。したがって，この te~第 2 不定詞は 'te 第

2不定詰の前置諮句用法」に分類できる(DeHaan 1987: 70ft.)。

(e) te第2不定詰の前置詞匂用法と文用法(副詞用法)

ところが，次の文では右枠でこの動詔群がr{gean/ weze }十te第2不定詰」

という逆の語JI震で現われている。

Hy wit dat ik altyd nei Ljouwert ta gean te kleankeaρ'jen. r彼は私が

いつもリャウエト(オ.Leeuwarden 'レーヴアノレデンJ)へ洋服を買い

に行くことを知っている J (kleankeapje'洋服を買う」← kleanr洋服」十

keapje r買うJ) (Hoekstra 1997: 98変更)

Fan 'e moarn hat Hindriks Tsjits by my west te ko.万edrinken.r今

朝，ヒンドリクス・チイツが私のところにコーヒーを飲みに来ていた」

(kofjedrinke rコーとーを飲む」← kofjerコーヒー」十drinke'飲むJ)
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(ULI'S， B 15: 7) 

この構文はともに名詞抱合を起こしている点でte-第 2不定詰の前置詩句

吊法と共通するが， te第2不定詞が外置を起こしている点で異なっている。

再者の相違は方向・位誼(静止した場所)を示す副詞成分 (neiLjouwert 

ta iリャウエトへJ，by my iわたしのところにJ) の有無に関係している O

それがない場合には te-第2不定詞は外置されない。

1k tink dat er te hierkniPρω {giet / is}. i私は披が散髪に{行く/行って

いる}と思う J (Hoekstra 1997: 86変更)

この用例では te-第2不定認はgean/wezeの意味を補足し， te hierknip… 

pen {gean/w色ze}i散髪に{行く/行っている}J全体で意味的にひとつのま

とまり形成すると考えられる。これはドイツ語の spazierengehen (1日正書法

spazieren I gehen) i散歩する，散歩に行く J に棺当し， I日正書法では一部の

分離動誌の分離成分として扱われた不定詞である O

ところが，方向・ を示す前置詞句などの副詞成分があると，これがす

でに gean/wezeの意味を補足し，neiLjouwert ta geaniリャウエトへ行く J，

bymyweze i私のところにいる」のように全体で意味的にひとつのまとまり

を形成してしまう O これはおortlgeani去るJ (オ.weg I gaaan/ド.weg 

Igehen)のような分離動詞の分離成分である不変化詞に相当すると言える。

したがって， te-第2不定詰はもはや gean/wezeと甚接的に結びつくことが

できなくなり， gean/wezeの左側(前)に霞かれず，右側(後)に外置され

ると考えられる。

こうして外置された te-第2不定詞は「…のために」という目的の意味を表

わし，麗詞成分としての性格が強い。主語は動作主であり，動認は非能格動

詣である。 Hoekstra(1997: 87ft.)はこのte第2不定詞を前量詞句用法(De

Haan 1987: 70ft.)から区別して ite-第2不定詞の文用法J (de sentinsjele 

te-ynfini tyf，エ.sentential te-infinitive)と呼んでいる。ただし i文」と

してのte第2不定詞の性格には議論の余地があると思われ，前置詞句用法

からの区別もそれほど明確ではない場合もある。そこで， (1)で述べたように，

便宜的にこれを ite一第2不定詞の文用法(副読用法)Jと言い換えることにす
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るO

以上のことは gean/wezeを含まない話法の助動詞との組み合わせでも同

様である O たとえば，次併の te第 2不定詞はそれぞれ前寵詞句用法と文用法

(副詞舟法)J と考えられる O

Ik sil te it，ωr私は食事に行くつもりで、すJ (前置詞匂用法)

Ik sil nei hus te iten. r私は食事を取りに家へ帰るつもりですJ (文用法

(副詞吊法)) (ULI'S， B 14: 10) 

このように，第2不定詞の前置詞句馬法と文用法(副詞用法)は本来，別

の範轄に属するが，相互関係も認められる。

なお，前置諒勾と te第 2不定詞が問時に gean/wezeの意味を補足する形

で，その左側(前)に現われることはできない。

*Hy wit dat ik altyd nei Ljouwert ta te lueankeapjen gean. r彼は私が

いつもリャウエトへ洋服を貰いに行くことを知っている」

マan'e moarn hat Hindr北 sTsjits by my te kofjedrinken west. r今朝，
ヒンドリクス・チイツがうちにコーヒーを飲みに来ていたJ

これは英語でつ11へ魚釣りに行く」をgofishing {at/iη} the riverまたはgo

to the river to fishと言い， *go fishing to the riverとは言わない事実との比

較からも理解できる O つまり， go to the river r)llへ行く」と gofishing r魚
釣りに行く」を合わせた場合， r 111へ」と「魚釣りに」の両方をgor行く」と

直接結びつけることはできず， どちらかを付加詞(ヱ.adjunct)として副詩的

に表わす必要がある。

ドイツ語では次のように不定詞と zum不定詞で区別して表現する。

Gehen wir heute Abend essen. r今晩，食事に行きましょう J (essen gehen 

「食事に行く J)

Gehen wir heute Abend in ein gutes Restaurant zurn Essen. r今晩，良いレ

ストランへ食事に行きましょう J (in ein gutes Restaurant gehen r良いレス

トランへ行く J)

Essen gehe ich in Susukino. r食事に私はススキノへ行きますJ (essen gehen 

「食事に行く J)

Zum Esseηgehe ich nach Susukino. r向上J (nach Susukino gehen rススキ

ノへ行く J)

74 



官官ブリジア認の文法構造 動認 (8)

(8) r前置詞…te-第 2不定調」と前置詞の om

(a) r前霞詞…te第2不定詞句J (副詞成分)

sunder r…することなしにJ，troch rーすることによってJ，nei r...した後

にJ，ynstee fan r…するかわりに」といった前罷詞とともに te第2不定詰

勾を用いて，副詔的な補文を形成することがある。

[Suηder lud te meitsjenJ gie Saapke nei it achterhus. r音を立てず]こ，

サープケは裳の離れの方に行ったJ (ULI'S， B 2: 23) 

Men kriget oer it generaal it beste ynsjoch yn problemen [troch dy 

problemen sels 0ρte lossen J. r一般に問題への最良の洞察はその問題
を自分で解くことによって得られるJ (ULI'S， C 15: 13) 

[1':ηstee faηnei Amsterdam ta te geanJ bleau er thus. rアムステノレダ

ムへ行くかわりに，彼は家にとどまったJ (Hoekstra 1997: l34変更)

(b) r om...te…第2不定詞匂J (副詞成分):前置謂の om

r om...te~第 2 不定詞句」はん・するために」という意味で用いる。この om

は(a)の前置語と同様に「…のためにJ (日的)という明確な諾葉的意味を持っ

ており，省略できず，義務的である。この omは補文標識ではなく， (a)と河

様に前置詞とみなすほうが適当と考えられる O

[Om de opbringst fan it lan te fergrutsj，ωJ wurdt in protte 1日unst-

dong brukt. r土地の収穫を高めるために，人口肥料がたくさん使用され

るJ (ULI'S， B 9: 14) 

[Om skuorbot foar te kommenJ， soe mear griente iten wurde moatte. 

「壊血病を予防するために，もっと野菜を食べる(ニ野菜が食べられる)

必要があるだろう J CULI'S， B 11: 21) 

Men moat ite [om te libjenJ en net libje [om te itenJ. r人は生きるた

めに食べるべきであり，食べるために生きるべきではない(ことわざ)J

(Dykstra 2000: 1151) 

Wy wurkje [om伝 libjenJ， en libje net [om化 wurkjenJwol? 私たち

は生きるために働くのであって，働くために生きるわけではないでしょ

う?J (Bangma 19932・170)
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Wy geane nei it loket ta [om in kaartsje te keap;"enl '私たちは

チケットを買うためにカウンターへ行きますJ (ULI'S， C 18: 11) 

De natoer is wichtich foar de minske [om ta rest te kommenl '自然

は人間にとって安らぎを得る(ニ安らぎに至る)ために重要だJ (ULI'S， 

C 9: 16) 

Tiisdei kaam de feestkommisje by elkoar [om te be，ρraten wat der 

allegearre noch dien wurde moatJ [om it feest goed ルrrinnete 

littenJ. '火曜日に祭りの委員会の人たちが祭りを成功させるために，お

よそ何がなされなければならないかを話し合うために，集まった」

(ULI'S， A 17: 12) 

As immen [om in hus te keaρ';"enJ in protte jild lie問 moat，wurdt 

wolris sein dat er in hus mei in sulveren dek hat. 'ある人が家を購入

するために大金を借りなければならない場合，その人は銀の屋根のつい

た家を持っていると言われることがあるJ (ULI'S， C 2: 13変更)

De oerheid moat no maatregels nimme [om it wurk rjochtfeardich 

teルrdielenl'政府は[雇用を公正に分配するためにJ[方策を取る必要

があるJJ (，政府は[雇用を公正に分配するための方策]を取る必要があ

るJ) (ULI'S， C 13: 14) 

次の，om...te第2不定詞句」は断り書きの意味の副詰成分である。

Jo binne [om saた sizzenJunder de minsken en sitte net allinne. 'あ

なたは言わば人々の中にいて，ひとりぼっちですわっているのではない

ので、すJ (ULI'S， C 18: 12) 

Myn administrateur， [om myn boekhalder ris deftich te beneamenJ， 

prate wat of om de priis sa leech mooglik te halden. '私のマネー

ジャー，おおげさに言えば私の帳簿係は，値段をできるだけ低くおさえ

るために，何か打ち合わせをしましたJ (ULI'S， A 13: 8) 

(c) ‘te十形容詞~om...te 第 2 不定詞匂"あまりに…なので…できない;

するためにはあまりに…すぎるJ (副詞成分)

この，om...te第2不定詰匂Jも副詞的に用いており， (b)と同様に， omは
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呂的の意味を表わす前壁詞に準じて理解できる。ただし， (b)とは異なって，

， ol11...te-第2不定詞句J は 'te十形容詞」と意味的に杷関関係がある。

Se binne te beroerd om de skonken te brukeη ，彼らはあまりに怠惰な

ので，足を使うことができないほどだJ (uLI'S， A 18: 8) 

De bern binne te beroerd om te rinnen. r子供たちは歩くことができな

いほど怠J惰だJ (ULI'S， A 18: 8変更)

Ik bin te ald om te silen， te swimmen仰 tereedriden. '夜、はもう年だ

から，ヨットも泳ぎもスケートもできないJ (ULI'S， A 19: 19) 

Ik bin te wurch om te fytsen. r私はくたくたに疲れたので，自転車には

乗れないJ (Van der Veen/Oldenhof 1990: 46) 

(9) 補文標識の om

(a) 前置詞の 0111と補文標識の 0111

補文標識の 0111は副詞成分で用いる前置詞としての 0111'…のために」と

違って明確な語桑的意味を持たず，母型文の主語・叙述語・目的語としては

たらいており，補文標識とみなすのが適当である。構文標識の 0111は'(0111"')

te-第2不定詰勾」を伴う他動詞(制御動詞(2))の場合と同様に省略可能で，

義務的ではない。補文諜識の 0111を使えばte-第 2不定詞勾の初めがはっき

りする O 文頭では omを省略することが多いが (Tiersl11a19992: 118)，それ

は文頭では te第 2不定詞句の初めを表示するとくに必要がないためと考え

られる O

ただし， (2)(c)で述べたように，西ブリジア語ではオランダ語に比べて補文

探識 0111を省略しない傾向がある(Hoekema1958: 17) 0 オランダ語では書

き言葉でomを省略し，話し言葉で省略しない傾向がある (ANS 19972: 

1111) 0 次例では omをつけたほうが西フリジア語的で，っけないとオランダ

語的な印象を与えることがある。

It is de l11uoite net mear wurdich [om dat stealtsje 0ρ te warmjenJ. 

「その食べ残しを暖めるのはもはや労力のむだだJ (西ブリジア語的)

(Hoekel11a 1958: 17正書法変更)
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It is de muoite net mear wurdich [の datstealtsje 0ρte warmjenJ 

(オランダ語的) (ib. 17正書法変更)

以下，構文標識の omの用法について個別に説明する O

(b) 

[Om it moai te krijenJ is neat， mar [om it moai te haldenJ， dat seit 

wat. rうまく手に入れることは何でもないが，うまく保持することは価

値がある(土何かを語る。ことわざ)J (Zantema 1984: 537) 

次は補文標識の omを伴っていない用例である。

[Jild te winnenJ is in geunst，じtgoed te brukenJ is in keunst. r金を

得るのは天の恵みだが，それをうまく使うのはひとつの技である」

(Bangma 19932: 69) 

Heit te wur・denkin men ha， [heit te wezenJ falt net ta. r父親になる

ことはたやすいが(二二持つことができるが)，父親であることはむずかし

い(ニうまくいかない)J (Beintema 1990: 58) 

r(om"') te第 2不定詞句」は主語の場合， rit~(om"') te第2不定詰勾」

のように言語使用上の理由で仮主語の itで讃き換えて外置することがある。

It falt net altyd ta [om heit te wezenJ. r父親であることはいつもうま

くいくとは眠らないJ (Dykstra 2000: 699) 

次は構文諜識の omを伴う用例である。

It falt net ta [0111 altyd wenromte te finen foar studintenJ. 

たちのためにつねに住居を見つけるのは，うまくいくとはかぎらなしり

(Bangma 19932: 80) 

It spant wolris [om de fuotten under 't liif te haldenJ. r両足を胴体の

下に保つのは緊張を要することがある(ニどんな状況でもしっかりして

いることはむずかしい。ことわざ)J (Beintema 1990: 47) 

It is foar josels tige wichtich [0111 wat oan sportた dwaanJ.r何かス

ポーツをすることがあなた自身にとってとても大切で、すJ (UII'S， C 5: 

15) 

次は補文標識omを伴っていない用例である。
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It is tige wichtich [dy wurden te learenJ. それらの語を学ぶことがと

ても重要ですJ (ULI'S， C 5: 17変更)

(c) 呂的諮

[Heit teωurdenJ kin men ha， heit te wezen falt net ta. '父親になる

ことはたやすいが(持つことができるが)，父親であることはむずかし

い(ニうまくいかない)J (Beintema 1990: 58) 

'(om"') te-第 2不定語句J が目的語として母型文の中央に埋め込まれる

と，理解が圏難になる。そこで， 'it (土目的語)~(om"') te一第2不定詩句」

のように，仮目的語の itで置き換えて外置することが多い。

Wy hawwe it altyd prachtich fun [om mei it iepenbier ferfier te 

reizgjenJ. '私たちは公共の交通手段で旅行することをいつもすばらしい

と思いましたJ (ULI'S， C 18: 12) 

(d) コプラ動詞(連結詞)の叙述語

「名詞匂(主語)is~(om"') te第2不定詞句」のように用いて，主語名

詞匂の内容を示す。

De beste stratezjy is [om earst in boadskipslistke te mei的;enJ.'一番

良い方策はまず買い物のリストを作ることよ J (Bangma 19932: 83) 

Ien fan de belangrykste dingen dy't wy foar it Fryァskdwaan kinne is 

[om sa folle mooglik us brieven yn it Frysk te sわ旬wenJ.'私たちが

フリジア語のためにすることができるもっとも議要なことのひとつは，

できるだけたくさん手紙をブリジア語で書くことですJ(Stienstra 1982: 

45) 

(e) 形容詞の自的語

「形容詞十(om...)te-第2不定詰匂」のように形容詞の目的語としてはたら

く用法もある。

Binne jo ree [om us te helPenJ? 'あなたは私たちに手を貸してくれる

用意はありますかJ (Bosma-Banning 198F: 16) 

(f) 前置詞岳的語

吉iJ置詞は原則として '(om"')te第2不定詞句」を直接支配できないので，
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'der(…)前置詞~(om...)te 第 2 不定詞匂」のように，相関詔の derJ (s 55 
(2))で前霞認の目的語であることを示して '(om"')te第2不定器匂」を外

置する。

Der binne fiersten te folle medisinen， om't de farmaseutyske 

yndustry der 0ρut is winst te meit:ヲj仰，製薬会社が利益を上げようと

躍起になっているために過剰に多くの薬品があるJ (ULI'S， C 6: 43) 

。Allefarmaseutyske fabriken binne der ~ρút [om winst te meits-
jen]. 'すべての製薬会社は利益を上げようと躍起になっている」

(ULI'S， C 6: 9) 

次例では前量詞fan(オ.van/ F， von/エ.of)が相関詞の白rを伴わず、に補

文標識の omを欠く te-第 2不定詞匂を直接支配している。

Heit en mem beprate mei de bern it foar en it tsjinβm [in hOs te keapjen 

of in hOs te hierenJ. '父と母は子供たちと家を賢うか家を借りるかの長所と

短所を話し合う J (ULI'S， A 11: 2変更)

次の用例の mei オ. met~mee/ ド. mitlも同様である。

It Ieit yn 'e reden dat er net klear is mei [wat nammen te learen fan 

fOgeltsj巴sen blomkesJ. '彼が鳥や花のいくつかの名前を覚えるのを終えてい

ないのは当然だJ (ULI'S， C 9・16)

(g) 名詞修飾成分

「名詞十omte第2不定詞句」としてひとつの文成分を形成し， 'om te第

2不定詞句」が名詞を修錬する成分として名語のi村容を示すことがある O

N ei oanlieding fan Stienstra syn wurden nimt it Doarpsbelang it 

beslut [om in brief te skriuwenl 'ステイエンストラの言葉を契機とし

て，村議会は手紙を書く決断をする J CULI'S， B 11: 15) 

Mar de do fun ek gjinρlakje [om te sittenJ. 'しかし，鳩はとまる場所

を見つけることもできなかったJ(De Arke fan N oach) 

M匂likheden[om te undersykjen] binne der oer en te folle. '研究の可

能性は余るほど豊富にあるJ(De Boer 1985: 264) 

上例の sitte'すわっている，とまっているJはop，…の上にJ，under-

sykje '研究するJはnei'…について」という話量詞をそれぞれ必要と
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する自動詞である点に注意。

次例では lom...te-第2不定詞句」が名詔勾から分離して外置されている。

Der binne nochβif twaluden oerbleaun [om skriuwen te learenJ. 

「つづりかたを習うべき二重母音が五つまだ残ってしまったj (ULI'S， C 

2: 14変更)

I fan doel weze十(om...)te一不定詞勾」は「ーするつもりだj (doel I目

的j)という意味で頻繁に吊いる。

日yis fan doel [om syn husgenoaten of freonen der fan te oer姐

tsjugjenJ dat se suner ite moatte. I彼は家族の人や友人たちにもっと

健康な食生活を送る(ニ健藤的に食べる)べきだと説得するつもりだJ

(ULI'S， C 3・21変更)

Wannear binne jo丘mdoel [om te kommenJ? Iあなたはいつ来るつも

りですかj (Bangma 19932: 21) 

Ik biηfan doel [om trije dagen te bliuwenJ. I私は3日間いるつもりで

すj Gb. 21) 

(h) 不定代名詞十te第 2不定詞

wat/eat I何かj，neat I何も…なしり， gans/in protte/in soad Iたくさんj，

net folle I少なしりなどの数量を示す不定代名詞に続けて，これを修飾する

te第2不定認の用法がある。

Der stiet net folle te drinken yn 'e kuolkast. I冷蔵庫の中にはあまり

飲むものがない」

防latte J告rtellenis der net. I何か話をするようなことはないJ

Hja hat in soad te sizz仰 I彼女は言うことがたくさんある」

Der wie gans te dwaan. Iいっばいやることがあった」

Der bleau inρrotte te wiηskjen oer. I物足りない(ェ望むべきこと)が

たくさん残った」

Ik haw neat te klei，ωI私は文句をつけることは何もない」

不定代名詞を欠く「のートte第2不定詞」もある O これはwat/eatI何か」

を意味的に補って解釈することができる。
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Doe woe syn baas him net langer te iten jaan. 'そのとき銅い主は潟

に(彼に)もう食べるものを与えようとしなかったJ (Bosma-Banning 

198F: 27) 

「不定代名語十te第 2不定詞」構文の te第2不定詞は日的語や前置詞匂

などの副詞成分を伴うことができず，不変化詔を分離成分として伴う分離動

詞にすることもできない。

キDeris neat {te otdrinken/ot te drinken}. '飲み干すものがない」

(Prof. Dr. J. Hoekstraの教示による)

ただし， 'om...te~第 2 不定詞」にすればそれが可能になる。

De belestingen kinne ferhege wurde， sadat der minder oerbliuwt om 

ut te jaan oan oare saken. '税金が引き上げられ，その結巣，そのほか

のことに支出する分が少なくなる可能性があるJ (ULI'S， C 13・8変更)

情) te-第2不定詞の雀鯖

(a) 'om...te--第 2 不定詞勾」での te~第 2 不定認の省略

客観的吊法(ド.subjektiver Gebrauch/エ.root moda])の話法の助動詞

に支配された第 1不定詞が省略できることは， S 76 (3)(4)で述べた。

Ik moat moarn nei Amsterdam taの，私は明白，アムステル夕、ムに行

かなければならなしユJ (第1不定詰gean'行く J)

これに加えて，西フリジア語には，om...te第2不定詞匂」でte第2不定

詞を省略することがあり， 'te第2不定説の省略J (エ. te~ V ellipsis) と呼

ぶ(Hoekstra1997: 127ft.)。これは統語的に te~第 2 不定詞が省略されたこ

とが明確で，省略された動詞が意味的に復元可能な場合に見られる。運動動

詞gean'行く JI乍omme'来る」がその代表であり， dwaan'するJ，hawwe 

「持っているJ，krije'得るJ，nin1me '取る J，sitte'すわっているJ，stean 

「立っている」などの基本動詔も含まれる O

Se wenje te fier fuort [om alle dagen nei hus oJ. '彼らは毎日，家に

帰るにはあまりに遠いところに住んでいる J(te gean) (ULI'S， B 2: 15) 

Wy sjogge der tsjinoan [om de hiele dei binnendoarのJ.'私たちはー
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日中，屋i今にいるのは良くないと思いますJ(te sitten) (Hoekstra 1997: 

129変更)

Wat doel hat it [om altyd sa healwiisのJ?rいつもそんなに馬鹿げた
ことをするのは何のためなの?J (te dwaan) (ib. 129) 

Myn kondisje wie te min [om sa'n einのJ.r私の体謂はそんな距離を

行くには悪すぎk.J(te gean) Gb. 137変更)

Ik mei der net oer [om alle dagen spul mei de buorlju剖 r私は毎日，

近所の人たちと喧嘩するのはいやだJ (te hawwen) Gb. 129変更)

上例では neihus (gean) r家へ (1帝る)J， binnendoar (sitte) r崖内に(い

る)J， healwiis (dwaan) r馬鹿げたことを(する)J， sa'n ein (gean) rそん

な距離を(行く)J， spul (hawwe) r喧嘩を(する )Jのように，省略された

動詞を修復するための副詞成分や名詞勾が残っている。次の用例では mei

「ともに」のように分離動詞の分離成分となる不変化詞が残っている O

Hy frege [om meiのJ.r彼はいっしょに(行って/来て}いいかと頼ん

だJ(mei [gean/mei [komme} rいっしょに{行く/来る}J) (Sipma 1949a: 

51) 

It is net nedich [om in skuteldoek mei剖 rふきんを持っていくこと

は必要ありませんJ (mei [nimme r持っていく J) (Hoekstra 1997: 129 

変更)

吃lr te-第2不定詞の省略を先駆的に指損した例には Karst巴n(1946)がある。そこ

では，この現象が西フリジア語とオランダ語湖フラマン方言(オ.West. 

vlaams)で共通して観察されることが指摘され，雨言語とも補文標識omの存

在を必要とすることが述べられているo

(b) 不定詰一般の省略と意味的条件

te第 2不定詞の省略は，不定詞一般に共通の意味的条件に基づくと考えら

れる。それにはまず，不定詰標識teを伴わない不定詞の省略の代表的な例と

して，話法の助動詰に支配された第1不定詞の省略についての考察が示唆的

である。上述のように，客観的用法の話法の助動語に支配された特定の第1

不定詞は省略されることがある O
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Ik moat moarn nei Amsterdam ta {geaη/の}.r私は明日，アムステノレ

ダムに行かなければならないJ

ただし.S 76 (4)で述べたように，話法の助動詞の主観的用法では第l不定
詞の省略は起こらない。言い換えれば，第1不定詞が省略された文の話法の

助動詞は客観的用法と解釈される。

Pyt koe wol nei ] apan ta {geaηj*の}.rピトは日本に行くかもしれな

し)J

この違いは意味的に次のように説明される。客観的用法では義務・能力・

-意恋など.1臨々の話法の助動詞に特有の意味から動作が実現すること

が合意される。したがって，第1不定詔が省略されても，その存在の必要性

が喚起され，意味的条件が瀧たされれば，復元して解釈され得ることになる。

たとえば.moatteは客観的用法「…しなければならないJ の意味では.nei 

Amsterdam ta rアムステルダムへ」という方向を示す説謁成分があれば，運

動の意味の動作が必要とされることは明らかであり，その意味を補って解釈

される O ところが，主観的用法「…にちがいない」の意味では事実の蓋然性

の程度だけが問題になり，動作の実現の必要性は喚起されがたい。したがっ

て，省略された第 1不定詞は復元して解釈するべき十分な必要'性が乏しく，

省略できないことになる O第 l不定詞が省略された moatteでは，主観的用法

「…にちがいない」よりも客観的用法「…なければならない」の解釈が優先さ

れ，話法の助動誌の主観的用法では te-第2不定詰の省略は起こらない。両者

の差は意味的な観点から見れば r動作の実現を喚起する必要性」の強さにあ

ると言える O

ちなみに.moatteがなくても，次例のように爵詞成分だけで発話された文

比発話内効力(エ.illocutionary force) としての勧誘・義務・命令といっ

た話法的意味を伴って，運動という動作を補って解釈される O このことは話

法の助動認の支配する第l不定詞の省略にも何らかの関連があると考えられ

るO

Nei ]apan ta! r日本へ行こう，行くのだ，行けJ

上記の意味的条件は知覚動詞 (sjenrーするのを見る」など)構文でも同様
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である。つまり，知覚動詞が支配する第2不定詞はすでに実現されている動

作を表わすので，動作の実現の必要性を喚起せず，意味的条件が整わないた

めに， te第2不定詞の省略は起こらない。

1k seach har nei hus ta {gean/*の}.r私は彼女が摺宅するのを見た」

(知覚動詞sjenrーするのを見るJ) (日oekstra1997: 143変更)

一方，使役動詔構文 Oitter…させるJ)では第1不定詞の省絡が起こるが，

これは上述の意味的条件に照らして理解できる。

1k liet har nei hus ta {gean/*の}.r私は彼女を帰宅させたJ

(c) 補文標識の omとの関係

te第2不定詞の省略では，以下に述べるように， (b)と同様の意味的条件が

はたらくと考えられ，不定詔一般の省略として共通性があると考えられる O

ただし， te第2不定詞の省略には意味的条件のほかに統語的条件がある。

それは補文標識の omを必要とする点である ote-第2不定認の省略は補文標

識の omを伴わない第2不定詞では起こらない。たとえば，次例のように繰り

上げ動詞 ((3))ではte第2不定詞の省略は起こらない。

Hja skynt nei hus ta {te gean/*の}.，技女は帰宅するらしいJ (skine 

「…らしいJ (ib. 142変更)

狂jaheart nei hus ta {te gean/*の}.r彼女は帰宅する必要があるJ

(hearre 'ーするのがふさわしいJ)

Hja beg伽 neihus ta (te gean/*の}.r彼女は帰宅しはじめたJ(begjinne 

「…しはじめるJ)

また，発言・感情・認識の意味の制締動詞 ((2))は構文標識の omを伴わな

いが，この場合にも te-第2不定認の省略は起こらない。

Hy hoρet nei hus ta {te gean/*の}.，彼は帰宅することを望んで、いる」

(hoopje 'ーすることを望むJ) (ib. 134変更)

さらに，説御動詞freegje'ーすることを頼む」は '(om"')te-第2不定詞

匂Jを伴うが((2)(c))，それに先行する場合には補文標識の omは用いず， te 

第2不定認の省略の有無もこれに従う。

日jaseit dat er har frege [om mei him nei Amsterdam ta {te 
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gean /の}J.r彼が彼女に設といっしょにアムステルダムへ行ってくれと

頼んだと彼女は言っているJ Ob. l34変更)

日jaseit dat er har [mei him nei Amsterdam ta {te gean/*の}J斤ege.

「向上J (ib. l34変更)

さらにまた， ren+第3不定詞構文J (~98) は rom" .te第 2不定詞句Jと

同様の意味を表わすことがあるが，第3不定詞の省略は不可能である。

Wy binne fan doel [om nei Amsterdam ta {te gean/の}J. r私たちはア

ムステルダムに行くつもりで、すJ Cib. 127変更)

Wy binne fan doel [仰 {g，ωn/*の}nei Amsterdam taJ. r向上J Ob. 

l31変更)

一方，明確な語重量的意味を持たない補文標識の omとは別に，副語成分とし

て「ーするために」という明確な語象的意味を持つ前誼詞の om((8))では，

te第2不定詞の省略は起こりにくい。 sunder・「…することなしに」などの副

詞成分を形成する他の前置詞でも， te-第2不定詞の省略は起こらない。

Hy stapte yn 'e trein [om nei Amsterdam ta {te gean/ηの}.r彼はアム

ステルタ市ムへ行くために列車に乗ったJ (ib. 134変更)

Hy kaam werom [sunder nei Amsterdam ta {te gean/*の}.r彼はアム

ステルダムへ行くことなく，戻って来たJ (ib. 134変更)

つまり， te-第2不定認の省略が可能な場合の補文標識の omは，母型文の

動詞，つまり， r om" .te第2不定詞句」の語桑的主要部(エ.lexical head) 

の存在を前提とする。

r om...te第2不定詩句」は母型文の動詞の補文である必要はない。次のよ

うに，名詞修飾語としてのromte第2不定詞」でも te第2不定詞の省略が

起こるからである。つまり， r om te第2不定詰勾」はそれが補部(エ.com-

plement)となる何らかの語草案的主要部を持つことを条件とする O この場合，

被修飾名詞は動作の実現を喚起する意味的特徴を持っている必要がある。た

とえば， plan r計画J，doel r目的」などがその例である O

Harρlan [om nei J apan ta {te gean/の}J waard fersmiten. r日本へ行

こうという彼女の計留は却下されたJ (ib. l33変更)
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Ik bin j初 doel[om moarn nei Amsterdam ta {te gean/の}J.r私は明

日アムステルダムへ行くつもりですJ (ib" 135変更)

これは，語象的主要部の存在が「動作の実現を喚起する必要性」という第

l不定詞の省略と同様の意味的条件を同時に必要とすることを示している。

以上の事実は，補文標識の omとrom"""te第2不定詞句」の語桑的主要部

の存在がte第 2不定詞の統語的条件になることを示している。この語葉的

主要部の存在は，第1不定詞の省略における話法の助動詞に比屑できる。第

l不定認の省略と te第2不定詞の省略は，統語的にも意味的にも基本的に

同じ条件によると考えられる O

ちなみに r補文標識の om"""te-第 2不定詞句Jは単独の発話としては成立

しない。これは語重量的主要部である母型文の動語の意味が投影されず，それ

自身としては発話内効力を伴わないためと考えられる ote第2不定詞の省略

はもちろん起こらない。

* Om nei J apan ta {te g，ωn/の}!r日本へ行こう，行くのだ，行け」

r om"""te-第 2不定詞」はまだ実現されていない動作が問題になっているこ

とを示し，語美的主要部の意味が投影されることによって，その動作を実現

ずる必要性が喚起され，意味的条件が満たされる。補文標識の omが必要なの

は，おそらく統語的条件として，第2不定詞が省略された後に残る teの「ま

だ実現されていない動作を表わす」という文法的機能を統語的に抽象的なレ

ベルで吸収または代行するためと考えられる。 teは音韻的な接語(エ.c1itic) 

であり，ホストとしての第2不定詞がなければ語形的に存在できないので，

脱落すると考えられるからである。

一方，前置詞の omでは動作の実現の必要性が強く喚起されるので，意味的

条件は満たされるが，母型文の動詞との関f系がないために，省略された te第

2不定詞を復元する統語的条件が整わず， te第 2不定詞の省略が起こりにく

いと考えられる。

補文標識の omは前置詔の omrーするために」とは異なって，明確な語素

的意味を持たない。 omは本来 r…を求めて」という自的を表わす前置詞か

ら発達したのであり，摩滅した目的の意味が文法的機能に転化されたと考え
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られるものの，補文標識の omに目的の意味は認めがたい。ただし，補文標識

のomは，間じく「…へ，…のために」という方向・自的の意味の前置誌から

発達し，オランダ語などと違って西ブリジア語では前寵詞としての性格を残

す不定詰標識の teと共起する。 te-第2不定詞は(米完了不定詑では)まだ実

現されていない動作の標識になる O この点で補文標識の omと不定詞諜識の

teは類似した文法的な性格を持っていると言える。第2不定詞が省略された

結果，不定詞標識の teが脱落し，補文標識の omによって teの文法的機能が

統語的に吸収・代行される校総みには， omとteの上述のような共通性が関

与しているのかもしれない。

Hoekstra (1997: 143)は[十1rrealisJ(エ.unrealized future)という Iの

素性が'1のCへの移動J (エ.1 -to-C movement)によって 0111へ継承される

としている。

(d) 例外的な動詞

te…第2不定詞の省略は，話法の助動詞に支配される第 1不定詞の省略に共

通する以上のような意味的・統詩的条件によって起こると考えられるが，例

外的な現象を示す母型文の動詞が多く，その条件をさらに限定する必要性が

高い。たとえば，次の動詞は補文標識omの有無との関係にかんして例外的な

事実を示す (Hoekstra1997: 142， 145， 148)。

① doare 'あえてーする j，hoege (hoeve) ，…する必要がある」

このこつの動詔は補文操識の omを欠く te第2不定詞を伴うが， te-第

2不定詞の省略が起こる O

日ydoarst net [nei Amsterdam ta {te gean/'の}J.'彼はアムステノレダム

に行く勇気がなかったj (doare) (ib. 142変更)

Hy hoegde net [nei Amsterdam ta {te gean/のけ，彼はアムステル夕、

ムに行く必要がなかったj (hoege (hoeve)) Cib. 142変更)

② bestean 'あえてーするj，beprate'ーするように説持する J，helpe'… 

することを手伝う J，slagje'…することに成功する j，twinge'ーするこ

とを強いる」

beslette'ーすることを決心するj，driigje'ーすると脅すj，ferjitte'… 
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することを忘れるj，hjitte r…することを命令するj，wegerje rーする

ことを拒む」

以上の動謂は補文標識の omを伴う te第2不定詞句を支配するが， te-

第2不定詞の省略は起こらない。

ワanholp Jantsje [om nei Amsterdam taのJ.rヨンはヨンチェにアム

ステルダムスへ行くのを手伝ったJ (helpe) (日oekstra1997: 145変更)

つantwong Jantsje [om nei Amsterdam taのJ.rヨンはヨンチェにア
ムステルタゃムへ行くことを強制したj (twinge) (jb. 145変更)

* J an bes leat [om nei Amsterdam taのJ.rヨンはアムステル夕、ムへ行く

ことを決心したJ (beslette) (jb. 148変更)

*Jan hiet Jantsje [om nei Amsterdam taのJ.rヨンはヨンチェにアム

ステルダムへ行くように命令したj (hjitte (hite)) (jb. 145変更)

①については， S 77 (2)で述べたように， doare/hoege (hoeve)はte第 2

不定詞のかわりに第 1不定詞を伴うことがあり，話法の助動詞(客観的用法)

に近く，そのために te第2不定詞の省略を起こす考えられる。

②についての説明は困難で、ある。te第 2不定詞の省略の対象となる動詞は

話法の助動詞に比べてかなり多く，意味的条件が複雑で，それを満たす程度

に悲があることと，補文標識としての omの統詩的機能に差があることなど

が考えられるが，本稿では十分な説明をすることができない。

ザドイツ諾やオランダ諮でも話法の助動詞に支配される詞穣の不定詞は省略可

能である。それが許されないのはゲルマン認では英語に限られる(ただし，初

期近代英語(EarlyMod巴rnEnglish 1500-1700)の時代までは不定詞の省略が

起こっていた)。

ブ.Ik moat moarn nei Amsterdam ta 0. r私は明日，アムステルダムに行か

なければならない」

オ.Ik moet morgen naar Amst巴rdamの r向上」

ド.Ich muss morgen nach Amsterdam 0. r向上」

ス.Jag maste 0 till Amsterdam i morgon. r同上J

エ.ネ1mustのtoAmsterdam tomorrow. r向上J
ただし，上記の言語には不定詞標識を含む不定詞の省略は見られない。

フ.Bisto klear om meiの?r震はもういっしょに{行く/来る}準備ができ
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ているかJ (Bosma-Banning 198F: 11) 

オ *Benj巴klaarom meeの?I陪上J
ド.*Bist du bereit mitの I同上」

ス.ネArdu fardigのmed?I向上」

エ.* Are you readyのtogether?I向上」

eliフリジア語でも話法の効動詩の主観的用法では不定詞は省略されない。
フ.Pyt koe wol nei ]apan ta {ぷan/*の}.Iピトは日本に行くかもしれないJ

英語では話法の助動詞に不定形がないように，時制(エ.tens巴)とともに話法

(エ.mood)という動詔定形の範鶴が統語的に強い影響力を持っている。西フ

リジア語を合U'f也のゲルマン語でも主観的用法の話法の助動詞は不定形にな
りにくしこの点で英語と共通している。一方，周知のように英語では動詞匂

の省絡が起こるが，問フリジア語を含む他のゲルマン語では起こらない。この

ように，不定詞一般の省略は統語的に時制・話法・一致などの動認定形の範蒋

の性格にも依存していると考えられる。

西フリジア諮と同様に補文標識omを有するオランダ諮では，予想に反して

te不定詞の省略は起こらない。これはすでに述べたように，西ブリジア諮の不

定詞標識teがオランダ語の不定語句標識teと違って，前置詞的性格を示すこ

とがあり， te-(第2)不定詞の性格に差があることと関係があるように患われ

る。

S 98 第 3不定罰(命令形不定詞)と IPト構文

(1) r en+第 3不定調(命令形不定詞)J構文

西フリジア語には命令形と語形的に同一の不定認があり，これを第3不定

詞(または，命令形不定詞)と呼ぶ。第3不定詞(命令形不定詞)は並列の

接続詞en(オ.en/ド.und/エ.and)の直後に続けて用いる。伝統的にはこ

れを，en十命令形J構文(オ.en十imperatief-constructie)と呼び， rIPI構

文J (ラ.imperativus pro infinitivo)と称することもある。本稿では 'en十

第 3不定詞(命令形不定詞)J構文と呼ぶことにする。

enは立訪日の接続詞だが，この場合は第3不定詰(命令形不定詰)句を先行

する母型文の構文として取り込む役割を果たしており，統語的には従属接続

詞としてはたらいている。 enに後続する動詞は形態的にはつねに命令形だ

が，命令の意味はなく，統語的には先行する母型文の補文を構成する不定詞

匂の不定詩とみなすべきである。しかも，この第3不定詞(命令形不定詰)
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は命令形と同様に enの富後に隣接し，主文の語願になるので，枠構造から見

れば，第3不定詔(命令形不定詞)は在枠に位置することになる。もしこの

いわゆる「命令形」を「不定詰」とみなせば，動詞不定形が右枠にとどまら

ずに左枠に現われることになり，動詞定形(エ定動認)が左枠に移動し，動

詞不定形は右枠にとどまるJ という英語を除くいわゆる西ゲルマン語に共通

の枠構造の原則，つまり「定形非対称性J (オ.finietheidsasymmetrie)にた

いする例外になる(同様の現象として主文を伴う dat(s 67 (3))参煎)。この
ように，この構文は形態的な姿と統語的な振舞いの不一致を示す点で問題点

が多いo

'""この構文はオラン夕、語，ドイツ語，英語には存在しない。この構文の第3不定

詞(命令形不定詞)を語形的には「命令形」だが，機能的には「不定詞」とす

る意見は，すでに Hoekema(1958: 19)に見られる O ただし， De Haan/ 

We巴rman(1986)はこれをあくまで「命令形」とみなしている。

(2) 並列型構文

(a) 論理関係と‘前置詞の om...te第2不定語句， iーするために」との対応

'en十第3不定詞(命令形不定詞)J構文は「並列型構文J (オ.nevenschik司

kende constructie) と「従属型構文J (オ.onderschikkende constructie) 

の二つに分けられる(DeWaart 1971)。まず，並列型構文について説明する。

以下にいくつか用例を示す。

Do moatst hinnegean [en meitsje dy saak yn oarder J. '君は出かけて

仔って，その件を片付けなければならないJ (meitsje'…にする，作る」

(Bosma戸Banning198F: 135) 

Soest safier meirinne wolle [en draach myn tasJ? 'そこまでいっしょ

に歩いて，私のカバンを運んでいってくれない?J (drage i運ぶJ) Gb. 

135) 

Men soe ek hinnegean kinne [en nim oan dat der twa morfo 

leksikale regels binneJ. '別の考え方を取って(=別の方向に進んで)， 

二つの形態語禁論的な規郎があるとも仮定できょう J (oannimme i仮定
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するJ) (Visser 1989b: 199変更)

Hyρlichte sneons nei de sted ta te reizgjen [en sjoch der op 'e 

merkJ. r彼は金曜日には町に行って，そこで市場をのぞく晋慣があっ

たJ (Hoekstra 1997: 31変更)

並列型構文では文字通り enを「そして」という意味の並列接続詞と解釈

し，先行する動詞匂と河じ種類の動詞匂を並列させても，ほぼ向じ意味が得

られる。たとえば，最初の用例は次のように置き換えてもほぼ同じ意味にな

る。

① ren十第3不定詞(命令形不定詞)J構文

Do moatst hinnegean [ω mezお:jedy saak yn oarder J. r君は出かけて

行って，その件を片付けなければならないJ(Bosma-Banning 198P: 135) 

② 第1不定詩句の並列

Do moatst [hinnegeanJω[dy saak yn oarder meitsjeJ. r同上」

(hinnegean r出かけて行く (第 l不定詰)J十enrそしてJ十dysaak yn 

oarder meitsje rその件を片付ける(第1不定詞)J) 

ただし， enの前後の動詞匂の聞には「動作十動作の目的Jの順序で論理関

係の存在が必要で、ある。上例は「ーするために」という意味の副詞成分とし

てはたらく rom...te第2不定詞匂」で言い換えても類似した意味になる O

Do moatst hinnegean [om dy saak yn oarder伝 meitsjenJ. r君はその

件を片付けるために，出かけて行かなければならない」

したがって， r en十第3不定詞(命令形不定詞)句Jが先行する動語句の目

的の意味にならない場合には，並列型補文は不可能である。また r動作の日

的十動作」という反対の語順にすることもできない。次の例文はこの点で不

自然である(あるいは i出かけていくために，その件を片付けなければなら

ない」の意味になる)。

つDomoatst dy saak yn oarder meitsje [en gean hinneJ. 

(b) 埋め込み文の並列 統語的・意味的制約

(a)の用例からわかるように，波多目型構文の特徴は互いに独立した動語句の

放列ではなく，共通の話法の助動詞やアスペクト動詞などに埋め込まれた動
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詞匂が並列されている点である。つまり，埋め込み文の並列である。次例の

ように，たんに現在形ですま 'en十第3不定詞(命令形不定詞)J構文は使えな

し)0

① 現在形と 'en十第3不定詞(命令形不定詞)句J の並列:不可

*Do [giest hinneJ [en meiぬ:jedy saak yn oarderJ. '君は出かけて行っ

て，その件を片付けるJ (giest hinne '出かけて行く(現在形)J十回「そ

して」十meitsjedy saak yn oarder'その件を片付ける(第3不定詔(命

令形不定詞)J) 

② 現在形の並列

Do [giest hinneJ en [makkest dy saak yn oarder J. '向上J (makkest 

dy saak yn oarder '向上(現在形)J) 

ただし，これは統語的制約というより，むしろ意味的観約としての性格が

ある O たとえば，次の用例のように話法の副詞grif'きっと」を使えば，現在

形で並列できるという判定がある (DeWaart (1971: 4) ;ただし， Hoekstra 

(1997: 45) は最後の用例に「つ」をつけている)。

③ ， en-ト第3不定詞(命令形不定詞)J構文
De polysje soe by him komme [仰 heljehim op J. '警察が設のところに

来て，彼を連れて行くかもしれないJ(ophelje '連れて行く J)(De Haan 

1987・24)

④ 現在形の並列

De polysje [komt by himJ en [hellet him op J. '警察が彼のところに来

て，彼を連れて行く J (De Waart 1971: 4) 

⑤ 現在形と 'en十第3不定詞勾(命令形不定語句)Jの並列不可

*De polysje [komt by himJ [en helje him 0ρJ. '向上J (ib. 4) 

⑥ 現在形・話法の副詞grif'きっと」と「四十第3不定詰(命令形不定詞)J

構文の並列

De pol)吋e[ltomt grif by himJ [en helje him 0ρ1 '警察がきっと彼の

ところに来て，彼を連れて行くだろう J(ib. 4 ;ただし， Hoekstra (1997: 

45)の判定は九)
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次1J~は現在完了形に 'en十第 3 不定謂(命令形不定詞)J 構文を並列させた

ものだが，話法の副詞grif'きっと」を伴っているので， I司撲に可能であると

いう判定がある。

Hyゐgrifnei hus ta gien [en drink in pantsje teeJ. '彼はきっと家に

帰って，お茶を一杯飲んだのだろう J (drinke '飲むJ) (Van der Meer 

1975: 32正書法変更)

このように，話法の意味がenの前後の動詞句に投影されていれば， 'en十

3不定詞(命令形不定詞)J構文はそれほど違和感なく用いることができる。

つまり，統語的な埋め込み文の並列でなくても，意味的な埋め込み文の並列

であれば，かなり容認度が高いということである。

ただし，埋め込み文でも， ACI-構文を形成する知覚動詞構文と使役動詞構

文では 'enート第3不定詞(命令形不定詰)J構文は使えない。これは補文の並

列以外に両者を関連づけるような意味的な知数がないためと考えられる。

*Ik seach him in gripe krijen [enルOJjede bargenJ. '私は彼が熊手を
手に取って豚たちにえさをやるのを見たJ(fuorje'えさをやる J)(Hoek“ 

stra 1997: 33変更)

*Hja liet har dochter de tun omhal<je [en set der pultsjes ynJ. '彼女

は娘に践に穴を掘って，その中に立を入れさせたJ(sette'誼く，据えるJ)

(ib. 33変更)

統語的制約として重要なのは， enの前後の動語句の:主語が同一でなければ

ならない点である O これはこの構文が並列型であることから理解できる O

De polysje soe de misdiediger 0ρslute [仰 besl<ermjeharJ. '警察は犯罪

者を隔離して彼女を保護するだろう J(beskermje'保護するJ)(De Haan 

1987: 29変更)

。*Demisdiediger soe troch de polysje 0ρsletten wurde [en besl<ermje 
harJ. '犯罪者 に隔離されて は)彼女を保護するだろう」

(c) ，否定十as十第3不定詞(命令形不定誤I)J捕文

これは'en十第3不定詞(命令形不定詰)J構文に類似した構文であり，ー

するほかはない」という意味で用いる。
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Hy koe net folle oars dwaan [ω bliuw yn it portykJ. '彼はポーチに

とどまることのほかに多くのことはできなかったJ (bliuwe'とどまるJ)

(Tamminga 1959: 130) 

日ykoe net oars dwαan [α5 s/;;riuw dat artikeIJ. '彼は論文を警かざる

を得なかったJ (sl王riuwe'書く J) (Van der Meer 1975: 28) 

(3) 従属型構文

(a) 従窟型構文(オ.onderschikkende constructie)の種類

従属型構文では 'en十第3不定詞(命令形不定詰)J構文は母型文の補部

(エ.complement)，または一般的に語禁的主要部の補部になる O たとえば，

母型文の主語や他動詞呂的諮，前墨詞目的語，形容詞修飾匂，名詞修飾勾な

どである。，en十第3不定詞(命令形不定詞)J構文をあらかじめ示す仮の代

名詞 it(オ.het/ド.es/エ.it)， der (オ.er/ド.da(r))または副詞sa(オ.

zo/ド.エ.so)を用いることもある(以下の用例参照)。並列型構文と違っ

て，話法の助動詞などによる埋め込みゃ話法の説詞などは必要としない。ま

た， enの前後の動詞句の主語は同一で、ある必要はない。

①母型文の主語(仮主語代名詞it)

It is net dwaan [en gean der yn dizze uli och sa djip op ynJ. 'この教

材ではそのことに深く立ち入るのは適当で、はないJ (yngean'立ち入る，

追求するJ) (ULI'S， B 18: 9) 

It is net ferkeard [en wi・isder noch eefkes opJ. 'それそ少し指摘して

おくことは間違いではないJ (wize '指摘する J) (Hoekstra 1989: 26) 

It is de baas， [en wachtsje de bui mar even ofJ. 'にわか雨が止むのを

しばらく待ったほうがいいJ (δfwachtsje ，(…の)到来・終了を待つJ)

(Boersma/Van der W oude 19802: 85) 

Dan is 't bytiden net sa maklik [en meitsje dan dochs noch in ferslach-

jeJ， dat de muoite wurdich is. 'そうなると，苦労のかいがある報告を

わざわざ作成するということは，それほど簡単ではないこともときどき

あるJ (meitsje '作るJ)
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It sil gjin kwea meie [en sis der op dit plak ris in wurd oardeheal 

fanJ. iそれについてこの場でニ三述べておくことは惑くはあるまい」

(sizze i言うj) (Tamminga 1973: 213変更)

② 母型文の位動語目的語(仮自的語代名詔it)

Wy sille ris besykje [en set wat oarsaken op in rychjeJ. i私たちは原

因をいくつか文章にまとめてみようと思いますj (besykje i…すること

を試みる j，sette i置し据える j) (ULI'S， C 10: 7) 

W olst my helPe [en typ dit foar myJ? iこれを私のためにタイプするの

を手伝ってくれない?j (helpe i…することを劫けるj，type iタイプす

るj) (Bosma-Banning 198F: 135) 

1k ried jo oan [en drink net sa folle bier J. i私はあなたにそんなに

ビーノレを欽まないように忠告しますj (oanr匂deiーすることを忠告す

るj，drinke i飲むj) (Hoekstra 1997: 31変更)

仮目的語代名詞誌を伴う用例。

Hy bestie it en begjin mei wat nijs. i彼はあえて何か新しいことを始め

ようとしたj (bestean iあえて…する j，begjinne i始める j) (Zantema 

1984: 89) 

De manlju doare it wol oan [ω helje de boel delJ. i男たちはその大き

な物を思いきって下に降ろしてみようとするj (oandoare iあえてーす

るj，delhelje i降ろすj) (ULI'S， B 14: 16) 

1n hushalding ut de sted hat it oandoarst [ω keaρ.je it spultsjeJ. i都

市から来た家族が思いきってその小農場を買ったj(oando訂正あえて…

する j，keapje i買う j) (ULI'S， B 14・13)

狂yweaget it net [en gean der hinneJ. i彼はそこへ行く勇気がない」

(waegje iあえてーする j，gean i行く j) (Boersma/Van der W oude 

19802: 85) 

③ 前誼詞の目的語(i反代名詞der'"前置詞)

W a't niget hat oan it Aldfrysk en de Fryske taalskiednis， docht der 

goed oan [en les Philippa har dissertaasje mei oandachtJ. i古フリジ
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ア語とフリジア語史に興味がある人はフィリパの博士論文を注意深く

むと良いJ (dwaan 'する (oan…についてわ， leze '読むJ) (Hofstra 

1989: 37) 

Ikρrakkesemゴeder oer [en hald der mei 0.ρJ. '私はよく考えた結果，

それをやめようと思う J (prakkesearje'よく考える (oer…について)J， 

ophalde 'やめるJ) (Boersma!Van der W oude 19802: 85) 

④ 形容詞修飾(i反副諮問)

Der skine altyd noch minsken te wezen， dy't in bytsje skruten binne 

[en st，ゅ samaryn 'e bibleteekJ. '図欝館に遠慮なく足を踏み入れるこ

とに気遅れするような人々がいまだにいるようだJ (skruten '臆病なJ，

stappe '入る，歩むJ) (ULI'S， C 20: 6変更)

Jo binηe dernei by steat [en meitsje sinnen mei dy tiidwurdenJ. 'それ

が終われば，あなたはそれらの動詞を罷って文を作ることができるよう

になりますJ (by steat '…できるJ，meitsje '作るJ) (ULI'S， B 13: 4) 

f反副語saを伴う用例。

Hy u吟 sawiis wol [en bemuoi him der net meiJ .彼は賢明なことに，

それにはかかわらなかった(ニそれにかかわらないほど賢明だった)J 

(wiis '賢明なJ，jin bemuoie 'かかわる，二子渉する J) (Hoekstra 1997: 

31変更)

⑤ 名詞修飾

Sunt it sluten fan de universiteit fan Frjentsjer yn 1811 hat yn Fryslan 

de winsk libbe [en stijtsje wer opnij in universiteitJ. '1811年にフリエ

ンチェル(オ.Franeker'アラーネケルJ)の大学が閉鎖されて以来，フ

リースラントでは新たに大学を設立しようという願望が引き続き存在し

ていたJ (winsk '願望J，stiftsje '設立するJ) (ULI'S， B 13: 10) 

It idee [en 1ゐdeLauwerssee droechJ is net alhiel nij. 'ラウエルス湖

(オ.Lauwerszee)を干拓しようという考えはそれほど新しいというわ

けではないJOdee'考え，アイデアJ，droechlizze'干拓するJ)(Hoekema 

1959: 87， De Waart 1971・19，De Haan!Weerman 1986: 95) 
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(b) 主語の解釈と i(補文標識の om...)te一第2不定語句」との対!忘

従属型構文の第3不定詰(命令形不定詔)の主語は母型文の主語と陪ーで

ある必要はなく，母型文から制御されて決まる O この構文の「四十第3不定

詞(命令形不定前])J構文は，次例のように，補文環識の omによる i(om...) 

te第 2不定詞匂」でほぼ同じ意味に置き換えることができる。

① ien十第3不定詞(命令形不定詞)J構文

It liket my de baas [en gean der sels hinnel i私は自分でそこへ行く

のがいちばん良いような気がする J (gean i行く J) (Boersma/Van der 

Woude 19802: 72) 

Doe't er it weagje doarst hie [en imlうrovzseaJブ'ein stikjeJ， fielde er him 

in ein frijer. i一曲あえて即興漬奏をしてみようと患ったら，彼は気持ち

が自由になったJ Cimprovisearje i郎興演奏するJ) (ULI'S， B 19: 26変

更)

② i(om...) te一第2不定詩句」

It liket my de baas [om der sels hinne te geanJ. i陪上J Cib. 72) 

Doe't er it weagje doarst hie [in stikje te imρroviseaJブenJ， fielde er 

him in ein frijer. i向上 (omなし)J (ULI'S， B 19: 26変更)

上併の主語の場合は dat-従属文で、置き換えることもできる。

It liket my de baas， [dat ik der sels hinne geanJ. i向上J (Boersma/ 

Van der W oude 19802: 72) 

「巴n十第3不定詞(命令形不定詞)J構文に相当する構文は古フリジア語の時代

から観察される。ただし，命令形ではなく，不定詞 (-a)である点と，並列型
に限られる点で異なる。この構文で占フリジア語の不定調が現代商フリジア語

で命令形に変わった理由としては，次の要因が考えられる。それは，不定詔勾

で不定認が先頭に置かれるのは例外的な語順，つまり，有襟の語順なので，生

産的な動詞のグループである 'je動詞」では不定詞と命令形が同形であること

を利用して，不定詞のかわりに命令形を用いて自然な語順，つまり，無擦の語

順に転換したという解釈である (Vand巴rMeeτ1975: 28) 0 

並列製に加えて従属準が発達した額出としては，不定詰から命令形に転換した

結果， enの後の動語勾がその前の動詞句から独立性を獲得し，たんなる立ou匂
から離れて従属句へと変化したことが挙げられる(日oekstra1997: 37)。
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(4) 命令形と第 3不定詞(命令形不定詞)

命令形と第3不定詞(命令形不定詞)は語形的には同一だが，上述のよう

に用法は大きく異なる O もうひとつ異なるのは主語の付加である。命令形で

は主語の人称代名語や聞き手を表わす屈有名詞・親族名称を加えることがで

きる。

Kom {の/do/jo/jimme/hy/Pyt/mem}hjir ris! 'ちょっと{の/君/あな

た/君たち・あなたがた/そこの人/ピト/お母さんじここに来なさいよ」

しかし，第3不定詞(命令形不定詞)ではそれができない。

Doare jo it oan [en set {の/*jo}de diskusje op 'e banJ? 'あなたはそ

の議論を思いきってテープに吹き込む気持ちがありますかj(ULI'S， C 3: 

17変更)

ところで，次例ではそれが可能であるように見える O

It beste is [en jou do him in boekJ (dan jou ik him segaren). 

「君が彼に本をあげ(て，それからぼくが彼に葉巻をあげ)るのがいちば

ん良いことだj (De Haan/Weer百1an1986: 93変更)

Wy riede Pyt oan [en jou hy heit in boekJ (dan jou ik him in 

CD). '私たちはピト(ピトさん，あなた)にたいして，お父さんに本

をあげ(て，それから私がピトに CDをあげ)るようにしてくださいねと

忠告しますj (ib. 110変更)

ただし，この 2例ではjou(<jaan '与えるj)が第3不定詞(命令形不定

詰)ではなく，命令形であると解釈することもできる。つまり，いちばん良

いのは，君が彼に本をあげてくれ(それからぽくが彼に葉巻をあげるから)j， 

「私たちはピトさん，あなたに忠告します。お父さんに本をあげてください

(それから私がピトに CDをあげますから)jの意味になる O とくに二つ自の用

例では， Pytが呼びかけ「ピトさん，あなたに」の意味でなければならない

(Hoekstra 1997: 42)。さらに付け加えれば，上記の2例ではdo'君j，hy'彼」

がなければ，蔽密には命令形か第3不定詞(命令形不定詞)かであいまいさ

が生じることになる。

このように，命令形と第3不定詞(命令形不定詰)は同ーとみなすことは

99 



北大文学研究科紀要

できないが，一方で， r en十第3不定詞(命令形不定詰)J構文の歴史的な発

達のなごりを反映して，再考の共通性がわずかに残存しているとも考えられ

る。

(5) r en十第3不定詞(命令形不定詞)J構文と「主文を伴う datJ

r en-ト第3不定詞(命令形不定詞)J構文は，時制や話法といった動詞定形

の範轄を持たない不定形である第3不定詞(命令形不定詞)が右枠にとどま

らずに，左枠に置かれる点で例外的で、ある。河様の例外的現象を示すものに，

「主文を伴う datJ(3 67 (3)(b))がある。つまり，動詞不定形ではren十第3不

(命令形不定調)構文が枠構造と語願にかんして例外的な現象を示し，

動諮定形(定動詞)では「主文を伴う datJがこの点にかんして例外的な現

象を示す。両者は機能的には従属文としての性格を持ちながら，語JI践的には

主文としての性格を示す。 ren十第3不定詰(命令形不定詞)J構文の enと

「主文を伴う datJはともに左枠には位置せず，枠構造の制約に抵触せずに，

動認が左枠に現われることを許す統語的な性質を共有していると考えられる

(De Haan 1983， Hoekstra 1997: 30-46)。

この点での両者の共通性は取り出し(エ.extraction)の可否にも現われて

いる O 「従層文を伴う datJとr(om..・)te-第2不定詞句」では取り出しが可

能だが r主文を伴う datJとren十第3不定詞(命令形不定詞)J構文では取

り出しは不可能で、ある。

①従属文を伴う dat:取り出し可

Hokker krantei sizze jo [dat er i lezeωot]? rあなたは彼がどの新

聞を読みたがっている言うので、すかJ(Hoekstra 1997: 44変更)

主文を伴う dat:取り出し不可

* Hokker krantei sizze jo [dat er WOl_~i lezeJ? r向上J(ib. 44変更)

② (om...) te第2不定詞句:取り出し可

Hokker krantei binne jo fan doel [om i te lezenJ? rあなたはどの

新聞を読むつもりですかJ(Hoekstra 1997: 44変更)

ren十第3不定詰(命令形不定詞)構文:取り出し不可
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* Hokker krantei binne jo fan doel [ω les _i  J? 同上j
目r Hoekstra (1997 : 30-46)は，商フリジア語では「動詞第2位J (V2，ヱ.verb 

second)の現象は「定形性J (オ.finietheid)とは郊に扱う必要があり，英語

を除くゲルマン語でもその必要性があると指摘している。「定形J，すなわち現

在形・過去形で現われる定動詞を含む主文は「時制」と「一会致」を示し，定動

詞は「第2位」の諾願を占めるが，これはあくまで一般的，つまり，無標の場

合である。一方 r時告しはなくても「一致」を示して「第2位」の語11療を占め

る動詞の諮形がある。それが商フリジア語(そしてオランダ諾)の「命令形」

であり，これは「第2位Jの諾11演として有擦の場合である O これに加えて，西

ブリジア語の ren十第3不定詞(命令形不定詰)J構文 (IPI-構文)はさらに有

標であり，ここでは動討が「持告しも「一致」も示さず，しかも「動語第2位」

の語順を占める (Hoekstra(1997 : 30-46)によれば， 22範i榛原理 mcP)の

条件を満たすために移動する)。つまり，ゲルマン認の「動詞第2佼」は「定形

第2位Jである必婆はなく r定形非対称性J (オ.finietheidsasymmetrie)は

成り立たないことになる。

Hoekstra (1997 : 30-46)は西フリジア語のデータをゲルマン諾比較統語論の

基本概念に反映させたきわめて興味深い考察である O ただし，西ブリジア語の

「命令形」が「命令」という明確な話法(エ.mood)の意味を持つ漂白につい

ての考察が必要と思われる。「厨折機能範穣(I)J に「時制」と「一致」を設定

するだけでは，命令形の「命令」という話法的な意味は統語的に認可されない。

それにはゲルマン語における屈折機能範鰐(I)の体系的な考察が必要と考えら

れるo
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